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ぼくに、まっ赤かな夢ゆめをみせてくれた江え戸ど川がわ乱らん歩ぽ先せん生せいをはじめ、多おおくの推すい理り作さっ家かのみなさまに、多た大だいなる感かん謝しゃの気き持もちをこめて、この本ほんを贈おくります。ありがとうございました。
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第だいⅠ部ぶ　名めい探たん偵てい登とう場じょう









　それは四月がつの一つい日たち──よく晴はれたエイプリール・フールの日ひのこと。

　わたしたちの町まちに、名めい探たん偵ていが引ひっ越こしてきたの！




　さて、エイプリール・フール。全ぜん国こく的てきに、うそをついてもおこられない日ひ。

　この日ひにそなえて、何なん日にちもまえからうそをつく準じゅん備びをしている友ともだちもいるし、「今日きょうはエイプリール・フールだから、だれのいうことも信しん用ようできん！」という疑うたがいぶかい子こもいる。

　わたしは、どっちかっていうと疑うたがいぶかいほうだから、その日ひ、「ねえ、おとなりにだれか引ひっ越こしてきたよ。」という声こえを聞きいても、すぐには信しん用ようしなかった。

　わたしの家いえのとなりは、古ふるい洋よう館かんだ。ずいぶん長ながいあいだ、だれも住すんでいなかった。そのせいで、庭にわも建たて物ものも荒あれほうだい。わたしたちは小ちいさいときから幽ゆう霊れい屋や敷しきってよんで遊あそび場ばにしてたけど、こんな古ふるびた洋よう館かんに住すむ人ひとなんていないよね。

　だけど、わたしは知しってるんだ。遊あそびつかれた帰かえり道みちに見みる、夕ゆう日ひの光ひかりをうけた洋よう館かんは、外がい国こくの童どう話わにでてくるお城しろみたいに、とってもステキなんだってこと。

　だれか洋よう館かんに住すんでくれたら、きっと、ペンキをぬって、庭にわの草くさもぬいて、きれいにしてくれるのにな。

　それで、だれか引ひっ越こしてきたっていうのを聞きいたとき、今日きょうはエイプリール・フールだからという気き持もちもあったけど、とりあえずわたしは、ごそごそと窓まどのほうへいって、おとなりを見みてみた。わたしたちの勉べん強きょう部べ屋やは二階かいにあって、おとなりの洋よう館かんがよく見みえるのよ。

　洋よう館かんの前まえには、大おおきなトラックが数すう台だいとまっていた。そして、引ひっ越こしセンターの作さ業ぎょう服ふくを着きた人ひとたちが、段だんボール箱ばこをいくつも運はこびこんでいる。

「へえー、ほんとにだれか引ひっ越こしてきたんだ。」

　わたしたちは窓まどわくにひじをつき、ぼんやり、引ひっ越こしのようすを見みていた。

　おそろいの服ふくを着きて段だんボール箱ばこを運はこぶ男おとこの人ひとたちは、まるで、はたらき者もののアリみたい。

　でも……そのうち、わたしたちは、おかしなことに気きがついた。さっきから洋よう館かんの中なかに運はこびこまれているのは、段だんボール箱ばこばかりなのだ。

　ふつう引ひっ越こしって、タンスとかベッドとかテーブルとか、いろんなものを運はこんだりしない？

　それが、段だんボール箱ばこばっかり。

　なんか、へん……？

　わたしは、いったいどんな人ひとがこしてきたのか、とても気きになってきた。




　引ひっ越こしは、たくさんの段だんボール箱ばこと二ふたつのソファーを運はこびいれて、おわった。

　トラックが帰かえってしばらくすると、洋よう館かんから男おとこの人ひとがでてきた。

　黒くろい背せ広びろを着きた、やせて背せの高たかい人ひと。

　その人ひとが、門もんのところに表ひょう札さつをだした。

　わたしたちは双そう眼がん鏡きょうをだして、さっそくその表ひょう札さつを読よんでみた。
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　表ひょう札さつには、へたな毛もう筆ひつで、そう書かいてあった。

「…………」

　わたしたちは、なんといっていいのかわからなくて、しばらくだまりこんだ。

　ふつう、表ひょう札さつに自じ分ぶんの職しょく業ぎょうを書かいたりしないよね。おまけに、その書かいてある職しょく業ぎょうが〝名めい探たん偵てい〟なんて。

　わたしは、図と書しょ館かんの本ほんで読よんだシャーロック[image: ]ホームズや明あけ智ち小こ五ご郎ろう、エルキュール[image: ]ポワロを思おもいうかべた。

　どんな難なん事じ件けんも、すばらしい推すい理り力りょくで解かい決けつしていく名めい探たん偵てい──そんな人ひとが現げん実じつにいるのかな？

　それに、〝夢水〟っていう名みょう字じ。なんて読よむんだろう。ユメミズかな、ムスイかな？

　わたしは、自じ分ぶんの表ひょう札さつに名めい探たん偵ていと書かき、かわった名みょう字じを持もつこの人じん物ぶつに、とっても興きょう味みがわいてきた。

　そこでわたしたちは、「あの男おとこは何なに者ものか？　ほんとうに名めい探たん偵ていなのか？」ということをしらべることにした。

　どうやってしらべるか。それは、いつもどおりの手て。

　ひょっとすると、わたしたちのほうが、彼かれよりも名めい探たん偵ていかもしれない。

　それに、さいわい、いまは春はる休やすみ。時じ間かんだけは、たっぷりある。




調ちょう査さ報ほう告こく書しょの１：四月がつ二ふつ日か

　ギンゴーン！

　玄げん関かんのドアの横よこについたボタンをおすと、さびついたようなチャイムの音おとがした。

　引ひっ越こしのつぎの日ひ、わたしはお母かあさんからのあずかりものを持もって、となりの洋よう館かんにでかけた。

「…………」

　返へん事じは、ない。

　わたしは、もう一いち度どチャイムを鳴ならした。

　ギンゴーン！

　……返へん事じなし……。

　ギンゴーン！　ギンゴーン！

　こうなったら、チャイムの連れん打だ！

　ギンゴン、ギンゴン、ギンゴン、ギンゴン……！

　そして、こちらの指ゆびもそうとう痛いたくなってきたとき、

「……ふぁーい。」

というかすかな返へん事じがして、ようやく玄げん関かんのとびらがあいた。

　背せの高たかい、やせた人ひと。百八十センチはこえていて、百五十センチのわたしは、顔かおを真ま上うえにむけて見みあげなくてはならない。その人ひとは、家いえにいるのに、なぜか黒くろいサングラスをして、黒くろい背せ広びろを着きていた。

　それが、わたしと名めい探たん偵てい（？）との出で会あいだった。

「えっと、わたし、となりの家いえの者ものです。これ、どうぞ！」

　それだけを早はや口くちでいって、お母かあさんからのあずかりものをおしつける。

　そして気きがついたんだけど、引ひっ越こしのあいさつって、引ひっ越こしてきたほうがするもんじゃないの？

　けれど、そんなことには関かん係けいなく、彼かれは、うけとった品しな物ものをすごくうれしそうに見みつめて（サングラスのおくの目めが光ひかったみたい）、

「うわー、これはすみませんねえ！」

と、わたしそっちのけで歓かん声せいをあげた。

　わたしは、すばやくメモする。

《夢水清志郎はプレゼントに弱よわい。》

「あのー、中なかにいれてもらえません？」

　品しな物ものの中なか身みがなにか知しろうと、ゆすったり、においをかいだりしている彼かれにむかって、わたしは、いった。

「ああ、気きがつきませんで。どうぞ、どうぞ。」

　わたしは玄げん関かんをはいったところで、ちゃんとくつをそろえてぬいだ。（ふつう、洋よう館かんだったら、くつのままでいいはずだけど、この洋よう館かんは、ぬぐようになっている。）

　玄げん関かんをはいったところは、ちょっとしたホールみたいになっていて、そこの中ちゅう心しんにソファーが二ふたつおいてある。

　でもわたしは、そんなことより、部へ屋やの中なかにある本ほんの量りょうにおどろいていた。学がっ校こうの教きょう室しつくらいの広ひろさのホールのかべに作つくりつけの本ほん棚だながあって、そこがすべて、本ほんでうまっている。床ゆかには、はいりきらなかった本ほんがつんである。

「まあ、どうぞ。」

　彼かれがソファーをすすめる。
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「すごい……本ほんの量りょうですね。」

「ええ、まだ、ちゃんと分ぶん類るいしてないんだけど。」

　そのことばどおり、ソファーにすわったまま見みまわしても、ラングの『線せん形けい代だい数すう学がく』の横よこに『ル・ポールのカードマジック』の本ほんがならんでいて、そのとなりは手て塚づか治おさ虫むの『火ひの鳥とり』が十二冊さつならんでいたりする。わたしは本ほんが好すきだから、しぜんに目めがいってしまう。

　この本ほんの量りょうを見みて、ひょっとするとこの人ひとは、名めい探たん偵ていではなく古ふる本ほん屋やさんなのではないかと思おもった。

「『直ちょっ観かん幾き何か学がく』、『記き号ごう論ろん理り学がく』、『素そ数すう』──これって、なんの本ほんです？」

　わたしは本ほんの背せ表びょう紙しを読よんで、彼かれにきいた。

「数すう学がくの本ほんだよ。仕し事ごとの関かん係けいでしぜんにふえてったんだ。っていうのも、ぼくは大だい学がくで、論ろん理り学がくの教きょう授じゅをしてたからなんだ。」

「論ろん理り学がくって、なんですか？」

「かんたんにいうと、『１＋１＝２』になるって勉べん強きょうだよ。」

「ふーん。」

　どうして、そんなかんたんな勉べん強きょうを、大だい学がくにいってまでするんだろう？　わたしは、１＋２が３になることも知しってるぞ。

「もう一ひとつ、きいてもいいですか？」

「どうぞ。」

「あなたの名みょう字じは、ユメミズって読よむんですか？」

「そう、〝ゆめみずきよしろう〟──本ほん名みょうだよ。でも、気き軽がるに『名めい探たん偵ていさん』って、よんでもらってもいいけどね。」

　だれかをよぶときに、気き軽がるに〝名めい探たん偵ていさん〟なんてよべるわけがない。

「で、どうして大だい学がくの教きょう授じゅが、名めい探たん偵ていになったんですか？」

　わたしがまたきくと、夢ゆめ水みず元もと教きょう授じゅはポケットからタバコをだし、百円えんライターで火ひをつけて、ボソッといった。

「いろいろあってね……。」

　あとでわかったことなんだけど、夢ゆめ水みずさんは、大だい学がくの研けん究きゅう室しつとアパートにたくさんの本ほんをためすぎて、追おいだされたんだって。（本ほんだけでなく、家や賃ちんもためたらしい。）

「ほんとに名めい探たん偵ていなんですか？」

　わたしがきくと、夢ゆめ水みずさんはムッとした顔かおをして、

「ほんとうだよ。本ほん人にんがいってるんだから、これほどたしかなことはない。」

といった。

「証しょう拠こは？」

　夢ゆめ水みずさんはなにもいわずに、背せ広びろの内うちポケットから名めい刺しをだした。表ひょう札さつとおなじく、「名めい探たん偵てい夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろう」と書かいてある。

「……家か具ぐの少すくない部へ屋やですね。」

　わたしは話わ題だいをそらせた。このまま名めい探たん偵ていについて話はなしていても、むだなような気きがしてきた。

「まあね。人にん間げん、生いきていくのに、そんなにたくさんのものは必ひつ要ようないよ。」

「なにがあればいいの？」

　そうきくと、夢ゆめ水みずさんは断だん言げんした。

「本ほんと、それを寝ねころんで読よむためのソファー。それだけだね。」

　なるほど。わたしは左ひだり手てに手て帳ちょうを持もって、すばやくメモした。

《夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうに常じょう識しきはない。》




　そのあと、わたしは家いえに帰かえった。

　夕ゆう食しょくの席せきで、夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうについて今日きょうわかったことを、みんなに報ほう告こくする。

　つづきの調ちょう査さは、あした。




調ちょう査さ報ほう告こく書しょの２：四月がつ三みっ日か

　ギンゴーン！

　チャイムの音おと一回かいで、夢ゆめ水みずさんが顔かおをだした。

「やあ、いらっしゃい。」

　そういう夢ゆめ水みずさんは、どことなく元げん気きがない。

「おじゃましまーす。」

　わたしは、いきおいよく玄げん関かんにくつをぬぎちらかし、ホールにはいった。

　夢ゆめ水みずさんはわたしの前まえのソファーに、ゴロンと横よこになる。

「夢ゆめ水みずさん、どっか具ぐ合あいが悪わるいんじゃない？」

「どうかなあ……。どうも、きのうから、からだに力ちからがはいらなくて。」

　針はり金がねのような細ほそいからだが、なんとなくグニャグニャしている。

「これは病びょう気きかもしれないな。ちょっとしらべてみよう。悪わるいけど、そこの三段だんめにはいっている『家か庭ていでわかる病びょう気きの本ほん』をとってくれないか。」

　夢ゆめ水みずさんが本ほん棚だなをゆびさしたけど、わたしには背せ表びょう紙しが見みえない。立たちあがって本ほん棚だなのそばまでいって、『家か庭ていでわかる病びょう気きの本ほん』をぬきだした。大おおきな本ほんだ。百ひゃっ科か事じ典てんぐらいある。

　本ほんをうけとると、夢ゆめ水みずさんはさっそく、自じ分ぶんの病びょう気きをしらべはじめた。

　夢ゆめ水みずさんは十分ぷんぐらい真しん剣けんにしらべていた。そのあいだ、わたしはなんにもすることがないので、ぼんやり彼かれを見みていた。だってこの部へ屋や、本ほんばっかりで、ほかに見みるものないんだもん。

　ソファーに寝ねころんで本ほんをしらべている夢ゆめ水みずさんは、年としとった大おおきな黒くろねこみたいだ。

「わからんなあ……。」

　夢ゆめ水みずさんがバタンと本ほんをとじる。

　わたしはきいてみた。

「熱ねつはないの？」

「ないと思おもうよ。この家いえには体たい温おん計けいがないから、はかれないけど。」

「食しょく欲よくは？」

「食しょく欲よく？」

　そのことばを聞きいたとき、夢ゆめ水みずさんがビクンとからだをふるわせた。

「わかった！　これは、ごはんを食たべてなかったからだ！」

「…………」

　わたしは、あきれてしまってことばがない。

「そういや、引ひっ越こししてきてから、ぜんぜんごはんを食たべてなかった。いやあ、からだに力ちからがはいらないはずだ。」

「……どうして食たべなかったの……？」

　わたしがきくと、けろっとした声こえで夢ゆめ水みずさんが答こたえた。

「わすれてた。」

　わたしは、きのうの調ちょう査さ報ほう告こくにあったことばを思おもいだす。

《夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうに常じょう識しきはない。》

「夢ゆめ水みずさん、この家いえに食しょく料りょうあるの？」

「ない。」

　夢ゆめ水みずさんはキッパリと答こたえた。

「じゃあ、家いえからなにか食たべるもの、持もってきてあげる。」

「ほんと！」

　夢ゆめ水みずさんのサングラスのおくの目めが、キラッと光ひかったみたい。そういえば、これもきのうの報ほう告こくにあったな。

「あのう、ぼくはこうして洋よう館かんに住すんでるけど、和わ食しょくが好すきなんだよ。できたら、ごはんとみそ汁しる、それと京きょう風ふうの石いし狩かりなべなんかがあったら、なんにもいわないけど……。」

「食しょく料りょうをめぐんでもらう人ひとが、ぜいたくいうんじゃない！」

　まったく！

　わたしは、きのうの調ちょう査さ報ほう告こくのつづきにこう書かいた。

《夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうは、食しょく事じをわすれるくせに、意い地じきたない。》

　それに、京きょう風ふうの石いし狩かりなべなんて、どうやってつくるの？




調ちょう査さ報ほう告こく書しょの３：四月がつ四よっ日か

　ギンゴーン！

　チャイムを鳴ならしても返へん事じがない。

　わたしは、かってにあがりこむことにした。

　玄げん関かんにちゃんとくつをそろえてぬいでホールにいくと、夢ゆめ水みずさんはソファーで寝ねていた。黒くろいサングラスをかけ、黒くろい背せ広びろを着きたままだ。

　わたしは右みぎ手てに手て帳ちょうを持もって、メモした。

《夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうは、パジャマを持もっていない。》

　ソファーの下したには、読よみちらかした本ほんと、きのうの食しょっ器き。

　食しょっ器きはピカピカに光ひかっている。この人ひとが食しょっ器き洗あらいなどするわけないと思おもうから、たぶん、食たべおわってから、きれいになめつくしたんだろう。

「夢ゆめ水みずさん、起おきて。」

　わたしは夢ゆめ水みずさんをゆすった。

「ウワニャニャニャ……。」

　ねこのひげをひっぱったときみたいな声こえをだして、夢ゆめ水みずさんがソファーの上うえでのびをした。

「目めがさめた？　おなかがすいてるんだったら、なにか持もってきてあげるけど。」

　わたしがいうと、夢ゆめ水みずさんがリクエストする。

「朝あさはやっぱり、ごはんとみそ汁しるがいいな。」

　わが家やはトーストと目め玉だま焼やきだけど、しかたない。夢ゆめ水みずさんのリクエストにこたえようじゃないの。

「ごはんとみそ汁しる以い外がいに、目め玉だま焼やき、食たべる？」

　わたしがきくと、夢ゆめ水みずさんはガクガクとうなずいた。

《夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうは、食しょく事じにいろいろ注ちゅう文もんをつけるが、それでも好すききらいなく、なんでも食たべる。》

　わたしは、右みぎ手ての手て帳ちょうにメモした。




「おいしい？」

　わたしの目めの前まえで、夢ゆめ水みずさんはガツガツと食たべた。家か庭てい科かで習ならった目め玉だま焼やきは、失しっ敗ぱいしちゃって、なみだ目めになったけど、そんなことを気きにせず、食たべてくれている。

「はい、お茶ちゃ。」

　わたしが左ひだり手てでさしだす湯ゆのみを、夢ゆめ水みずさんは返へん事じもせずにうけとる。（口くちにいっぱいごはんがはいってるから、返へん事じができないんだ。）

「あー、おいしかった！」

　すべてを食たべつくした夢ゆめ水みずさんが、満まん足ぞくそうにおなかをなでた。こんなに食たべるくせに、どうしてやせてるんだろう？

「食たべおわったのなら、ちゃんと手てをあわせて、『ごちそうさま』して。」

　すぐにソファーに寝ねころがろうとする夢ゆめ水みずさんに、わたしは注ちゅう意いする。年とし下したの女おんなの子こに注ちゅう意いされたわりには、彼かれはすなおに手てをあわせた。

「ねえ、夢ゆめ水みずさんって、何なん歳さいなの？」

　サングラスをかけているせいか、夢ゆめ水みずさんの年としはわかりにくい。三十歳さいぐらいといわれたら、そんなふうにも見みえるし、六十歳さいといわれても、なんとなくうなずいてしまう。

「……そういえば、ぼくは何なん歳さいなんだろう？」

　しばらく考かんがえてから、夢ゆめ水みずさんは信しんじられないことをいった。

「自じ分ぶんの年とし、知しらないの？」

　わたしがおどろいてきくと、夢ゆめ水みずさんはうなずく。

「じゃあ、生せい年ねん月がっ日ぴは？　生せい年ねん月がっ日ぴがわかれば、年ねん齢れいもわかるでしょ。」

「生せい年ねん月がっ日ぴ……。」

　夢ゆめ水みずさんは、不ふ思し議ぎそうにくりかえす。

「ひょっとして……。」

「うーん、どうも、わすれてしまったようだ。」

　あきれた……。きのうまでの調ちょう査さ報ほう告こく書しょにあった《夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうに常じょう識しきはない。》ってのは、ほんとうだ。

　だまってしまったわたしに、夢ゆめ水みずさんはあわてていった。

「安あん心しんしたまえ。だいじょうぶ。役やく所しょにいって住じゅう民みん票ひょうをしらべてもらえば、すぐにわかるから。」

　自じ分ぶんの生せい年ねん月がっ日ぴをしらべに、わざわざ役やく所しょまでいくか！

「でも、きのうから、ずいぶん食しょく事じのお世せ話わになったね。なんにもお礼れいできないけど、なにか読よみたい本ほんがあったら、持もってっていいよ。」

「ありがと。でもわたし、本ほん、きらいだから。」

　本ほんを読よむと、わたしは頭あたまが痛いたくなる。だから、ていねいにことわって家いえに帰かえった。夢ゆめ水みずさんは、わざわざ玄げん関かんまで送おくってくれた。




　これで調ちょう査さはおわった。

　わたしたちは、調ちょう査さ報ほう告こく書しょの１から３までを読よんだ。そして、結けつ論ろんをだした。

『夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうは、名めい探たん偵ていとは思おもえない。』




調ちょう査さ結けっ果か報ほう告こく：四月がつ五いつ日か

　夢ゆめ水みずさんが引ひっ越こしてきてから四よっ日かがすぎた。わたしは今日きょうも、玄げん関かんにくつをちゃんとぬぎ、ホールにあがりこむ。

「ねえ、夢ゆめ水みずさん、ほんとは名めい探たん偵ていなんかじゃないんでしょ。」

　左ひだり手てに持もった手て帳ちょうをくりながら、わたしはきいた。

「ほんとうは、古ふる本ほん屋やさんだったんじゃない。小お栗ぐり虫むし太た郎ろうの『完かん全ぜん犯はん罪ざい』なんて持もってる人ひと、そういないわよ。」

　こんどは本ほん棚だなを見みまわして、いった。すると夢ゆめ水みずさんは、

「まえにもいったじゃないか、ぼくは正しょう真しん正しょう銘めい、名めい探たん偵ていだよ。」

と、また、ポケットから名めい刺しをだそうとする。

「名めい刺しはまえにもらったから、もういいけど。じゃあ、いままでに解かい決けつした事じ件けんの話はなししてよ。」

「いいよ。」

　けれども、パカッとあけた夢ゆめ水みずさんの口くちからは、つぎのことばがでてこない。

「どうしたの？」

「……わすれてしまった。」

　わたしの疑うたがわしそうな目めを見みて、夢ゆめ水みずさんは、あせって弁べん解かいする。

「ほんと！　ほんとにぼくは、いままで、いくつも難なん事じ件けんを解かい決けつしてるんだよ。だけど、解かい決けつしてしまった謎なぞなんて、もう興きょう味みがないからね、どんどんわすれてしまうんだ。」

　ほんとかな。

「その目めはぜんぜん信しんじてない目めだね。わかったよ、いまから大だい学がく時じ代だいの教おしえ子ごに電でん話わする。あの子こたちなら、なにかぼくの解かい決けつした事じ件けんを、一ひとつぐらいおぼえてるだろう。さあ、きみの姉し妹まいたちもここによんであげなさい。」

「えっ？」

　夢ゆめ水みずさんの最さい後ごのせりふを聞きいたわたしは、おどろいてさけんでしまった。

「どうしたの？」

　夢ゆめ水みずさんが不ふ思し議ぎそうにきく。

「……夢ゆめ水みずさん、さっき、『きみの姉し妹まいたち』っていったの？」

　うなずく夢ゆめ水みずさん。

「そうだよ。きみたちは、とってもよく似にた三みつ子ごだろ。きのうまで、毎まい日にち交こう替たいで、この家いえにきていたじゃないか。ひとりずつ説せつ明めいするのはめんどくさいから、三人にんいっぺんに説せつ明めいしたいんだ。」

　それを聞きいて、わたしは、しばらく声こえがでなかった。

　たしかにわたしたちは、夢ゆめ水みずさんのいうとおり、三みつ子ごだ。きのうまで、毎まい日にち交こう替たいでこの家いえにきていたのも事じ実じつだ。

　でも、どうして夢ゆめ水みずさんは、そのことがわかったんだろう……。




　ではここで、きちんとした自じ己こ紹しょう介かいを。

　わたしの名な前まえは岩いわ崎さき亜あ衣い。この春はるから、ピカピカの中ちゅう学がく一年ねん生せいになる。

　夢ゆめ水みずさんのいったとおり、わたしたちは三みつ子ごだ。

　長ちょう女じょはわたし──亜あ衣い。二じ女じょの名な前まえは真ま衣い。三女じょの名な前まえは美み衣い。

　わたしたちは、おなじ顔かお、おなじ髪かみの色いろ、そして背せの高たかさもおなじ──とてもよく似にている。お母かあさんだって、ときどきまちがえるくらいだ。

　ほかの人ひとが見みて見み分わけがつかないくらい似にているということを利り用ようして、わたしたちはいままで、ずいぶんいたずらもしてきた。

　だから、夢ゆめ水みずさんの家いえにいくときにも、ひとりずつ交こう替たいででかけた。

　四月がつ二ふつ日かにいったのは、わたし。

　四月がつ三みっ日かにいって報ほう告こく書しょを書かいたのは、真ま衣い。

　四月がつ四よっ日かは美み衣いの担たん当とう。

　だから、三みっ日かの報ほう告こく書しょにでてくる〝わたし〟は、真ま衣いで、四よっ日かの報ほう告こく書しょの〝わたし〟は美み衣い。それ以い外がいの〝わたし〟は、ぜんぶ〝わたし＝亜あ衣い〟ということ。

　夢ゆめ水みずさんの家いえで見みたり聞きいたりしたことは、帰かえってから報ほう告こくしあって、見みやぶられないようにしていたのに、どうして夢ゆめ水みずさんは、わたしたちが三みつ子ごだとわかったんだろう……。

　そして、もちろん、ここまで読よんできたあなたも、見みやぶることはできなかったでしょ？




「どうしてわかったのっていわれてもなあ……。」

　夢ゆめ水みずさんが頭あたまをかく。

　いま、夢ゆめ水みずさんの前まえには、わたしたち三人にんがすわっている。

「でも、ほんとうによく似にているね。三面めん鏡きょうを見みてるみたいだ。」

「そんなことより、ちゃんと説せつ明めいしてよ。どうして、わたしたちが三みつ子ごだってわかったの？」

　真ま衣いが強つよい口く調ちょうできく。
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「うーんと……、なんとなくかな。」

「答こたえになってない！」

「じゃあ、なんとか説せつ明めいしてみるけど、ぼくにも教おしえてほしいことがあるんだ。四月がつ二ふつ日かにきたのは、だれ？」

　わたしが手てをあげて名な前まえをいう。

「わたし、亜あ衣い。」

「三みっ日かは？」

「わたしよ、真ま衣い。」

「四よっ日かは？」

「それ、わたし。美み衣い。」

　わたしたちの名な前まえを聞きいて、夢ゆめ水みずさんは満まん足ぞくそうにうなずいた。

「うん。これで説せつ明めいしやすくなった。二ふつ日かが亜あ衣いちゃん。三みっ日かが真ま衣いちゃん。四よっ日かが美み衣いちゃん。」

　夢ゆめ水みずさんが、わたしたちの顔かおと名な前まえを、一つずつ対たい応おうさせていく。ほほえみながらいってるけど、そのようすは、自じ分ぶんの生せい年ねん月がっ日ぴさえわすれてしまった人ひととはとても思おもえない。

　夢ゆめ水みずさんは、わたしたちの顔かおがどんなに似にていても、もうぜったいにまちがえないだろう──そんな気きがする。

「最さい初しょにおかしいなって思おもったのは、くつなんだ。」

「くつ？」

「そう二ふつ日かにきた亜あ衣いちゃんは、玄げん関かんで、くつをちゃんとそろえてぬいだだろ。なのに、三みっ日かにきた子こは、くつをいきおいよくぬぎちらかしている。そのとき、あれ？　って思おもったんだ。」

　わたしは真ま衣いのほうをにらむ。真ま衣いったら、いつもお母かあさんに、身みのまわりをちゃんとしなさいっておこられてるのに……。

「くつをそろえてぬぐというような習しゅう慣かんは、一いち度ど身みについてしまうと、なかなかかえることができない。だから二ふつ日かにきた子こと三みっ日かにきた子こは、ちがう子こなんじゃないかなって思おもいはじめた。それでくらべてみたら、ほかにもちがうところがあるのに気きづいたんだ。亜あ衣いちゃん、そのソファーにすわったまま、本ほん棚だなにはいってる本ほんの背せ表びょう紙し、読よめるだろ？」

　わたしはうなずく。自じ慢まんじゃないけど、視し力りょくはいいほうだ。

「そうだね。二ふつ日かに、その場ば所しょから読よんでたもんね。でも、三みっ日かにきた子こは、ソファーの場ば所しょからだと、遠とおすぎて読よめなかった。ぼくが『家か庭ていでわかる病びょう気きの本ほん』をとってほしいといったとき、立たちあがってそばまでいかないと、どの本ほんかわからなかった。一日にちで、こんなに視し力りょくが悪わるくなるってのは、ちょっと考かんがえられないからね。」

　真ま衣いは、わたしたちのなかではいちばん運うん動どう神しん経けいがいいんだけど、視し力りょくはいちばん悪わるい。

「これで、二ふつ日かにきた子こと三みっ日かにきた子こは、とてもよく似にているけど、ちがう子こだってわかった。だから、ぼくはこのとき、きみたちは双ふた子ごなんだって思おもったんだ。でも、四よっ日かにきた子こは、二ふつ日かにきた子ことも、三みっ日かにきた子こともちがってた。」

　そして夢ゆめ水みずさんは、くわしく説せつ明めいしてくれた。

「四よっ日かにきた子こは、三みっ日かの真ま衣いちゃんとちがって、ちゃんとくつをそろえている。それに、ぼくが食しょく事じのリクエストをしたときも、文もん句くをいわずに聞きいてくれた。これで、四よっ日かと三みっ日かの子こが別べつ人じんだってわかった。じゃあ、四よっ日かの美み衣いちゃんと二ふつ日かの亜あ衣いちゃんは、どこがちがうか？　美み衣いちゃん、きみの利きき手ては左ひだり手てだろ？」

「はい、そうでーす！」

　美み衣いが、左ひだり手てをあげて元げん気きに答こたえる。

　そう。三人にんのなかで、美み衣いだけが左ひだり利ききだ。

「二ふつ日かの亜あ衣いちゃんは、左ひだり手てで手て帳ちょうを持もって、右みぎ手てで字じを書かいていた。右みぎ利ききだね。でも、四よっ日かの美み衣いちゃんは、左ひだり手てでぼくにお茶ちゃをだしてくれたり、字じを書かいたりしていた。それにほかにも、亜あ衣いちゃんと美み衣いちゃんのちがいはあるんだよ。美み衣いちゃんは、本ほん読よむの、きらいだね。」

　夢ゆめ水みずさんにきかれて、美み衣いがうなずく。

　美み衣いは、新しん聞ぶんを読よむのは大だい好すきだけど、本ほんを読よむのはきらいだ。

「だけど、二ふつ日かにきた亜あ衣いちゃんは、本ほんを読よむのが好すきだろ？」

　わたしもうなずく。

「この部へ屋やには、本ほんがたくさんある。だから、本ほん好ずきの亜あ衣いちゃんは、二ふつ日かにぼくと話はなしているあいだも、ときどき本ほん棚だなのほうへ目めをやったり、本ほんのことを話わ題だいにしたりした。」

　なるほど。いままでの夢ゆめ水みずさんの話はなし、いわれてみれば、納なっ得とくすることばかりだ。

「はい、これで、きみたちがよく似にた三みつ子ごだっていう証しょう明めいはおわり。」

「だけど夢ゆめ水みずさん、ひょっとすると、わたしたちは四よつ子ごかもしれないよ。」

　真ま衣いが意い地じ悪わるそうにいった。

　すると夢ゆめ水みずさんは、すぐに、

「ああ、それはないよ。」

と、首くびをふった。

「今日きょうきた子こは、きちんとくつをそろえてぬいでいた。動どう作さを見みていると、右みぎ利ききらしい。小お栗ぐり虫むし太た郎ろうの『完かん全ぜん犯はん罪ざい』を知しってるなんて、よほどの本ほん好ずきだ。これで、今日きょうきた子こは二ふつ日かにきた子ことおなじってわかった。それに、決けっ定てい的てきなことが、もう一ひとつあるんだ。」

　夢ゆめ水みずさんが長ながい指ゆびを一本ぽんのばす。

「三みっ日か間かんの調ちょう査さで、きみたちは、ぼくが名めい探たん偵ていじゃないっていう結けつ論ろんをだした。もし、きみたちが四よつ子ごなら、四人にんが公こう平へいに四よっ日か間かん調ちょう査さして結けつ論ろんをだすはずだろ。三みっ日か間かんの調ちょう査さで結けつ論ろんをだしたってことは、きみたちが三さん人にん姉し妹まいだっていう証しょう明めいだよ。」

　なるほど……。

　たしかにわたしたちは、小ちいさいときから、なにかをするときは三人にんでやってきた。ふたりだけがなにかをするとか、ひとりでやるということはなかった。そして、三人にんでなかよくやれないことは、さけてきたような気きがする。

　納なっ得とくしたわたしたちにむかって夢ゆめ水みずさんが、

「では、あらためて、岩いわ崎さき亜あ衣いちゃん、真ま衣いちゃん、美み衣いちゃん。こんどとなりにこしてきた、〝名めい探たん偵てい〟の夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうです。これからもよろしく。」

と、立たちあがって、優ゆう雅がに礼れいをする。

　わたしたち三人にんは、心こころの底そこから敬けい意いをこめて、目めの前まえの名めい探たん偵ていに拍はく手しゅをした。




　だけど──。

　夢ゆめ水みずさんは、大だい学がく時じ代だいの教おしえ子ごに電でん話わをして事じ件けんの話はなしを聞きくことができなかった。なぜって、その人ひとたちの名な前まえと電でん話わ番ばん号ごうを、わすれてしまってたからだ。おまけに、電でん話わ番ばん号ごうを書かいたノートも、どこにおいたか、わすれてしまったらしい。

　こんなにわすれっぽくて、夢ゆめ水みずさんって、ほんとに名めい探たん偵ていなのかな？

　どう見みても名めい探たん偵ていっていう感かんじじゃないから、わたしたちは彼かれを、教きょう授じゅとよぶことにした。





■おもな登とう場じょう人じん物ぶつ■


夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろう　自じ分ぶんで名めい探たん偵ていといいきる、常じょう識しきゼロの探たん偵てい。年ねん齢れい不ふ明めい。もとは大だい学がくの論ろん理り学がく教きょう授じゅ。ものぐさで、わすれっぽく、マイペース。三みつ子ごには『教きょう授じゅ』とよばれている。

岩いわ崎さき亜あ衣い　　三みつ子ごの長ちょう女じょ。読どく書しょ好ずきで、しっかりもの。

岩いわ崎さき真ま衣い　　三みつ子ごの二じ女じょ。スポーツが得とく意いで活かつ動どう的てき。

岩いわ崎さき美み衣い　　三みつ子ごの末すえっ子こ。あまえんぼで、新しん聞ぶんを読よむのが趣しゅ味み。

岩いわ崎さき羽う衣い　　三みつ子ごのお母かあさん。おおらかでやさしくて世せ話わ好ずきな、いまではめずらしい日にっ本ぽんの母はは。

岩いわ崎さき一いち太た郎ろう　三みつ子ごのお父とうさん。エリート商しょう社しゃマンで、出しゅっ張ちょうが多おおく、物もの語がたりにはほとんどでてこない。




小お村むら英えい二じ郎ろう　オムラ・アミューズメント・パークのオーナー。

上じょう越えつ警けい部ぶ　　連れん続ぞく誘ゆう拐かい事じ件けんを捜そう査さする警けい察さつの責せき任にん者しゃ。

伯はく爵しゃく　　　　連れん続ぞく誘ゆう拐かい事じ件けんの犯はん人にん。赤あかいマスクをした謎なぞの人じん物ぶつ。








第だいⅡ部ぶ　そして五人にんがいなくなる







１　三人にんの猟りょう師しとユメミズウサギ






「ねえ、教きょう授じゅ。いこうよー。」

　美み衣いが、ソファーにうつぶせに寝ねころがっている教きょう授じゅの背はい後ごから、ベットリだきついた。

　木きにしがみつくアブラゼミみたいで、見みてるだけで暑あつ苦くるしい。

「…………」

　コンビニで買かってきた低てい俗ぞく写しゃ真しん週しゅう刊かん誌しを熟じゅく読どくしている教きょう授じゅは、それを無む視しする。

「からだに悪わるいよ。こんな天てん気きのいい日ひに家いえの中なかでゴロゴロしていると。」

　真ま衣いが写しゃ真しん週しゅう刊かん誌しをとりあげる。

　教きょう授じゅはなにもいわず、ソファーの下したから『最さい新しん位い相そう空くう間かん論ろん』をとりだして、ながめはじめた。

「美み衣いも真ま衣いも、いいかげんにしなさい。」

　いちおう姉あねという立たち場ばから、わたしはふたりに注ちゅう意いした。

　わたしのことばに教きょう授じゅは拍はく手しゅする。

「でも、教きょう授じゅ。ほんとにからだに悪わるいよ。毎まい日にち毎まい日にち、なーんにもしないでダラついてるのって。」

　わたしは教きょう授じゅにも忠ちゅう告こくした。

　季き節せつは、入にゅう道どう雲ぐもとソフトクリームの夏なつ。

　わたしは、夏なつ休やすみになってからつけだした『夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうの観かん察さつ日にっ記き』をひらいた。




七月がつ二は十つ日か（晴はれ）　教きょう授じゅは昼ひるすぎに起おきて、コンビニと本ほん屋やへいって、そのあとはゴロゴロしている。

七月がつ二十一日にち（晴はれ）　教きょう授じゅは昼ひるすぎに起おきて、コンビニと本ほん屋やへいって、そのあとはゴロゴロしている。

七月がつ二十二日にち（晴はれ）　教きょう授じゅは昼ひるすぎに起おきて、コンビニと本ほん屋やへいって、そのあとはゴロゴロしている。

七月がつ二十三日にち（晴はれ）　教きょう授じゅは昼ひるすぎに起おきて、コンビニと本ほん屋やへいって、そのあとはゴロゴロしている。

七月がつ二十四日にち（雨あめ）　教きょう授じゅは一日にちじゅう、ゴロゴロしている。

七月がつ二十五日にち（晴はれ）　教きょう授じゅは昼ひるすぎに起おきて、コンビニと本ほん屋やへいって、そのあとはゴロゴロしている。

七月がつ二十六日にち（晴はれ）　教きょう授じゅは一日にちじゅう、家いえからでずに、ゴロゴロしている。





　…………。

　つまり教きょう授じゅは、わけのわからないほどむずかしい数すう学がくの本ほんや推すい理り小しょう説せつと、ＰピーＴティーＡエーがさけびだすような低てい俗ぞくな雑ざっ誌しを読よみふけって、夏なつをすごしてるってわけ。

　で、今日きょうは八月がつ一つい日たち。

「すぎ去さった七月がつはいいとして、八月がつまでゴロゴロすごしたら、せっかくの八月がつに悪わるいでしょ。さあ、書しょをすてて町まちにでましょう。」

「べつにぼくは、好すきでゴロゴロしてるわけじゃないよ。」

『最さい新しん位い相そう空くう間かん論ろん』をとじて、教きょう授じゅはサングラスの目めをわたしにむけた。

「ぼくの仕し事ごとは探たん偵ていだよ。だけど、ぜんぜん事じ件けんが起おこらないから、こうしてゆっくり頭あたまを休やすめてるんじゃないか。」

「事じ件けんなら、いっぱい起おこってるじゃない。」

　美み衣いが読よみかけの新しん聞ぶんをバサバサふる。

「たしかに事じ件けんは起おこってるよ、バカな警けい察さつにまかせておけばいいような、芸げい術じゅつ性せいのかけらもない、低てい俗ぞくな犯はん罪ざいはね。」

　あいかわらず、むちゃくちゃいってる。

「ぼくが求もとめてる犯はん罪ざいはね、芸げい術じゅつとロマンの香かおりがする、知ち的てきな犯はん罪ざいなんだ。」

　一いっ般ぱん市し民みんが犯はん罪ざいを求もとめてもいいの？

「キャベツの芯しんのにおいのする、頭ず脳のうをなにも使つかってない犯はん罪ざいに、ぼくは興きょう味みないね。」

　ほとんど毎まい日にちそんな犯はん罪ざいばっかりあつかってるおまわりさんが、いまのせりふを聞きいたら、教きょう授じゅは確かく実じつに射しゃ殺さつされるわね。

「教きょう授じゅが犯はん罪ざいにロマンと芸げい術じゅつ性せいを求もとめてるのはわかったから、ねえ、いこう。」

　美み衣いが、また会かい話わをもとにもどす。

「ねえ、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう、いこう……。」

　教きょう授じゅをゆさぶりながら、光こう速そくに近ちかいスピードで「いこう、いこう。」を連れん発ぱつする美み衣い。

「うっ……ぷぷ、わかった。わかったから、美み衣いちゃん、ゆするのやめてくれないか。」

　あまりにゆすられすぎて、乗のりもの酔よいを起おこした教きょう授じゅがいう。

「で、いこうって、どこへいきたいの？」

「ここ！」

　真ま衣いが大おおきなポスターを教きょう授じゅの前まえにバッとひろげる。四よすみがちぎれてるところからみて、駅えきかデパートにはってあったのを、かってにはがしてきたみたいだ。（これは犯はん罪ざいよね、教きょう授じゅのいう〝キャベツの芯しんのにおいのする〟ような。）

　銀ぎんと青あおを基き調ちょうにした派は手でなポスターのまんなかに、赤あかで大おおきく、『オムラ・アミューズメント・パーク』と書かいてある。そして、ジェットコースターや観かん覧らん車しゃやサーカスの絵え。そのまわりにはメリーゴーラウンドやコーヒーカップや、たくさんの乗のりもの。

「なんだい、これ？」

　教きょう授じゅが首くびをひねる。

「となり町まちにできた巨きょ大だい遊ゆう園えん地ちよ！」

「ふーん。」

　オムラ・アミューズメント・パーク──三年ねんまえからとなり町まちの山やまおくにつくられはじめた、この地ち方ほうはじまって以い来らいの巨きょ大だい遊ゆう園えん地ちだ。

　トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターという長ながい名な前まえのジェットコースターや、直ちょっ径けい二百メートルの巨きょ大だい観かん覧らん車しゃ、サーカスやマジックショーがおこなわれるエアドーム、そのほか、乗のりものが百八種しゅ類るい、イベントコーナーが三十六種しゅ類るい、飲いん食しょく店てんと売ばい店てんをあわせて三百四十七店てん。とにかく、大おおきいの！

「ねえ、いこう！」

　美み衣いが教きょう授じゅにだきつく。でも教きょう授じゅは、さめたものだ。

「きみたち、ぼくの年としを知しってるのかい？　なんで、いい年としをした大人おとなが、わざわざ遊ゆう園えん地ちにいかなきゃいけないんだ。」

「わたし、教きょう授じゅの年としなんて知しらない。」

　真ま衣いが首くびを横よこにふる。そう、ここにいる三人にんとも、教きょう授じゅの年ねん齢れいを知しらない。そして、教きょう授じゅ自じ身しんも知しらない。わすれっぽい教きょう授じゅは、自じ分ぶんの誕たん生じょう日びをわすれてしまったのだ。

「まあ、それはそれとして……。」

　教きょう授じゅは、せきばらいで年ねん齢れいの件けんをごまかす。

「夏なつ休やすみなんだから、きっと、すごくこんでるよ。せっかくいっても、人ひとばかりで、なんにも楽たのしくなかったら、つまらないじゃないか。」

「それは、だいじょうぶ！」

　真ま衣いがＶブイサインをだす。

「なんてったって、このオムラ・アミューズメント・パークは、ものすごく大おおきいもの。わたしたちの町まちの人ひとが全ぜん員いんででかけても、じゅうぶん余よ裕ゆうがあるわ。」

「…………」

　教きょう授じゅはだまりこむ。

　ただ単たんにだまっているわけじゃない。そのあいだに必ひっ死しで、でかけなくてもいい理り由ゆうをさがしてるの。

「そうだ。きみたち、夏なつ休やすみの宿しゅく題だいは進すすんでるのかい？　毎まい日にち、ぼくのところへきて遊あそんでるみたいだけど。」

「宿しゅく題だいなら、日にっ記き以い外がい、みーんなおわってるよ。」

　美み衣いのことばに、わたしと真ま衣いはうなずく。あんなもの、夏なつ休やすみの最さい初しょの日ひに、ぜんぶおわってるね。

「オムラ・アミューズメント・パークにいったら、日にっ記きに書かくネタもできるよ。だから、ねえ、いこう。」

　また教きょう授じゅはだまりこむ。だんだん自じ分ぶんがにげられない罠わなの中なかに追おいこまれてるのを、感かんじてるんだろう。

「いま思おもいだしたけど、死しんだ親おや父じの遺ゆい言ごんで、ぼくは遊ゆう園えん地ちにいっちゃいけないんだよ。」

「あれ、教きょう授じゅのお父とうさんって、死しんでるの？」

「う……、いやその、なんていうか……。」

　自じ分ぶんの誕たん生じょう日びさえ、わすれてるくらいの人ひとだ。自じ分ぶんに親おやがいたことをおぼえているかどうか。

「あっ、それに、お金かねがないよ。遊ゆう園えん地ちにいったら、いろいろとお金かねがいるだろ。」

「じつは教きょう授じゅ……。」

　わたしは、ポケットから四枚まいの無む料りょうパスポートを見みせた。これがあれば、その日ひ一いち日にち、オムラ・アミューズメント・パークのすべての乗のりものや施し設せつがタダで利り用ようできる。

「……亜あ衣いちゃん、それ、どうしたの？」

　猟りょう銃じゅうを見みつめるウサギみたいな声こえで、教きょう授じゅがいった。もう自じ分ぶんはにげられない──声こえの調ちょう子しがそういってる。

「新しん聞ぶん屋やさんがくれたの。」

　ニコッと笑わらうわたしに、教きょう授じゅは背せをむける。

「やだ、いかない！」

「教きょう授じゅー！」

　わたしたちは、いっせいに抗こう議ぎした。

　そのとき、玄げん関かんで「こんにちは」という声こえがして、わたしたちのお母かあさんが部へ屋やにはいってきた。

　読どく者しゃのみなさんには、お初はつにお目めにかかるわけよね──わたしたち三さん姉し妹まいのお母かあさん、岩いわ崎さき羽う衣い。細ほそくてすこしさがった、やさしい目めをしたお母かあさん。三十五歳さいという年ねん齢れいを感かんじさせないくらい、若わかくてかわいい。（その娘むすめのわたしたちも、当とう然ぜん、かわいい。）

　性せい格かくは──なんていうのかな──どんなこまったことや、いやなことでも、「あらあらあら。」と、笑わらってうけいれてしまう、いまではあまり見みられなくなった、日にっ本ぽんの伝でん統とうをうけつぐお母かあさん。

　教きょう授じゅは、羽う衣い母かあさんに頭あたまがあがらない。なぜって、生せい活かつ力りょくのない教きょう授じゅは、しょっちゅう羽う衣い母かあさんに、ごはんをつくってもらっているからだ。

「あっ、どうも。」

　教きょう授じゅがソファーから立たちあがって、頭あたまをさげる。（教きょう授じゅが頭あたまをさげるのは、羽う衣い母かあさんに対たいしてくらいね。）

「夢ゆめ水みずさん、すみませんね、娘むすめたちが、わがままをいって。」

「はっ？」

　話はなしがよく見みえていない教きょう授じゅが、とぼけた声こえをだした。

　そんなことにはおかまいなく、羽う衣い母かあさんは、どんどん話はなしを進すすめていく。

「朝あさから、娘むすめたちは大おおよろこびなんですよ。『教きょう授じゅが遊ゆう園えん地ちにつれてってくれる！』って。」

　教きょう授じゅがキッと美み衣いをにらむ。すっとぼけて目めをそらす美み衣い。

　さすが、美み衣い。教きょう授じゅの家いえにくるまえに、すでに羽う衣い母かあさんに手てをまわしてたんだ。あまえんぼうの末すえっ子こらしいやり方かたね。

　これで教きょう授じゅに、にげ道みちはなくなった。

「ごめいわくをおかけしますが、よろしくおねがいします。」

「ハッハッハ、まかしといてください！」

　教きょう授じゅが胸むねをはる。もう、どうにでもなれっていう気き持もちね。
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「夕ゆう飯はんには、おいしいカレーをつくっておきますから。いっぱい遊あそんで、おなかをすかして帰かえってきてください。」

「…………」

　教きょう授じゅというウサギさん。わたしたち三人にんの猟りょう師しにつかまって、あわれ、オムラ・アミューズメント・パークにつれられていく。




　いま考かんがえてみると、このときから、わたしたちは事じ件けんにまきこまれたことになる。

　この日ひ、いつもどおり教きょう授じゅがコンビニと本ほん屋やにいっていれば、事じ件けんはちがった解かい決けつをみたことだろう。

　教きょう授じゅと知しりあってから四か月げつ。いろいろな事じ件けんにかかわってきたけど、この事じ件けんほど不ふ思し議ぎで謎なぞに満みちた事じ件けんは、なかったように思おもう。

　遊ゆう園えん地ちでつぎつぎに姿すがたを消けす子こども。ある子こは、舞ぶ台たいの上うえにロープでつるされた箱はこの中なかから、またある子こは、猛もうスピードで爆ばく走そうするジェットコースターから……。

　そして、事じ件けんのたびに残のこされる『伯はく爵しゃく』からのメッセージ。

　いちばん記き憶おくに残のこっているのは、空そらをよぎるまっ黒くろい気き球きゅうに乗のった、背せの高たかい『伯はく爵しゃく』。

　子こどもたちをつぎつぎと消けして、彼かれは楽たのしそうに笑わらった。

　いいえ、いま多おおくを語かたるのはやめよう。物もの語がたりを進すすめていけば、この事じ件けんのおそろしさと不ふ可か解かいさが、いやでもわかってもらえるだろうから。






２　銀ぎんの瞳ひとみをしたピエロ






　つかれた……。

　となり町まちのオムラ・アミューズメント・パークまで、約やく六キロの林りん道どうがつづく。その道みちを、わたしたちは歩あるいている。

　木き々ぎは空くう気きまでそめてしまいそうなくらい緑みどりが濃こくて、山やまのあいだから綿わた菓が子しみたいな入にゅう道どう雲ぐもが見みえる。でも、そんなすてきな景け色しきは、汗あせをだらだら流ながし、ほとんど脱だっ水すい症しょう状じょうを起おこしながら歩あるいているわたしたちの目めには、はいってこない。

「いやあ、いい気き持もちだ。」

　先せん頭とうをいく教きょう授じゅだけが、ひとり、元げん気き。

「たまにこうして知しらない道みちを歩あるいてみるってのも、いいもんだね。」

といって、鼻はな歌うたなんかうたってる。

「ねえ、教きょう授じゅ、どうしてわたしたち、歩あるいてるの？」

　いちばんつかれてる美み衣いが、教きょう授じゅにブーたれる。

「かんたんな問もん題だいじゃないか。オムラ・アミューズメント・パークが歩あるいてこないからだよ。」

　教きょう授じゅの鼻はな歌うたが、『三百六十五歩ほのマーチ』にかわる。（「幸しあわせは、歩あるいてこない。だぁから、歩あるいてゆくんだね。」って歌うたよ。）

「でも、山やまのふもとからは専せん用ようバスがでてるじゃないの、冷れい房ぼうつきのバスが。」

　美み衣いがそういってるそばを、土つちぼこりをあげてバスが通とおりすぎた。

　バスの中なかから子こどもたちが、歩あるいているわたしたちに楽たのしそうに手てをふってる。もちろん、わたしたちに手てをふりかえす元げん気きはない。（笑え顔がおをかえすゆとりすらないわよ！）

　教きょう授じゅは土つちぼこりにゴホゴホとせきこんだあと、くるっとわたしたちのほうにむきなおり、

「あれに乗のるには、バス代だいがいるじゃないか。」

といった。

　……ダメだ。

「さあ、元げん気きをだして！　うでをふって、足あしをあげて、休やすまないで歩あるけ！」

　教きょう授じゅといっしょにくるんじゃなかった。

〝後こう悔かい〟という文も字じが、入にゅう道どう雲ぐものようにムクムクとわきおこる。

　わたしたちは、ウサギに猟りょう銃じゅうをうばわれ、両りょう手てを高たかくあげながら連れん行こうされる猟りょう師しの気き分ぶんだった。




「あー、つかれた。」

　遊ゆう園えん地ちまでの山やま道みちと、ついてからさっそく乗のったジェットコースターの疲つかれで、わたしはビーチパラソルのついたテーブルにへたりこんだ。服ふくが汗あせでぐっしょりだ。

　今日きょうのわたしのファッションは、青あおい横よこ縞じまもようのハイネックのタンクトップに白しろいベスト。下したはスカート。

　真ま衣いは、ブルーのハイネックＴティーシャツにオーバーオール。髪かみをバンダナで結むすんでる。真ま衣いらしい、活かつ動どう的てきなファッションだ。

　美み衣いは、白しろいＴティーシャツの上うえに日ひ焼やけ防ぼう止しの麻あさのブルゾンと、青あおいショートパンツ。日ひ焼やけによる皮ひ膚ふガンを気きにしている美み衣いらしいかっこう。（それでも、ほかのふたりとおなじように美み衣いも日ひに焼やけてるんだから、お笑わらいね。）

　教きょう授じゅに出で会あうまで、わたしたち三人にんは、いつもおそろいのかっこうをしていた。そして、三みつ子ごであることをまわりにアピールしていた。おなじかっこうをして、見み分わけがつかないでしょって、まわりを笑わらっていた。でも、ほんとうは見み分わけてほしかった。わたしはわたしで、真ま衣いや美み衣いじゃないって、わかってほしかった……。

　それが、教きょう授じゅに三みつ子ごであることをあっというまに見みやぶられてからは、なんていうか、ものすごく気きがらくになった。

　少すくなくとも、家か族ぞく以い外がいにわたしたちをすぐに見み分わけられる人ひとがいる──わたしをわたしと見みてくれる人ひとがいる。これがどんなにうれしいことか、あなたにわかる？

「ほんとにそっくりね。」

　まわりの大人おとなにこういわれるたびに、わたしは、ほほえみながらも、心こころの底そこで悲かなしんでいた。わたしたちは三人にんでひとり。それはそれでいい。でも、わたしの名な前まえは岩いわ崎さき亜あ衣い。真ま衣いでも美み衣いでもない。わたしは、わたしなんだ！

　おなじことは、真ま衣いも美み衣いも感かんじていた。この点てん、さすが、わたしたちは三みつ子ごね。

　だからわたしたちは、教きょう授じゅのそばにいると安あん心しんする。教きょう授じゅは、わたしたちをすぐに見み分わけてくれるから、教きょう授じゅの前まえでわたしは、三みつ子ごのなかのひとりでなく、岩いわ崎さき亜あ衣いでいられる。




「なに、ボーッとしてるんだい？」

　ひとりでジェットコースターを楽たのしんできた教きょう授じゅが、わたしたちのテーブルにもどってきた。そして、

「さあ、もうじゅうぶん休きゅう憩けいできただろ。もう一回かい、トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターに乗のろう！」

と、真ま衣いの手てをひく。

　トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターは、オムラ・アミューズメント・パークの売うりものの一ひとつ。全ぜん長ちょう六キロのコースを一分ぷんでかけぬける恐きょう怖ふのジェットコースターだ。十両りょうの車しゃ両りょうが電でん光こう管かんの中なかを疾しっ走そうするネオンサインのように見みえ、走はしっている姿すがたはとても美うつくしい。車しゃ両りょうはつながっているように見みえるけど、じつは連れん結けつされてなくて、それぞれがコンピュータで独どく立りつ制せい御ぎょされている。
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　コースは、最さい初しょに地ち上じょう百メートルの高たかさまで上じょう昇しょうし、そこからいっきに自由落下フリーフォール。大だい小しょうのコーナーをかけぬけて、たてに二回かいループし、そのあとトンネルをぬけて、また百メートルの高たかさから、こんどは真ま横よこに三回かい転てんする。この最さい後ごの三回かい転てんで、乗じょう客きゃくの半はん分ぶんは気きをうしなう。

　最さい高こう速そく度どは時じ速そく四百キロをこえるこのジェットコースター。〝一いち度ど乗のれば地じ獄ごくが見みえる〟がキャッチコピーで、二回かいつづけて乗のれた人ひとはいないそうだ。よくこんな危き険けんな乗のりもの、設せっ計けいしたよね。

　ところが、うちの教きょう授じゅときたら……。

「さあ、はやくいこう！」

　はりきっていう。

「教きょう授じゅひとりでいってきてよ。」

　わたしたちのなかでいちばん運うん動どう好ずきの真ま衣いでさえ、ギブアップした。

「どうして？　あんなに楽たのしいのに。」

「教きょう授じゅとちがって、わたしたちはデリケートにできてるの。あんな化ばけものみたいなジェットコースターには、二に度どと乗のりたくないの。」

　真ま衣いがキッパリいう。

「楽たのしいのにな……。」

　わたしたちをさそうのをあきらめた教きょう授じゅは、ブツブツいいながら、それでも楽たのしそうにスキップして、トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターの乗のり場ばにむかった。

　テーブルには、わたしたち三人にんが残のこされた。

「いったい教きょう授じゅの神しん経けいって、どうなってるの？　あんな悪あく魔まのジェットコースターに何なん回かいも乗のれるなんて。」

　わたしがあきれると、美み衣いがテーブルにつっぷしたままいう。

「教きょう授じゅって、ねこに似にてるでしょ。だから、三さん半はん規き管かんが異い常じょうに発はっ達たつしてるのよ。」

　なるほど。わたしと真ま衣いは、美み衣いの説せつにうなずく。

　たしかに教きょう授じゅはねこに似にてる。ソファーに寝ねころんでなにもしないところも、気きまぐれで、だれにも束そく縛ばくされずに自じ由ゆうに生いきてるところも。（あっ、羽う衣い母かあさんにだけは頭あたまがあがらないか。）

「でも、せっかくきたんだから、わたしたちも楽たのしみましょうよ。いつまでもここで休やすんでても、しかたないわ。」

　わたしがそういったとき、

「ビアンヴニュ、ジュンヌ・フィーユ！」

という外がい国こく語ごが、頭あたまの上うえから聞きこえた。

　見みあげると、おしろいをぬった赤あかい鼻はなのピエロが、わたしたちにほほえんでいる。目めのふちどりの中なかにえがかれたなみだが、みょうに印いん象しょう的てきだ。

　山やま高たか帽ぼうをかぶった背せの高たかいピエロ。瞳ひとみの色いろが銀ぎん色いろをしている。

「ビアンヴニュ、ジュンヌ・フィーユ。」

　ピエロは、もう一いち度どわたしたちにいうと、ビラをくれた。

　それには日に本ほん語ごで、『大だいマジックショー』と書かいてある。演えんじるのは『伯はく爵しゃく』って人ひと。

「ぜひ、いらしてください。日にっ本ぽんのかわいいおじょうさん。いままで見みたこともないアンクロワイヤーブルなトゥール・ド・マジを、お目めにかけますよ。」

　ピエロが、たどたどしい日に本ほん語ごでそういって、ニヤッと笑わらった。銀ぎん色いろの目めがきゅっと細ほそくなり、赤あかくぬられたくちびるが耳みみまで裂さける。

　わたしたちの背せすじを、冷つめたい氷こおりのようなものがかけぬけた。

　ピエロは、そのあと優ゆう雅がに一いち礼れいすると、ちがう客きゃくにビラをくばりにいった。

「なんなの、いまのピエロ……。」

「わけのわからないことばをしゃべってたけど、何なに語ごなの？」

　わたしと真ま衣いの疑ぎ問もんに、美み衣いが答こたえてくれる。

「『ビアンヴニュ、ジュンヌ・フィーユ。』ってのは、『ようこそ、おじょうさん。』って意い味み。『アンクロワイヤーブル』は『信しんじられない』、『トゥール・ド・マジ』は『手て品じな』って意い味み。ぜんぶフランス語ごよ。」

　そういえば、美み衣いは日に本ほん語ごの新しん聞ぶん以い外がいにも、英えい語ごとドイツ語ごとフランス語ごの新しん聞ぶんも、毎まい日にち読よんでるんだった。（それなのに、英えい語ごの試し験けんの点てんがわたしたちとおなじなんて、どういうわけ？）

　そのとき、すごく満まん足ぞくした顔かおの教きょう授じゅが帰かえってきた。

「いやあ、楽たのしかった！　ジェットコースターの係かかり員いんと、すっかりお友ともだちになっちゃったよ。あれに四回かい以い上じょう乗のったのは、ぼくだけだって。きみたちも、いっしょにきたらよかったのに。」

「教きょう授じゅ、『ビアンヴニュ』って、どういう意い味みかわかる？」

　教きょう授じゅの得とく意いげなせりふを無む視しして、わたしはきいた。

「うん？　焼やき肉にくのビビンバがどうしたって？」

「…………」

　そして教きょう授じゅは、わたしの持もってるビラに目めをとめた。

「なに？　『驚きょう異いのマジック！　宙ちゅうづりの箱はこの中なかから人にん間げんが消きえる！』──ふーん、消しょう失しつマジックか。」

「ねえ、いこう、教きょう授じゅ。」

　美み衣いが教きょう授じゅのうでにしがみつく。

「ぼくは手て品じなより、トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターのほうがいいな。それに、こんな遊ゆう園えん地ちでやるマジックショーなんて、どうせチャチなマジックだからね。ぼくみたいにニューヨークの世せ界かい手て品じな会かい議ぎにでた人にん間げんには、退たい屈くつなものさ。」

「教きょう授じゅ、手て品じなにくわしいの？」

　わたしはおどろいた。手て品じなというと、洗せん練れんされた高こう度どな技ぎ術じゅつというイメージがあって、いつもソファーでゴロゴロしている教きょう授じゅとは、ぜんぜん、かさならない。

「あまり失しつ礼れいな質しつ問もんをしないように。昔むかしは〝フーディニの再さい来らい〟とまでいわれたんだぞ。」

「フーディニって、だれ？」

　真ま衣いのつぶやきに、教きょう授じゅは悲かなしそうに首くびをふる。

「いまの子こどもは、ハリー[image: ]フーディニを知しらないのか。アメリカで活かつ躍やくした天てん才さい奇き術じゅつ師しだよ。」

「その人ひとの再さい来らいっていわれたの？」

「うん。」

　うなずく教きょう授じゅ。

「ふーん。」

　わたしたちは、ぜんぜん信しん用ようしていなかった。その態たい度どを見みて、教きょう授じゅはいった。

「消しょう失しつマジックみたいな大おおがかりな手て品じなはできないけど、かんたんなクロースアップ・マジックなら、すぐに見みせてあげられるよ。」

「クロースアップ・マジックって？」

「タバコやコインを使つかった、観かん客きゃくの目めの前まえで演えんじるマジックのことさ。五百円えん玉だま、持もってる？」

　教きょう授じゅが、わたしたち三人にんに手てをだす。

「百円えん玉だまじゃダメなの？」

「ダメ！　五百円えん！」

　このときだけ、教きょう授じゅはものすごく強つよい口く調ちょうになった。

　わたしたち三人にんは、なんとなく警けい戒かいしながら、それでも五百円えん玉だまを教きょう授じゅにわたした。

「じゃあ、よく見みててよ。いま、ぼくの右みぎ手てには、きみたちからもらった五百円えん玉だまが三枚まいある。」

「あげてないわ！」

　美み衣いのはげしい抗こう議ぎ。

「失しっ敬けい、訂てい正せいしよう。きみたちからあずかった五百円えん玉だまが三枚まいある。いいかい？」

　うなずくわたしたち。たしかに、教きょう授じゅのてのひらには三枚まいの五百円えん玉だま。

「これをこうして──。」

　教きょう授じゅの長ながい指ゆびが五百円えん玉だまをつつむ。そのあいだ、左ひだり手てはなにもしていない。ずっとポケットにいれたままだ。

「さて、いまぼくの右みぎ手てには、何なん枚まいの五百円えん玉だまがあるでしょう？」

「何なん枚まいって……なにもしてないから、三枚まいのままでしょ。」

　わたしはいった。

「残ざん念ねんでした。」

　教きょう授じゅのひらいた右みぎ手てには、四枚まいの五百円えん玉だまがあった。

「えー、なんで？」

「すっごい！」

「こんなことができるのに、なんで教きょう授じゅは、いつもお金かねにこまってるの？」

　わたしたちの感かん嘆たんの声こえにすこしほほえんで、また教きょう授じゅは右みぎ手てをにぎった。

「さて、こんど手てをひらくと──。」

　こんどは三枚まいにもどっている。つぎにひらいたときは二枚まい。そして最さい後ごに一枚まい。

「で、この五百円えん玉だまを宙ちゅうに投なげて──。」

　教きょう授じゅが親おや指ゆびで、コインをピーンとはじく。

　お日ひさまの光ひかりを浴あびてキラキラかがやく五百円えん玉だま。

　そして教きょう授じゅは、落おちてきたコインを右みぎ手てでキャッチした。

「手てをひらくと──。」

　ひらかれた右みぎ手てには、なにもなかった。

「すごい……。」

「このていどなら、アマチュアのマジシャンでもできるよ。さあ、つまらないマジックショーなんかほっといて、トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターに乗のろう！」

「ごまかさないで！」

　わたしは背せ中なかをむけた教きょう授じゅの上うわ着ぎをグワシとつかむ。

「さっきあずけた五百円えんをかえして！」

「いや、あれは……もう消きえちゃったから……。」

　真ま衣いがすばやく教きょう授じゅのポケットをさぐる。

「ほら、あった！」

　三枚まいの五百円えん玉だまをとりかえす真ま衣い。

「ちがう、それはぼくの五百円えんだ。きみたちのだっていう証しょう拠こでもあるのかい？」

　教きょう授じゅの居い直なおりに、わたしは胸むねをはって答こたえた。

「あるのよ。」

「へ？」

　わたしたちは教きょう授じゅの目めの前まえに、それぞれ自じ分ぶんの五百円えん玉だまをだした。

「よっく見みてね。」

　わたしの五百円えん玉だまには『Ｉアイ』、真ま衣いのには『Ｍマｙイ』、美み衣いのには『Ｍミｅイ』と、小ちいさくサインしてあった。

「い、いつのまに……。」

「わたしたちが教きょう授じゅに、なんの対たい策さくもたてずにお金かねをわたすと思おもう？　ちゃんとマークしてから、わたしたのよ。」

「ずるい！」

　教きょう授じゅがさけんだけど、わたしたちは聞きく耳みみなど持もたない。

「中ちゅう学がく生せいからお金かねをだましとろうとする人ひとに、ずるいといわれるおぼえはないわ。」

「…………」

「どうやら、わたしたちの完かん勝しょうみたいね。では、マジックショーにいきましょうか。」

　わたしたち三人にんにひきずられるようにして、教きょう授じゅはマジックショーの会かい場じょうに運はこばれた。






３　ショパンの曲きょくとひとりめの消しょう失しつ






　オムラ・アミューズメント・パークのエアドーム。ここは、コンサートやマジックショー、サーカスなど以い外がいに、野や球きゅうやサッカーもできる多た目もく的てき型がたドームだ。

　ほぼ満まん員いんのお客きゃくさんがはいっていたけど、わたしたちはラッキーにも、前まえのほうに、あいている席せきを見みつけた。

　ステージの緞どん帳ちょうはあげてあって、暗くらめの照しょう明めいとスモークが、雰ふん囲い気きをもりあげている。

「わくわくするね。」

「テレビでしか、こういう手て品じなって、見みる機き会かいないもん。」

「きみたちは、マジックが高こう度どな技ぎ術じゅつにささえられたすばらしい芸げい術じゅつだということが、わかっていない。」

「学がっ校こうで男おとこの子こがトランプでよくやってるけど、子こどもだましだよね。」

「そのすばらしい芸げい術じゅつに対たいして、たった千五百円えんすらはらおうとしないとは……なげかわしい。」

「よっく見みようね。わたしたち三人にんでじっくり見みたら、どこにトリックがあるか、すぐにわかるよ。」

「日に本ほん人じんは、ものには気き前まえよくお金かねをはらうが、目めに見みえない技ぎ術じゅつやアイディアには、お金かねをだそうとしない。貧まずしい民みん族ぞくだ。」

　まったく……。どれが教きょう授じゅのせりふか、わかるよね。さっきからずっと、こうやってブツブツ文もん句くをいってるの。

「教きょう授じゅ、いいかげん、しずかにしてよ。──ほら、はじまるよ。」

　なんのアナウンスもなく、とつぜん、ハードロックがすごい音おん量りょうでひびきはじめた。

　舞ぶ台たいに登とう場じょうするタキシードを着きた若わかい男おとこ。

「あの人ひとが、ビラに書かいてあった伯はく爵しゃく？」

　わたしは教きょう授じゅの耳みみに口くちをよせてきいた。こうしないと、音おん楽がくで聞きこえないの。

「ちがうだろ。最さい初しょは前ぜん座ざ。伯はく爵しゃくの消しょう失しつマジックはメインの出だし物ものだからね。たぶん、いちばん最さい後ごだろ。」

「ふーん。」

　それでも前ぜん座ざの人ひとは上じょう手ずだった。からだのあちこちからハトをだしたり、旗はたをだしたり、ステッキを花はな束たばにかえたり……。

「すごいじゃない。」

　わたしがほめても、

「ものをだすのはかんたんなの。ぜんぶ、楽がく屋やでタネを仕し込こめるからね。」

と、教きょう授じゅは拍はく手しゅさえしない。

　音おん楽がくがかわって、つぎにでてきたのは、やぶれた帽ぼう子しとよごれたジャンパーを着きた、太ふとったおじさん。

「あの人ひとが伯はく爵しゃく？」

「どう見みても、伯はく爵しゃくってイメージじゃないだろ。」

　太ふとったおじさんの手て品じなは、おもしろかった。手てに持もった赤あかワインを飲のもうとコップにつぐんだけど、コップにはいった赤あかワインは、透とう明めいな水みずにかわってしまう。だから、何なん度どやってもおじさんは、ワインを飲のむことはできない。

「化か学がく変へん化かを応おう用ようした、かんたんなトリックだね。ちょっと練れん習しゅうすれば、小しょう学がく生せいにだってできる。」

　教きょう授じゅの批ひ評ひょうは容よう赦しゃない。

　このあとでてくるマジシャンすべてにケチをつけて、教きょう授じゅはふてくされていた。わたしたちから千五百円えんをまきあげられなかったのが、よっぽどくやしかったんだろう。教きょう授じゅが真しん剣けんに舞ぶ台たいを見みたのは、たった一回かい。レオタード姿すがたの美び人じんマジシャンがでたときだけだった。

　そして、音おん楽がくがショパンのピアノ曲きょくにかわった。どうやら、いよいよ伯はく爵しゃくの出で番ばんらしい。

「よいしょ。」

　いままでデレーッといすにすわっていた教きょう授じゅが、姿し勢せいを正ただす。

「あれ、教きょう授じゅ、伯はく爵しゃくのマジックは真しん剣けんに見みるの？」

　美み衣いがきくと、教きょう授じゅはいった。

「まあね。舞ぶ台たいの上うえで人ひとを消けすのは、秘ひ密みつのぬけ穴あなを使つかったり、いろんなトリックがあるんだ。でも、宙ちゅうにつられた箱はこでは、ぬけ穴あなは使つかえない。どんなトリックを使つかうか、ちょっと興きょう味みがあるからね。」

　口くちではかるく答こたえてるけど、いつもにくらべて、教きょう授じゅの顔かおは真しん剣けんだ。

「どんなトリックが考かんがえられるの？」

「たぶん、〝ないものを消けす〟トリックだろうね。」

「ないものを消けす？」

　どういうこと？

「トリックとしては、かんたんなんだけどね。」

　教きょう授じゅが、真ま衣いの髪かみを結むすんでいるバンダナをほどく。

「このバンダナの中なかにコインをいれる──。」

　こんどは、わたしたちから五百円えん玉だまを借かりないで、教きょう授じゅは十円えん玉だまを自じ分ぶんでだした。そして、バンダナを何なん重じゅうにもたたむ。

「真ま衣いちゃん、あけてごらん。」

　真ま衣いがバンダナを解とくと、そこにはなにもなかった。

　教きょう授じゅが右みぎ手ての中なかにある十円えん玉だまを見みせる。

「いいかい。ぼくは最さい初しょから、バンダナの中なかになにもいれなかったんだ。いれるふりをしただけでね。バンダナの中なかには、最さい初しょからなにもない。ないものを消けすのは、かんたんさ。」

　なるほど……。

「じゃあ、教きょう授じゅ、伯はく爵しゃくもこのトリックを使つかうの？」

　わたしがきくと、教きょう授じゅは首くびをひねった。

「たぶん、使つかうとは思おもうんだけどね。でも、なにかイヤな予よ感かんがするんだ……。」

　そのイヤな予よ感かんは、わたしたちにも伝でん染せんした。

　どんなトリックを使つかったら、宙ちゅうにつられた箱はこの中なかから人ひとを消けすことができるのか？

　もしそんなことができる人ひとがいたら、それは人にん間げんの業わざじゃない。人にん間げん以い外がいのものと禁きん断だんの契けい約やくをかわした人ひとだけができる、悪あく魔まの業わざだ。

　きゅうに空くう気きがひんやりしてきた。クーラーのせいじゃなくて、ドライアイスのせいだ。むきだしのうでに、空くう気きが針はりのように冷つめたい。

　スモークがいちだんと濃こくなって、舞ぶ台たいの照しょう明めいが暗くらい赤あかにかわる。ドーム全ぜん体たいが夜よるの暗くらさになった。

　音おん楽がくはさっきから、ショパンのピアノ曲きょく。

　わたしは、ショパンをこんな不ふ安あんな気き分ぶんできくのは、はじめてだった。

「はじまるよ。」

　教きょう授じゅのことばで、わたしは舞ぶ台たいを見みた。

　しずかな拍はく手しゅにむかえられて舞ぶ台たいに立たったのは、銀ぎん色いろの目めをした背せの高たかい男おとこ──伯はく爵しゃく。

　黒くろいタキシードにシルクハット。顔かおの上うえ半はん分ぶんをかくす赤あかいマスクから、銀ぎん色いろの目めが光ひかる。

　伯はく爵しゃくは教きょう授じゅとおなじくらい背せが高たかい。でも、体たい重じゅうは倍ばいくらいちがうだろう。教きょう授じゅはガリガリだし、伯はく爵しゃくはがっしりした体たい格かくだから。

　年ねん齢れいがわからないのも、教きょう授じゅとおなじ。マスクをしているとはいえ、予よ想そうもつかない。身みのこなしは若わか々わかしいんだけど、おちついた雰ふん囲い気きは五十代だいの人ひとにも思おもえる。

　舞ぶ台たいに立たった伯はく爵しゃくは、笑え顔がおをふりまいたりせず、客きゃく席せきに一いち礼れいすると、両りょう手てをひろげた。

　空くう中ちゅうにある見みえないピアノでショパンを弾ひくように指ゆびが動うごくと、その指ゆびのあいだから銀ぎん色いろの紙かみ吹雪ふぶきが舞まった。

　けっして大おおきな動どう作さじゃないんだけど、わたしたちの目めは伯はく爵しゃくの指ゆびにくぎづけになる。

　伯はく爵しゃくの手てが宙ちゅうをなでると、紙かみ吹雪ふぶきはピタリと動うごきをとめて空くう中ちゅうに静せい止しし、パチンと指ゆびを鳴ならすと、いっせいに舞まいあがって消きえた。

　すごい……。

　伯はく爵しゃくが舞ぶ台たいにでてから一分ぷんもたっていない。それなのに、観かん客きゃくはひとことも声こえをださずに、じっと伯はく爵しゃくの手ての動うごきを見みている。まるで催さい眠みん術じゅつにかかったみたいに……。

「うまいね……。」

　教きょう授じゅがつぶやく。わたしは、教きょう授じゅが自じ分ぶん以い外がいのだれかをほめるのを、はじめて聞きいた。

「うまいけど、あの男おとこはプロのマジシャンじゃないね。」

「どういうこと？」

「プロのマジシャンは、いつだってお客きゃくに笑え顔がおをむけて、楽たのしませようとする。だけど伯はく爵しゃくは、お客きゃくがどんな反はん応のうをしようが、無む表ひょう情じょうだ。自じ分ぶんかってにマジックを進すすめている。もっとも、プロのマジシャン以い上じょうのテクニックは持もってるけどね。」

　いわれてみれば、伯はく爵しゃくのマジックは、やってる本ほん人にんがぜんぜん楽たのしそうじゃない。しかたなくやってるような、そんな気きがする。

　だったら、いったい伯はく爵しゃくは、なんの目もく的てきがあって舞ぶ台たいに立たってるの？

　伯はく爵しゃくの合あい図ずで、舞ぶ台たいがカーテンで三みっつに仕し切きられ、中ちゅう央おうのカーテンでコの字じにかこまれたところに、大おおきな木きの箱はこが運はこばれた。

「いよいよだな。」

　教きょう授じゅが身みをのりだす。

　伯はく爵しゃくは舞ぶ台たいの中ちゅう央おうで箱はこをぐるりとまわし、タネのないところを見みせた。

　するとつぎに、舞ぶ台たいの上うえのほうから三本ぼんのロープが同どう時じにおりてきた。

　伯はく爵しゃくはそのロープを、箱はこの上じょう部ぶの三か所しょに固こ定ていする。

　伯はく爵しゃくが指ゆびを鳴ならすと、箱はこは三本ぼんのロープで宙ちゅうづりになった。

　二メートルくらいの高たかさにつられた箱はこ。ささえているのは三本ぼんのロープ。
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　箱はこの正しょう面めんはあけはなされ、中なかが見みわたせる。ぬけ穴あなはどこにも見みあたらない。

「教きょう授じゅ、こんな箱はこの中なかから、ほんとに人ひとを消けせるの？」

　教きょう授じゅは答こたえない。

　伯はく爵しゃくが、胸むねにさしていた赤あかいバラを客きゃく席せきに投なげる。

　バラは、わたしたちの席せきの近ちかく──髪かみの長ながい女おんなの子このひざの上うえに落おちた。

　小しょう学がっ校こう四年ねん生せいくらいかな。スタンドカラーのワンピースを着きた、目めの大おおきい、エレガントな雰ふん囲い気きの女おんなの子こ。長ながい指ゆびが印いん象しょう的てきだ。

「あれ？」

　わたしのとなりで、美み衣いが首くびをひねる。

「わたし、あの子こ、どっかで見みたことある……。」

　女おんなの子こは、夢む遊ゆう病びょう者しゃのような足あしどりで舞ぶ台たいにむかうと、伯はく爵しゃくに手てをのばした。

　伯はく爵しゃくは女おんなの子この手てをとり、舞ぶ台たいに招まねく。そして、宙ちゅうにつられた箱はこの中なかにやさしくだきあげる。

　女おんなの子この表ひょう情じょうに恐きょう怖ふはない。

　伯はく爵しゃくは箱はこの正しょう面めんをとじると、右みぎ手てをスッとのばした。

「１アン！」

　伯はく爵しゃくの人ひとさし指ゆびがのびる。

「２ドゥ！」

　中なか指ゆびがのびる。

「３トロワ！」

　薬くすり指ゆびがのびた瞬しゅん間かん、伯はく爵しゃくは箱はこをパッとあけた。

　そこに少しょう女じょはいなかった。

　観かん客きゃくは、だれも声こえをださず、だまって、からっぽの箱はこを見みつめている。

　この不ふ安あん感かん。ただのマジックなのに、どうしてこんなに胸むねさわぎがするの？

　ほら、こんど伯はく爵しゃくが箱はこの正しょう面めんをとじてひらいたら、そこにはきっと、女おんなの子こがほほえんでいるはず。

　むりにそう思おもいこんで安あん心しんしようとしたわたしの気き持もちは、伯はく爵しゃくのクックック……という笑わらい声ごえにふきとばされた。

　それは、わたしたちがはじめて聞きく伯はく爵しゃくの笑わらい声ごえだった。まるで、ゼンマイが切きれてこわれる寸すん前ぜんのおもちゃのような、感かん情じょうをゆさぶる笑わらい声ごえ。

　やがて、伯はく爵しゃくの楽たのしそうな笑わらい声ごえは、哄こう笑しょうとなってドームにひびきわたった。

　しずまりかえった客きゃく席せき。舞ぶ台たいには、笑わらいつづける伯はく爵しゃく。

　笑わらいがおさまると、伯はく爵しゃくは自じ分ぶんから箱はこの中なかにはいり、とびらをしめた。

「１アン、２ドゥ、３トロワ！」

　伯はく爵しゃくの声こえがすると、箱はこがとつぜん、ボウッと炎ほのおをふきあげた。

　観かん客きゃく席せきから悲ひ鳴めいがもれる。

　箱はこはロープからはなれ、舞ぶ台たいにたたきつけられる。バラバラにこわれ、それでも炎ほのおをあげて燃もえつづける箱はこ。ロープはするすると、舞ぶ台たいの上うえのほうに消きえる。

　でも、伯はく爵しゃくの姿すがたはどこにもない。

「ハッハッハ！」

　だれもいなくなった舞ぶ台たいに、伯はく爵しゃくの笑わらい声ごえがひびく。




　伯はく爵しゃくがいなくなり、観かん客きゃくの精せい神しんは解かい放ほうされた。

　最さい初しょはザワザワとしたつぶやきが、うちよせる波なみのように、だんだん大おおきくなっていく。

「おい、伯はく爵しゃくはどこへいったんだ？」

「それより、さっきの女おんなの子こは？」

「いったいどうなってるのよ！」

「誘ゆう拐かいじゃないのか？」

「警けい察さつをよべ！」

　そして、パニックを起おこしかけている観かん客きゃくとは対たい照しょう的てきに、教きょう授じゅは立たちあがり、舞ぶ台たいにむかってさけんだ。

「プロディジュー！　プロディジュー！」

　わたしは、とうとう教きょう授じゅが狂くるったのかと思おもった。

「いいものを見みせてもらったよ、伯はく爵しゃく。これでとうぶん、退たい屈くつしなくてすみそうだ。」

　とってもうれしそうな教きょう授じゅ。

　わたしは、美み衣いに小こ声ごえできいた。

「ねえ、『プロディジュー』って、どういう意い味み？」

「フランス語ごで、『すばらしい』って意い味み。」

　やれやれ、少しょう女じょがひとり誘ゆう拐かいされたかもしれないっていうのに、この教きょう授じゅときたら、「プロディジュー」とはね。まったくこまった人ひと。

　そのとき、ドームの外そとから大おおきなざわめきが聞きこえてきた。

　外そと？

　まっさきに行こう動どうを起おこしたのは、教きょう授じゅと真ま衣いだった。あっけにとられているお客きゃくさんをつきとばして、ドームの外そとにとびだす。

「なに？」

　状じょう況きょうがのみこめない美み衣いの手てをひっぱって、わたしも教きょう授じゅたちのあとを追おいかける。




　ドームの外そとでは、たくさんの人ひとが空そらをゆびさし、なにかさわいでいる。

「なんなの？」

　真ま衣いのシャツをひっぱってきくと、真ま衣いはわたしの頭あたまをつかんで、グイと空そらにむけた。首くびの関かん節せつがゴキュと鳴なる。

　モコモコの入にゅう道どう雲ぐもを背はい景けいに、まっ黒くろな気き球きゅうがうかんでいた。

　もうかなり遠とおいけど、視し力りょく二・〇のわたしの目めは、その気き球きゅうに乗のっているタキシードの男おとこをとらえた。
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　伯はく爵しゃく！

　伯はく爵しゃくが、いつのまにかドームをぬけだし、気き球きゅうに乗のっている。

　でもこのとき、すこしわたしはホッとした。消きえた女おんなの子こも伯はく爵しゃくも、どこかちがう世せ界かいにいってしまったわけじゃなかったんだ。現げんに伯はく爵しゃくは、ああして、わたしたちに見みえるところにいる。

「真ま衣いちゃん！」

　教きょう授じゅがさけぶ。

　真ま衣いは返へん事じもしないで、気き球きゅうの飛とんでいくほうへ走はしりだした。

　真ま衣いの足あしは学がっ校こう一だ。百メートルを十二秒びょう台だいで走はしる。でもわたしは、わすれていた。真ま衣いは短距離走者スプリンター。長ちょう距きょ離り走そう者しゃじゃない。マラソンなら、まだわたしのほうが持じ久きゅう力りょくがある。

　数すう分ふん後ご、気き球きゅうを見みうしなった真ま衣いが、ふらふらになって帰かえってきた。

　伯はく爵しゃくを乗のせた気き球きゅうは、オムラ・アミューズメント・パークをとりまく山やまのむこうに、姿すがたを消けしてしまった。




　それからは、てんやわんやだった。

　けっきょく、夕ゆう方がたになっても少しょう女じょと伯はく爵しゃくはあらわれず、マジックショーの責せき任にん者しゃは警けい察さつに連れん絡らくした。

　さっそく警けい察さつは、ドームにいた全ぜん員いんから事じ件けんのようすをきこうとしたけど、これは不ふ可か能のうだった。気き球きゅうのさわぎで、たくさんのお客きゃくさんがいっぺんにドームの外そとにでて、そのあとは、ワイワイさわいでいるうちに、ほとんどの人ひとが、かってに帰かえってしまったからだ。

　みんな、本ほん能のう的てきに〝事ヤッカ件イゴト〟のニオイをかぎつけたんだろう。だれだって、ヤッカイゴトにまきこまれるのはゴメンだ。

　わたしも真ま衣いも美み衣いも、その気き持もちはおなじ。なんてったって、わたしたちはふつうの一いっ般ぱん市し民みんだもん。

　でも、教きょう授じゅはちがった……。






４　だだっ子こと一枚まいの名めい刺し






「きみきみ、はやく立たち去さりなさい。捜そう査さのじゃまだから。」

　観かん客きゃくから事じ情じょうをきくこともできなかった警けい察さつは、残のこった少しょう数すうの観かん客きゃくを全ぜん員いんドームからしめだして、少しょう女じょや伯はく爵しゃくがどうやって消きえたかをしらべようとした。

　でも、残のこったお客きゃくさんが帰かえっていくなかで、やっぱり教きょう授じゅは帰かえろうとしなかった。

「さあ、はやくでて。」

　かなり年ねん輩ぱいの太ふとった刑けい事じさん（年ねん齢れいや貫かん禄ろくから判はん断だんして、警けい部ぶさんクラスかな）が、教きょう授じゅをドームからおしだそうとする。

　教きょう授じゅの身しん長ちょうは百八十センチをこえている。それに対たいして、刑けい事じさんは百六十五センチくらい。だから、教きょう授じゅはしぜんと、刑けい事じさんを見みおろすような姿し勢せいになる。

　教きょう授じゅの口くちが、なにかいおうとパカッとひらく。

　ヤバイ！

　わたしたちは、とびついて教きょう授じゅの口くちを手てでおさえ、そのままドームの外そとにひきずりだした。




「ちょっときみたち、なんなんだい、このまねは？」

　レストコーナーにひっぱりだされた教きょう授じゅが、さっそく文もん句くをいう。

　教きょう授じゅの前まえにはバナナシェーク。教きょう授じゅをなだめるために、三人にんで買かったの。

「だって、あそこで教きょう授じゅの口くちをおさえなかったら、刑けい事じさんとケンカになってたでしょ。」

「どうして？」

　自じ覚かくしてないのがこわい……。

「教きょう授じゅ、こういうつもりだったんでしょ。『少しょう女じょと伯はく爵しゃくが消きえた謎なぞは、きみたちバカな警けい官かんが何なん百人にん集あつまっても、ぜったいに解とけっこない。ここは、名めい探たん偵ていのぼくにまかせなさい。』って。」

「すごい、亜あ衣いちゃん。よくわかったね。まるで名めい探たん偵ていだ。」

　教きょう授じゅと四か月げつもつきあってたら、これぐらいわかるわよ。

「でも、じっさい、ぼくのいおうとしたとおりだと思おもうよ。ぜったいに警けい察さつには、あの謎なぞは解とけっこない。あの謎なぞが解とけるのは、名めい探たん偵ていのぼくだけだ。」

　胸むねをはって、バナナシェークのストローをくわえる教きょう授じゅ。どこから、この底そこ知しれない自じ信しんがわいてくるんだろう？

「だけど、教きょう授じゅは警けい察さつの人にん間げんじゃないのよ。それに、プロの探たん偵ていでもない。かってに事じ件けんをしらべるわけにはいかないの！」

「いや、ぼくはこの事じ件けんを解かい決けつする！」

　教きょう授じゅはそういって、テーブルをかかえる。まるで、お菓か子し屋やさんの前まえで動うごかなくなった幼よう稚ち園えん児じだ。やれやれ……。

「教きょう授じゅ、ダダこねないでよ。それより、家いえに帰かえろう。事じ件けんの経けい過かはテレビでも放ほう送そうするから。」

　わたしたち三人にんは、必ひっ死しで教きょう授じゅを説せっ得とくする。でも教きょう授じゅは、うで組ぐみしたまま、なにかを考かんがえている。

「あっ、そうだ！」

　教きょう授じゅが、胸むねポケットをゴソゴソさせた。（書かきわすれてたけど、教きょう授じゅの今日きょうのファッションは、いつもどおりの黒くろい背せ広びろに黒くろいサングラス。まったくかわりばえしない。こんなまっ黒くろけのかっこうで、暑あつくないのかな。）

「これだ、これ！」

　教きょう授じゅはうれしそうに、ポケットからだした名めい刺しを見みる。そして、わたしたちを無む視しして、どこかへ電でん話わをかけにいく。

「どうしたのかな？」

　わたしたちの心しん配ぱいをよそに、教きょう授じゅはしばらくして、スキップしながら帰かえってきた。

「さあ、いこう。」

　教きょう授じゅは、わたしたちのうでをとる。

「いこうって、どこへ？」

　真ま衣いがきくと、

「ドームにきまってるじゃないか。いまから捜そう査さだよ。」

「むだよ。どうせまた、追おいだされるわ。」

　わたしが肩かたをすくめても、教きょう授じゅは聞きく耳みみなど持もたない。

「ダイジョブ、ダイジョブ。いま、話はなしをつけてきたから。」

　話はなしをつけてきたって……？

　ゾワッと首くびすじの毛けが逆さか立だつ。はっきりいって、わたしには、謎なぞの伯はく爵しゃくより教きょう授じゅのほうがおそろしい。自じ分ぶんのためなら、なんだってする人ひとなのよ、教きょう授じゅは。

　おまけに、教きょう授じゅには常じょう識しきがない。

　いったい、警けい察さつ相あい手てに、だれにどんな話はなしをつけてきたっていうの？




　ドームの入いり口ぐちでは、さっきの刑けい事じさんが、敬けい礼れいしてむかえてくれた。

「さきほどは失しつ礼れいしました。夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうさんですね。刑けい事じ部ぶ特とく別べつ捜そう査さ課か、上じょう越えつ警けい部ぶです。」

　顔かおはニッコリしてるけど、口くちもとがひきつってる。内ない心しんは、なんでこんなやつに敬けい礼れいしなくちゃいけないんだって思おもってるんだろうな。

「あっ、どうも。じゃあ、現げん場ばを見みせてもらいます。」

　上じょう越えつ警けい部ぶに片かた手てをあげて、教きょう授じゅはさっさと中なかにはいっていく。
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　わたしたち三人にんは、あわてて追おいかける。

「ねえ、どうしてさっきの刑けい事じさん、あいそがよくなったの？」

　これは美み衣いの質しつ問もん。

「さっきいっただろ、話はなしをつけたって。」

「話はなしをつけたって、だれに？」

　これは真ま衣いの質しつ問もん。

「この名めい刺しの人ひと。」

　教きょう授じゅが、さっきの名めい刺しを見みせてくれる。肩かた書がきもなにもなく、名な前まえと電でん話わ番ばん号ごうだけの、じつにシンプルな名めい刺し。

「この人ひと、だれ？」

　これはわたしの質しつ問もん。

「警けい視し総そう監かん」

　あっさり答こたえる教きょう授じゅ。

「ケイシソーカン！」

　わたしがさけぶと、真ま衣いと美み衣いが、

「なに、それ？　ヨーカンの親しん戚せきかなんか？」

ときく。わたしもあんまりくわしくは説せつ明めいできないけど、警けい察さつのとってもえらい人ひと。さっきの上じょう越えつって人ひとが警けい部ぶだから、その上うえが警けい視しで、その上うえが警けい視し正せいで、その上うえが……あーん、もうわかんない。とにかく、警けい視し総そう監かんてのは、ものすごくえらい人ひとなの！

「でもどうして、警けい視し総そう監かんと一いっ般ぱん市し民みんの教きょう授じゅが、知しりあいなの？」

　きくのがこわいけど、きかずにいられない素そ朴ぼくな疑ぎ問もん。

「昔むかし、ある事じ件けんで協きょう力りょくしたことがあるんだ。どんな事じ件けんだったか、くわしいことはわすれちゃったけど、ぼくが解かい決けつしなかったら、いまごろ総そう監かんのクビはとんでたね。」

　いともかんたんに教きょう授じゅはいう。聞きいているほうは、もうパニックよ。

「そのときに名めい刺しをもらったんだ。なにかこまったことがあったら電でん話わしてくださいって。ポケットにいれたままわすれてたけど、偶ぐう然ぜんそのときの背せ広びろを今日きょう着きてたとは、ラッキーだよ。」

　そのときの背せ広びろもなにも、いつだって教きょう授じゅは、おなじ黒くろの背せ広びろじゃない。

　話はなしているうちに、わたしたちは舞ぶ台たいの前まえまできた。

　舞ぶ台たいの上うえでは、数すう人にんの鑑かん識しきの人ひとが、わたしたちを見みてコソコソ話はなしている。きっと、上じょう越えつ警けい部ぶからの『さからうな。』って命めい令れいが、いきとどいているんだろう。

「いやあ、ごくろうさま。」

　教きょう授じゅは上じょうきげんであいさつすると、鑑かん識しきの人ひとのなかから、眼め鏡がねをかけたいちばん年とし上うえの人ひとをよんだ。

「なんでしょう……。」

　かなり警けい戒かいした感かんじでよってきた鑑かん識しきの人ひとに、教きょう授じゅは質しつ問もんする。

「いくつか教おしえてください。この舞ぶ台たいには、床ゆか下したにつうじる、ぬけ穴あながありますか？」

「いいえ。この舞ぶ台たいは移い動どう式しきですので、そのようなしかけはありません。」

「せりあがりは？」

「それもありません。」

「すると、この舞ぶ台たいに立たった者ものは、観かん客きゃくに見みられないように舞ぶ台たい下したやそでにいくことは、できないわけですね。」

「そうなります。」

「なるほど……。」

　教きょう授じゅはうで組ぐみして、舞ぶ台たいの天てん井じょうを見みあげた。

　天てん井じょう近ちかくを何なん本ぼんもの柱はしらが横よこぎっている。それに、長ながい板いたをかけわたした通つう路ろのようなものもつくってあって、舞ぶ台たいそでのはしごをのぼると、通つう路ろをつたって舞ぶ台たいの真ま上うえのあちこちにいけるようになっていた。そして、大だい小しょうの滑かっ車しゃやライトも見みえる。

　観かん客きゃく席せきからは見みえないけど、舞ぶ台たいの天てん井じょうって、そっけないのね。

「箱はこをつっていたロープは、見みつかったんですか？」

「いいえ。舞ぶ台たい裏うらの者ものの話はなしでも、知しっている者ものはいません。どうやら、伯はく爵しゃくがそのまま持もっていったようですね。」

　このとき、わたしは不ふ思し議ぎに思おもった。なんでわざわざ、ロープなんか持もってったんだろう？

「バラバラになった箱はこは？」

「板いたの破は片へんまで、すべて回かい収しゅうしました。はげしく燃もえたため、炭たん化かしていますが、これからくわしくしらべるつもりです。それと……。」

　鑑かん識しきの人ひとは、すこしことばを切きって、

「奇き妙みょうなことがあるんです。」

「どんな？」

「蝶ちょう番つがいが八やっつあるんです。マジックを見みていた者ものの話はなしでは、箱はこの正しょう面めんがあいただけですよね。それにしては、蝶ちょう番つがいの数かずが多おおすぎると思おもいませんか？」

「それに対たいして、あなたはどう考かんがえますか？」

「こんなことをいうと笑わらわれるかもしれませんが、あの箱はこには正しょう面めん以い外がいに、まだあく箇か所しょがあったんじゃないかと……。」

　教きょう授じゅはその答こたえを聞きいて、鑑かん識しきの人ひとをだきしめる。

「すばらしい、まったくすばらしい！　きみは警けい察さつの人ひとにしておくには惜おしい人じん材ざいだ。すばらしい推すい理りですよ！」

「でも、いくら箱はこに秘ひ密みつの出で入いり口ぐちがあったとしても、どこへにげるんです？　箱はこは舞ぶ台たいの上うえに宙ちゅうづりにされてたんでしょ？」

　教きょう授じゅはその質しつ問もんには笑わらって答こたえず、ぎゃくにきいた。

「ロープをおろしたり、箱はこをつりあげたりしたのは？」

「伯はく爵しゃくです。タイムスイッチを使つかって、だれの手ても借かりずに、あのマジックをやったようです。」

「伯はく爵しゃくのマジックのあいだ、だれか、舞ぶ台たいのそでや天てん井じょうで見みていた者ものは？」

「いません。」

　わたしは、教きょう授じゅに小こ声ごえできいた。

「なんで、そんな質しつ問もんまでするの？」

「手て品じなはね、正しょう面めんから見みるとなかなかタネがわからないけど、横よこやうしろ、真ま上うえから見みると、わりとわかるものなんだ。」

「ふーん。」

　教きょう授じゅは鑑かん識しきの人ひとにお礼れいをいって、こんどは楽がく屋やにいく。

　そこには、鑑かん識しきの人ひと以い外がいに、さっき手て品じなを見みせてくれた人ひとたちもいた。舞ぶ台たいで見みるよりなんだか小ちいさく見みえるのは、警けい察さつの人ひとたちにかこまれて緊きん張ちょうしてるからかな？

「ずいぶんせまい楽がく屋やですね。」

　教きょう授じゅのことばどおり、学がっ校こうの教きょう室しつの半はん分ぶんくらいの広ひろさしかない。そこに、十人にんほどの人にん間げんとマジックの道どう具ぐをいれた箱はこがぎっしりつめこまれているから、ますますせまく感かんじる。

「みなさん、すこしだけ、わたしの質しつ問もんに答こたえてください。」

　マジシャンたちは、とつぜんあらわれた教きょう授じゅに、うさんくさそうな目めをむける。

「このなかで、伯はく爵しゃくと話はなしをした人ひとはいませんか？」

　だれも答こたえない。

　教きょう授じゅは質しつ問もんをつづける。

「伯はく爵しゃくはこの楽がく屋やを、みなさんといっしょに使つかったんでしょ？」

「いや、あの人ひとは本ほん番ばんぎりぎりまで、わたしらの前まえに姿すがたを見みせませんでしたよ。」

　そう答こたえたのは、やぶれた帽ぼう子しとよごれたジャンパーのおじさん。赤あかワインが水みずにかわるという手て品じなを見みせてくれた人ひとだ。

「リハーサルもしてなかったから、わたしらも、伯はく爵しゃくがどんなマジックをするのかは、ぜんぜん知しらなかった。」

「マジックに使つかう道どう具ぐは、どうしてました？」

「厳げん重じゅうに梱こん包ぽうして運はこびこんであったな。マジシャンどうし、仲なか間まの道どう具ぐをかってにあけたりするのは、たいへん無ぶ礼れいなことだからね。だれも、伯はく爵しゃくの道どう具ぐにさわった者ものはいないはずだ。」

「みなさんは、伯はく爵しゃくの本ほん番ばん中ちゅう、どこにいました？」

「全ぜん員いん、観かん客きゃく席せきのほうにいたよ。」

　おじさんはみんなを、そうだろ？　というように見みまわす。うなずくマジシャンたち。

「どうしてです？　わざわざ観かん客きゃく席せきまでいかなくても、舞ぶ台たいそでで見みればよかったのに。」

「伯はく爵しゃくのご希き望ぼうさ。」

　すこし皮ひ肉にくっぽく、おじさんがいう。

「マジックショーの目め玉だまだかなんだか知しらないが、ずいぶんわがままなもんさ。自じ分ぶんの演えん技ぎを観かん客きゃく席せき以い外がいから見みられるのは、きらいなんだとさ。」

　おじさんのことばに、まわりのマジシャンもうなずく。

　なるほど、伯はく爵しゃくって、きらわれ者ものタイプなのね。

　そのとき、

「どうです、夢ゆめ水みずさん。事じ件けんは解かい決けつしましたか？」

と、めいっぱい皮ひ肉にくをきかせていいながら、上じょう越えつ警けい部ぶが楽がく屋やにやってきた。

　なるほど、教きょう授じゅもきらわれ者ものタイプだ。

「警けい視し総そう監かんのお話はなしでは、あなたは名めい探たん偵ていだそうじゃありませんか。それなら、そろそろ事じ件けんは解かい決けつでしょ。」

「ご安あん心しんを、警けい部ぶさん。」

　教きょう授じゅが口くちをひらく。わたしはイヤな予よ感かんがした。

「ぼくは名めい探たん偵ていですから。少すくなくとも、バカな警けい察さつよりははやく、事じ件けんを解かい決けつしますよ。」

　やっぱり……。

　上じょう越えつ警けい部ぶの顔かおを見みると、ひたいに青あおすじがうかんでいる。

　あんまり警けい察さつをおこらせると、逮たい捕ほされちゃうよ、教きょう授じゅ。

「……力ちから強づよいせりふだ。」

　かろうじて怒いかりをおさえて、上じょう越えつ警けい部ぶがいう。

「で、名めい探たん偵ていさんにお目めにかけたい人ひとがいるんですが、ちょっときてくれませんか。」

「だれです？」

「このオムラ・アミューズメント・パークのオーナー、小お村むら英えい二じ郎ろうさんですよ。」

　そういうと警けい部ぶは、かってについてこいというふうに、わたしたちに背せをむけた。






５　ステーキ？　カレー？






　舞ぶ台たいには、数すう人にんの私し服ふくの刑けい事じさんと制せい服ふく姿すがたのおまわりさん、それに鑑かん識しきの人ひと。

　そのなかに、りっぱなスーツを着きた背せの高たかい人ひとがいた。アルマーニの背せ広びろに、金きんの腕うで時ど計けいをしている。

　ものすごい存そん在ざい感かん。たとえこの場ばに百人にんの人ひとがいたとしても、だれもがすぐに、彼かれを見みつけるだろう──そんな気きにさせる迫はく力りょくを持もった人ひと。彼かれが小お村むら英えい二じ郎ろうさんだった。

　オーナーっていうから、おじいさんみたいな人ひとを想そう像ぞうしてたのに、小お村むらさんはまだ若わかい。三十代だい後こう半はんかな？　先せん代だいからオムラ・カンパニーをひきついで、さらに発はっ展てんさせた、やり手ての社しゃ長ちょうさんっていううわさだ。

「小お村むらさん、こちらが、〝名めい探たん偵てい〟の夢ゆめ水みずさんですよ。」

　上じょう越えつ警けい部ぶが教きょう授じゅを紹しょう介かいする。〝名めい探たん偵てい〟というところに、たっぷり皮ひ肉にくをきかせている。

　だけど、そんなことを気きにする教きょう授じゅじゃない。

「どうも、名めい探たん偵ていの夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうです。」

　自じ分ぶんで名めい探たん偵ていといって、握あく手しゅのための右みぎ手てをさしだす。

「お目めにかかれて光こう栄えいです。小お村むら英えい二じ郎ろうです。」

　小お村むらさんがほほえんで、教きょう授じゅと握あく手しゅする。

　小お村むらさんは四十歳さいくらいかな。とても若わかく見みえるけど、笑わらうと目めもとにしわができて、すこしやさしい感かんじになる。

「いや、本ほん物ものの名めい探たん偵ていに会あえるとは、わたしも幸しあわせ者ものです。小しょう学がく生せいのときは、ホームズやルパンに夢む中ちゅうになったものですよ。」

　そういった小お村むらさんはうれしそうだったけど、教きょう授じゅのほうは不ふ愉ゆ快かいな声こえをだした。

「ぼくを、あんな薬くすり中ちゅう毒どくの人ひとやナルシストのどろぼうと、いっしょにしないでくれますか。」

　……なんて自じ信しん。まるで〝自じ信しん銀ぎん行こう〟に自じ信しんの定てい期き預よ金きんをしてあるみたいだ。

「なるほど、これは失しつ礼れいしました。」

　それでも、小お村むらさんはうれしそうだ。

「で、どうです？　伯はく爵しゃくと女おんなの子こが消きえた謎なぞは、解とけましたか？」

　このことばに、教きょう授じゅはあっさり、

「はい。」

と答こたえた。

「！」

　その場ばにいた全ぜん員いんが、おどろいて教きょう授じゅを見みた。

　ほんとに……ほんとうに、宙ちゅうづりにされた箱はこから人ひとが消きえた謎なぞを、教きょう授じゅは解といたの？

「それは……ぜひ、お聞きかせねがいたいものですね。」

　あまりにあっさり教きょう授じゅが「はい。」と答こたえたものだから、小お村むらさんは、すこしうろたえた。

　すると教きょう授じゅはニッコリほほえんで、こういった。

「まだはやいですよ。」

　全ぜん員いんが、ことばをうしなう。

「まだはやい……とは、どういう意い味みですか？」

　まっさきに立たちなおった小お村むらさんが教きょう授じゅにきく。

　それには答こたえずに、ぎゃくに教きょう授じゅがいった。

「この事じ件けんを起おこした伯はく爵しゃくがどういう人じん物ぶつか、わかりますか？」

　だれも答こたえられない。

「ぼくにはわかります。彼かれは、この事じ件けん一ひとつで満まん足ぞくするような人にん間げんじゃない。彼かれはまだ、少しょう女じょをひとり消けして、気き球きゅうで消きえたにすぎない。これからです。これから伯はく爵しゃくは、ぼくたちに、悪あく夢むのような犯はん罪ざいを見みせてくれるはずです。人にん間げん業わざとは思おもえない、まっ赤かな血ちの色いろをした犯はん罪ざいをね。」

　そういって、教きょう授じゅはうれしそうに笑わらった。教きょう授じゅをバカにしている上じょう越えつ警けい部ぶでさえ、ビクッと身みがすくむような冷つめたい笑わらいだった。

　伯はく爵しゃくと教きょう授じゅは似にてる──わたしはそう思おもった。

　ふたりとも、この現げん実じつ社しゃ会かいにはうまく対たい応おうできない、どこか調ちょう子しのはずれた人にん間げんなんだ。常じょう識しきの中なかで考かんがえ、判はん断だんし、行こう動どうしているわたしたちとちがって。だから教きょう授じゅは名めい探たん偵ていになったし、伯はく爵しゃくは犯はん罪ざい者しゃになったんだろう。

　教きょう授じゅのいまの笑わらいは、自じ分ぶんの仲なか間まである伯はく爵しゃくに会あえた、よろこびの笑わらいなんだろう。

「それはそれとして、警けい察さつは、消きえた少しょう女じょの身み元もとをつきとめたんですか？」

　とつぜん教きょう授じゅが、上じょう越えつ警けい部ぶにサングラスの目めをむけた。

「あっ……いや……まだだ。」

　警けい部ぶがハンカチで汗あせをふきながら答こたえる。

「こまりますね。警けい察さつのいいところは、何なん人にんも無む能のうな警けい官かんを使つかえる機き動どう力りょくにあるんですから、はやく女おんなの子この身み元もとをつかんでください。」

　警けい部ぶの顔かおが、怒いかりで赤あかくかわる。

「で、小お村むらさん。このオムラ・アミューズメント・パークは、何なん時じに閉へい門もんするんですか？」

「土ど、日にちにはナイトイベントがありますが、今日きょうは平へい日じつだから、六時じにしめます。」

「すると、あと三十分ぷんですね。」

　小お村むらさんの答こたえに、教きょう授じゅは時と計けいを見みる。

「じゃあ、ドームの外そとにでましょうか。ぼくの想そう像ぞうがあたっていれば、もうすぐ伯はく爵しゃくからのメッセージがあるはずです。」




　オムラ・アミューズメント・パークには、あちこちに三百インチの電でん光こう掲けい示じ板ばんが設せっ置ちされている。イベントの情じょう報ほう、各かく乗のりものの利り用よう状じょう況きょう、天てん気き予よ報ほう、迷まい子ごのお知しらせなど、オムラ・アミューズメント・パークのお客きゃくは、この電でん光こう掲けい示じ板ばんからたくさんの情じょう報ほうを手てにいれる。

　わたしたち──わたしに、真ま衣いと美み衣い、警けい部ぶ、小お村むらさんとその秘ひ書しょ──は、教きょう授じゅにつれられて、一ひとつの電でん光こう掲けい示じ板ばんの前まえにきた。

「ねえ、教きょう授じゅ。いったいなにがはじまるの？」

　わたしがきくと、

「さっき、伯はく爵しゃくがどんな人にん間げんか、ぼくにはわかるといっただろ。」

といって、教きょう授じゅはタバコに火ひをつける。

　わたしはうなずいた。

「だれかを誘ゆう拐かいする場ば合あい、ふつうの犯はん罪ざい者しゃなら、できるだけ犯はん行こうをかくそうとする。だけど、伯はく爵しゃくはちがう。マジックショーで人ひとを消けしたり、気き球きゅうを飛とばしたり──まるで、自じ分ぶんの犯はん行こうをまわりに知しってほしくてしかたがないように思おもえる。ほら、テレビドラマなんかで、犯はん人にんが家か族ぞくにむかって、こんな電でん話わをかけるだろ。『このことを警けい察さつにいったら、子こどもの命いのちはないと思おもえ。』って。」

　またわたしは、うなずいた。

「で、伯はく爵しゃくならどんな電でん話わを家か族ぞくにするかって考かんがえたんだ。まず、警けい察さつに介かい入にゅうするなっていうかどうか？」

　わたしも考かんがえる。そして答こたえをいった。

「伯はく爵しゃくなら、警けい察さつがでてきても、ぜんぜん気きにしないんじゃない？」

「そう。それが正せい解かいだろうね。伯はく爵しゃくは、バカな警けい察さつをすこしもおそれていない。」

　教きょう授じゅの暴ぼう言げんに、上じょう越えつ警けい部ぶがサッと上うわ着ぎの左ひだりふところに手てをいれる。（この暑あついのに、ちゃんと上うわ着ぎを着きてるのは、左ひだり肩かたにつった拳けん銃じゅうをかくすためかな？）

　でも、伯はく爵しゃくといっしょで、ちっとも警けい察さつをこわがってない教きょう授じゅは、へいきな顔かおでつづける。

「だから、伯はく爵しゃくなら、自じ分ぶんから警けい察さつに連れん絡らくをしたりするんじゃないかと思おもったんだ。そのときに、電でん話わを使つかうかどうか？」

　わたしは考かんがえて、首くびを横よこにふった。伯はく爵しゃくに電でん話わは似に合あわない。

「ぼくも、そう思おもう。派は手でなマジックを演えんじたり、気き球きゅうを飛とばしたり、伯はく爵しゃくはかなりのショーマンで、金かね持もちだよ。そんな伯はく爵しゃくが警けい察さつ──いや、警けい察さつだけじゃない──自じ分ぶんの犯はん行こうを社しゃ会かいに知しらせようと思おもったら、なにを使つかうか？」

　教きょう授じゅが、三百インチの電でん光こう掲けい示じ板ばんを見みあげる。わたしたちも教きょう授じゅにつられて、見みあげた。

　すこしだけ紫むらさきがかった空そらをバックに、『17 : 45』の数すう字じがうつっている。

　そしてその数すう字じが『17 : 50』になった瞬しゅん間かん、三百インチの画が面めんいっぱいに、伯はく爵しゃくの顔かおがうつった。シルクハットと赤あかいマスクは、マジックを演えんじたときのままだ。そして、Ｂビー・Ｇジー・Ｍエムはショパンのピアノ曲きょく。

　家いえ路じにつこうとしていた人ひとたちの足あしがとまる。

「ごきげんよう、オムラ・アミューズメント・パークにおこしのみなさま。」

　どことなくふざけた口く調ちょうで、銀ぎん色いろの目めが、わたしたちを見みおろす。

「さ、今日きょうの一いち連れんの出で来き事ごとについては、無む能のうな警けい官かんたちのバカさわぎをつうじて、多おおくの人ひとが知しってくれたと思おもう。」

　はっはー、この言いい方かた、教きょう授じゅとそっくり。

　探たん偵ていと犯はん罪ざい者しゃの両りょう方ほうからバカにされた警けい部ぶのこめかみに、太ふとい血けっ管かんがういている。怒いかりで、血けっ管かんが切きれるんじゃないかしら。
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「わたしが消けした少しょう女じょの名な前まえは、大おお野のみさ。家か族ぞくには、警けい察さつのほうから連れん絡らくしてあげたまえ。すでに警けい察さつが少しょう女じょの身み元もとをつきとめているとは思おもうが、念ねんのために住じゅう所しょと電でん話わ番ばん号ごうを教おしえておく。」

　伯はく爵しゃくの顔かおが消きえ、ふもとの町まちの住じゅう所しょがうつった。

「さてここで、わたしは予よ言げんしておこう。」

　ふたたび画が面めんにあらわれた伯はく爵しゃくの口くちが、うれしそうにひらく。

「わたしのマジックは、まだはじまったばかりだ。あと四人にん──。」

　伯はく爵しゃくの右みぎ手ての指ゆびが四本ほんのびる。

「あと四人にんの人にん間げんを、このオムラ・アミューズメント・パークで消けしてみせよう。」

　わたしたちは、おどろきでなんの反はん応のうもできないまま、バカみたいに口くちをあけて、三百インチの電でん光こう掲けい示じ板ばんを見みつめていた。

　伯はく爵しゃくは、自じ分ぶんの犯はん行こうを知しらせただけじゃない。犯はん行こう予よ告こくまでやってのけたんだ。

「無む能のうな警けい察さつがどのような警けい備びをしても、むだなこと。あと四人にんの人にん間げんが、消きえるはずのない状じょう況きょうで消きえるだろう。」

　伯はく爵しゃくの左ひだり手てが、のばした四本ほんの右みぎ手ての指ゆびをスッとなでる。

　上じょう越えつ警けい部ぶの左ひだりわきから、カチッという音おとがした。（これって、拳けん銃じゅうの安あん全ぜん装そう置ちをはずした音おとじゃない？）

「わたしのマジックに拍はく手しゅも喝かっ采さいもいらない。ただ、知しってほしい。人にん間げんは万ばん能のうじゃない。キラキラと明あかるいネオンサインに照てらされて、人にん間げんは闇やみの世せ界かいのおそろしさをわすれてしまった。だから、わたしが思おもいださせてあげよう。人にん間げんの科か学がくは、まだまだ闇やみを征せい服ふくしていないということを。」

　そして伯はく爵しゃくは笑わらう。どこか調ちょう子しの狂くるった機き械かいのように。

「警けい察さつに、守まもってくれるようにたのむかね？　むだなことだ。」

　上じょう越えつ警けい部ぶが拳けん銃じゅうをぬく。

「では、オ・ルヴォワール！」

　伯はく爵しゃくの顔かおが消きえるのと、警けい部ぶの拳けん銃じゅうが発はっ射しゃされるのが同どう時じだった。

　三百インチの電でん光こう掲けい示じ板ばんは火ひ花ばなを散ちらし、スピーカーから流ながれていたピアノ曲きょくがとだえる。

　伯はく爵しゃくもアブナイ人ひとだけど、上じょう越えつ警けい部ぶもおなじくらいアブナイわ……。

「ここまでバカにされた以い上じょう、警けい察さつの名めい誉よにかけて、伯はく爵しゃくをほうっておけん！　なんとしてでも逮たい捕ほして、牢ろう屋やにブチこんでやる！　さっそく、誘ゆう拐かいされた少しょう女じょの家いえにいって、事じ情じょう聴ちょう取しゅだ！」

　そして警けい部ぶは、拳けん銃じゅうを右みぎ手てにしっかりにぎったまま、走はしっていった。

　だけど、だれが電でん光こう掲けい示じ板ばんの修しゅう理り費ひをだすんだろう……。

　わたしの心しん配ぱいがわかったのか、小お村むらさんがいう。

「電でん光こう掲けい示じ板ばんの修しゅう理り費ひは、ちゃんと警けい察さつに請せい求きゅうしますよ。」

　それから教きょう授じゅにむかって、

「どうやらわたしも、伯はく爵しゃくとおなじ考かんがえになってきたようです。警けい察さつはあてになりそうにない。夢ゆめ水みずさん、あなたの〝名めい探たん偵てい〟ということばを、信しんじてもいいですか？」

　芝しば居いの台だい本ほんみたいな、キザったらしいせりふをいう。

　それに対たいして、教きょう授じゅも負まけてはいない。

「名めい探たん偵ていは、こまっている人ひとのために存そん在ざいします。よろこんで、事じ件けん解かい決けつに協きょう力りょくしましょう。」

　夕ゆう日ひをバックに、ふたりはガッチリ握あく手しゅした。

「では、夕ゆう食しょくをごいっしょしながら、今こん後ごの対たい策さくをたてませんか。わたしの経けい営えいする外がい食しょく産さん業ぎょうの一ひとつに、なかなか味あじのいいステーキ店てんがあるんですよ。」

　ステーキ！

　おなかをへらしているわたしたち三さん姉し妹まいの目めが、かがやく。

　それなのに、わたしたちよりおなかをへらしているはずの〝万まん年ねん欠けっ食しょく児じ童どう〟の教きょう授じゅは、小お村むらさんのこの申もうし出でをキッパリことわった。

「せっかくですが、このあと、大だい事じな用ようがありますので。」

　信しんじられない！　教きょう授じゅが食しょく事じのさそいをことわるなんて！

「そのかわりといってはなんですが、ぼくたちに、オムラ・アミューズメント・パークのフリー・パスをいただけませんか？　今こん後ごの調ちょう査さで必ひつ要ようになってくると思おもうんです。」

「お安やすいことです。」

　小お村むらさんはそういって、ふところから金きん色いろのカードを四枚まいだした。

「このカードは、オムラ・カンパニーの上じょう層そう部ぶだけが持もてるものです。これさえあれば、園えん内ないのどこへでも自じ由ゆうにはいれます。」

「乗のりものは？」

　教きょう授じゅがきく。

「もちろん無む料りょうです。」

「トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターも？」

「トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターもです。」

　教きょう授じゅが、両りょう手てを上じょう下げさせておどりだす。

　わたしは手て帳ちょうをだして、メモした。

《夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうは、うれしいことがあると、どんな場ば所しょであろうと、おどりだす。》




　オムラ・アミューズメント・パークからの帰かえり道みち、わたしは教きょう授じゅにきいた。

「ねえ、教きょう授じゅ。小お村むらさんにいった大だい事じな用ようって、なんなの？」

「二ふたつあるんだ。一ひとつは、家いえに帰かえって羽う衣い母かあさんのカレーを食たべること。」

　おどろき！　教きょう授じゅは、でかけるまえに羽う衣い母かあさんとした「おなかをすかせて帰かえってくる。」という約やく束そくを、おぼえてたんだ。あの、わすれっぽい教きょう授じゅが。

「ステーキより、羽う衣い母かあさんのカレーがいいの？」

　真ま衣いがきく。

「当とう然ぜんだね、それに、約やく束そくしたから。」

　ふーん……。

　わたしは、すこし教きょう授じゅを見みなおした。どんなにわすれっぽい性せい格かくでも、教きょう授じゅは、羽う衣い母かあさんとの約やく束そくをわすれないんだ。

「ねえ、もう一ひとつの大だい事じな用ようって？」

　美み衣いがきく。

「オムラ・アミューズメント・パークにいた人ひとたちだけに自じ分ぶんの犯はん行こうを知しらせて、それで伯はく爵しゃくは満まん足ぞくすると思おもうかい？」

　わたしたち三人にんは、すこし考かんがえてから首くびを横よこにふった。

　あの伯はく爵しゃくのこと。もっとなにか派は手でなことを考かんがえてるような気きがする。

「ぼくもそう思おもうよ。だから、はやく帰かえって、その対たい策さくをたてたいんだ。それが、二つめの大だい事じな用よう。」

「どんな対たい策さくなの？」

「それは、ヒ・ミ・ツ。」

　そして、もう教きょう授じゅは、なにをきいても答こたえてくれなかった。






６　夢ゆめ水みず名めい探たん偵ていの全ぜん国こくデビュー






　家いえに帰かえったわたしたち三人にんは、羽う衣い母かあさんに今日きょうの出で来き事ごとを、順じゅん序じょなんか無む視しして話はなしだした。

「教きょう授じゅったら、バス代だいをだしてくれないのよ！」

「まっ黒くろい不ぶ気き味みな気き球きゅうが飛とんだの！」

「手て品じなの舞ぶ台たいでね、女おんなの子こが消きえたのよ！」

「それで、伯はく爵しゃくの目めは銀ぎん色いろなの！」

「教きょう授じゅなんか、ジェットコースターに四回かいも乗のるのよ。信しんじられない！」

「伯はく爵しゃくが女おんなの子こを消けしたのよ！」

「教きょう授じゅって、警けい視し総そう監かんと知しりあいなの！」

「小お村むらってえらい人ひとからフリー・パスをもらったから、あしたからはタダで、オムラ・アミューズメント・パークへいけるのよ！」

　わたし、真ま衣い、美み衣いがかってにしゃべることばを、羽う衣い母かあさんは、さえぎることなくニコニコ聞きいてくれる。

　そのあいだ、教きょう授じゅはどこかに電でん話わしていた。（教きょう授じゅの洋よう館かんに電でん話わはないから、当とう然ぜん、わたしの家いえからかけた。）

　そして、ひととおりわたしたちの報ほう告こくがおわると、羽う衣い母かあさんは、

「それは楽たのしかったわね。夕ゆう飯はんできてるから、手てを洗あらってらっしゃい。」

といった。

「ハーイ！」

　わたしたちは元げん気きに返へん事じして（この返へん事じには、電でん話わを終おえた教きょう授じゅもふくまれている）、夕ゆう食しょくの席せきにつく。




　羽う衣い母かあさんのつくるカレーは、おいしい。教きょう授じゅがステーキよりも羽う衣い母かあさんのカレーをえらんだのも、わかる気きがする。

　羽う衣い母かあさんのカレーは、とろみが少すくなくて、ごはんにしみこむ。白しろいごはんに、しゃぶしゃぶのルーがかかっている感かんじ。小こ麦むぎ粉こをあまり使つかってないからだ。

「うまい！」

　こうひとことだけいって、教きょう授じゅはひたすらスプーンを動うごかす。

　だれもとらないのに、お皿さらをかかえこむようにして食たべている。スプーンの動うごきは、土ど木ぼく作さ業ぎょう現げん場ばで活かつ躍やくするパワーショベルみたいだ。

「おかわり、いっぱいありますからね。ゆっくり食たべてください。」

　羽う衣い母かあさんにいわれても、教きょう授じゅはガクガクとうなずくだけ。ビデオテープを早はや送おくりしてるみたいに、カレーがなくなっていく。

　そのようすを見みる羽う衣い母かあさんの目めは、とてもやさしい。のらねこにえさをあげてる聖せい母ぼマリアさまのイメージ。

「教きょう授じゅ、さっき電でん話わしてたけど、いったいどこにかけてたの？」

　真ま衣いがきいても、教きょう授じゅは返へん事じをしない。ガルルルルとうなるだけ。（だれもとらないって。）

「警けい視し総そう監かんのところ？」

　教きょう授じゅは首くびを横よこにふる。

　いったい教きょう授じゅは、どこに電でん話わしてたんだろう。

　それがわかったのは、教きょう授じゅが五はいめのカレーを食たべおわったときだった。お皿さらは、なめたようにきれい。

「あー、とてもおいしかった。ごちそうさまでした。」

　そして、ちゃんと手てをあわせる。この点てん、美み衣いのしつけがいきとどいてる。

「夢ゆめ水みずさん、もうよろしいんですか？」

「はい。じゅうぶんいただきました。それに、このあと、仕し事ごともありますから。」

　羽う衣い母かあさんにそう答こたえてから、教きょう授じゅはテレビをつけていいかどうか、きいた。




　テレビでは、七時じのニュースがはじまったところだった。

　画が面めんには、ネクタイをした男おとこの人ひとと、派は手でな化け粧しょうの女おんなの人ひとがうつっている。

　男おとこの人ひとがいった。

「──つぎのニュースです。今日きょう、オムラ・アミューズメント・パークで、誘ゆう拐かい事じ件けんが発はっ生せいしました。」

　まだカレーを食たべていたわたし、真ま衣い、美み衣いのスプーンが、ピタリととまる。

〝遊ゆう園えん地ちにいた人ひとたちだけに自じ分ぶんの犯はん行こうを知しらせて、それで伯はく爵しゃくは満まん足ぞくすると思おもうかい？〟

　帰かえりぎわの教きょう授じゅのせりふがよみがえる。

　教きょう授じゅは、楽たのしそうにニヤニヤしている。

　おどろいてるわたしたちにおかまいなく、ニュースキャスターはニュースをつづける。

「本ほん来らい、こうした誘ゆう拐かい事じ件けんの場ば合あいは、被ひ害がい者しゃの安あん全ぜんのために報ほう道どう協きょう定ていをかわし、ニュースにはしないものです。しかし、今こん回かいの事じ件けんは、『伯はく爵しゃく』と名な乗のる犯はん人にん自じ身しんから犯はん行こう声せい明めいがあったため、報ほう道どうにふみきりました。このニュースをごらんになった視し聴ちょう者しゃのかたがたから、広ひろく情じょう報ほうをいただきたいと思おもいます。」

　画が面めんがオムラ・アミューズメント・パークのエアドームにかわる。その下したには、テレビ局きょくの電でん話わ番ばん号ごうとＦＡＸファックス番ばん号ごうが、テロップで流ながれる。

「誘ゆう拐かいされたのは、私し立りつ聖せい麗れい小しょう学がっ校こう四年ねん生せいの大おお野のみさちゃん、十歳さい。」

　画が面めんが、みさちゃんの写しゃ真しんにかわる。ピアノかなんかの発はっ表ぴょう会かいの写しゃ真しんなのか、ピンクのドレスに赤あかい髪かみかざりで、笑わらっている写しゃ真しん。

「警けい察さつのしらべによりますと、本ほん日じつ午ご後ご二時じごろ、オムラ・アミューズメント・パークのエアドームでおこなわれたマジックショーで、大おお野のみさちゃんは、『伯はく爵しゃく』と名な乗のる男おとこに誘ゆう拐かいされました。」

　ニュースキャスターも、いつもとかってのちがうニュース原げん稿こうに、とまどっているみたいだ。

「みさちゃんは、舞ぶ台たいでおこなわれた『人にん間げん消しょう失しつマジック』で、そのまま消きえてしまいました。」

　横よこにいた女おんなの人ひとが、説せつ明めい用ようの図ずを見みせる。

　図ずには、三本ぼんのロープにつりさげられた箱はこが、えがかれていた。

　ニュースキャスターが指し示じ棒ぼうを持もって解かい説せつする。

「この図ずを見みていただくとおわかりのように、人にん間げんが消きえるとは、常じょう識しきでは考かんがえられません。」

　そのとおり。でもみさちゃんは、現げん実じつにわたしたちの目めの前まえで消きえた。

「また、犯はん行こう後ご、伯はく爵しゃく自じ身しん、この箱はこの中なかにはいり、消きえています。」

「手て品じななら、なにかトリックがあるんですけど……。」

　女おんなの人ひとが図ずをのぞきこんでいう。

「この謎なぞに対たいし、手て品じな関かん係けい者しゃは、『まったく考かんがえられない。もしこの状じょう況きょうでほんとうに人ひとが消きえたのなら、それはマジックではなく魔ま法ほうだ。』というコメントをのべています。」

　画が面めんに、もう一いち度ど、テレビ局きょくの連れん絡らく先さきが流ながれる。

「一いち度ど消きえた伯はく爵しゃくは、ドームからの逃とう亡ぼうのさい、黒くろい気き球きゅうを使し用ようしています。警けい察さつでは、この気き球きゅうの行ゆく方えについても、情じょう報ほうを求もとめています。」

　だれがとったんだろう。入にゅう道どう雲ぐもをバックに飛とんでいる、気き球きゅうの写しゃ真しんがうつる。

「気き球きゅうの情じょう報ほうなんか集あつめても、むだなのになあ。」

　教きょう授じゅはのんきにいってタバコをくわえたけど、羽う衣い母かあさんにとりあげられた。（わが家やは禁きん煙えんなの。）

「でも教きょう授じゅ、教きょう授じゅのいったとおりね。伯はく爵しゃくは、全ぜん国こく放ほう送そうで自じ分ぶんの犯はん行こうを自じ慢まんしたよ。」

　美み衣いがいうと、

「それに対たいして、ぼくはちゃんと対たい策さくをたてたよ。さっき電でん話わしてたろ。」

　わたしたちはうなずく。

「知しりあいのテレビ局きょく関かん係けいの人ひとに、ちょっとね。」

「え？」

　もう一いち度どテレビに目めをもどすと、画が面めんに大おおきく教きょう授じゅの写しゃ真しんがうつった。

「教きょう授じゅ！」

　わたしたち三人にんのさけび声ごえ。

「まあ、すてき。」

　これは、状じょう況きょうのよくわかってない羽う衣い母かあさんのせりふ。

　ニュースキャスターがつづける。

「なお、この事じ件けんに対たいし、みずから名めい探たん偵ていと称しょうする夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうという人じん物ぶつが、つぎのようなコメントをのべています。『この事じ件けんを解かい決けつできるのは、警けい察さつではなく、名めい探たん偵ていのぼくだけだ。伯はく爵しゃく、覚かく悟ごしたまえ。』と。」

　あっきれた！　教きょう授じゅったら、伯はく爵しゃく以い上じょうに目め立だちたがりやじゃないの。

　教きょう授じゅを見みると、得とく意いげにピースサインをだしている。羽う衣い母かあさんがパチパチ拍はく手しゅする。

　頭あたまが痛いたい……。

「この夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうさんに対たいし、事じ件けんを担たん当とうしている上じょう越えつ警けい部ぶは、ひとこと、『かってにしろ。』といっています。」

「はやく、大おお野のみさちゃんが見みつかるといいですね。」

　感かん情じょうがない機き械かいのような女おんなの人ひとのコメントで、誘ゆう拐かい事じ件けんのニュースがおわった。

「だけど教きょう授じゅ、いいの？」

　ニュースが、人にん形ぎょう造ぞう形けい工こう場じょうからの盗とう難なん事じ件けんにかわった。

「なにが？」

　羽う衣い母かあさんにいれてもらった熱あつい麦むぎ茶ちゃをすすりながら、教きょう授じゅが答こたえる。（教きょう授じゅは、熱あつい麦むぎ茶ちゃが好すきなの。）

「だって、全ぜん国こくネットで伯はく爵しゃくに挑ちょう戦せん状じょうを送おくったのよ。おまけに、警けい察さつには事じ件けんを解かい決けつできないとまでいって。これで解かい決けつできなかったら、大おお恥はじよ！」

　でも、わたしの心しん配ぱいは教きょう授じゅには通つう用ようしなかった。あいかわらず、教きょう授じゅは麦むぎ茶ちゃをすすりつづける。

「だいじょうぶだよ、亜あ衣いちゃん。」

「どういう根こん拠きょがあって、だいじょうぶといってるの？」

「だって、ぼくは名めい探たん偵ていだもん。」

　……そうだった。教きょう授じゅは名めい探たん偵ていなんだ。おまけに、〝自じ信しん銀ぎん行こう〟に自じ信しんの定てい期き預よ金きんをしているほどの自じ信しん家か……。

　だいじょうぶだよね。

「それに、いまのニュースで伯はく爵しゃくは、ぼくというライバルの存そん在ざいを知しった。伯はく爵しゃくも、これからの犯はん行こうに、やりがいがあるってもんだよ。」

「伯はく爵しゃくは、誘ゆう拐かいした子こを殺ころしたりしないかしら？」

「するわけないよ。」

　教きょう授じゅが断だん言げんする。

「伯はく爵しゃくは、自じ分ぶんの犯はん罪ざいに哲てつ学がくとロマンを持もってる。そんな伯はく爵しゃくが、殺さつ人じんなんて下か等とうな犯はん罪ざいをおかすわけがない。伯はく爵しゃくは、それほどバカじゃないよ。」

　そうかなあ……。逃とう亡ぼうに目め立だつ黒くろい気き球きゅうを使つかい、全ぜん国こく放ほう送そうで自じ分ぶんの犯はん行こうをいいふらす伯はく爵しゃくは、客きゃっ観かん的てきに見みたら、大おおバカなんじゃないかな。

「それに、ぼくだってバカじゃない。」

　つまようじでキュウリの漬つけものをポリパリ食たべはじめた教きょう授じゅがいう。

「ぬかりなく、いまのニュースはビデオにとってある。なんといっても、〝名めい探たん偵てい、夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろう〟の全ぜん国こくデビューだからね。亜あ衣いちゃん、真ま衣いちゃん、美み衣いちゃん。ぼくのファンが見みたいといったら、いつでも、いまのビデオを貸かしだすからね。」

　羽う衣い母かあさんがパチパチ拍はく手しゅする。

　まいった！　たしかに教きょう授じゅは、ぬかりがない。






７　四人にんの天てん才さい児じと留る守す番ばん電でん話わ






　夕ゆう食しょく後ご、美み衣いは部へ屋やにいくと、コレクションの古ふる新しん聞ぶんをガサガサあさりはじめた。

「美み衣い、なにやってんの？」

　真ま衣いがきいても返へん事じしないで、なにかをさがしている。

　わたしたち三人にんの部へ屋やは十二畳じょうの洋よう間まで、四畳じょうずつが、それぞれの領りょう地ちになっている。

　ドアをあけて右みぎ側がわがわたしの領りょう土どで、目め立だつのは大たい量りょうの本ほん。まるで、教きょう授じゅの部へ屋やのミニチュアよ。

　おくのかべのほうは真ま衣い。真ま衣いの領りょう土どには五キロのダンベルとパワーリスト。（いまは必ひつ要ようないけど、ダイエットするときは、真ま衣いに道どう具ぐを借かりようっと。）かべにはってあるＮエヌＢビーＡエーのポスターも真ま衣いらしい。

　で、ドアをあけた左ひだり側がわの美み衣いの領りょう土どには、本ほんが一冊さつもないかわりに、古ふる新しん聞ぶんをとじたファイルブックが本ほん棚だなにぎっしりつまってる。古ふる新しん聞ぶんのコレクションは、わたしたち三人にんのなかで、いちばん奇き妙みょうな趣しゅ味みだと思おもう。

　ドアのあるかべは中ちゅう立りつ地ち帯たい。ここには三人にんの共きょう通つう財ざい産さんがおいてある。そのなかでも、今こ年としの四月がつ、中ちゅう学がく進しん学がくを祝いわって三人にんでお金かねをだしあって買かったマイクロコンポが、なんといっても光ひかってる。それから、タンス。

　窓まどは、三人にんの領りょう土どそれぞれにある。教きょう授じゅの洋よう館かんが見みえるのは、わたしの窓まど。この春はる、教きょう授じゅの引ひっ越こしを三人にんでながめた窓まどだ。

　あれから、もう四か月げつだもんね……。

　ちょっぴり感かん慨がいにひたってると、美み衣いのさけび声ごえがした。

「あったー！」

　美み衣いが手てにしてるのは、今こ年としの元がん旦たんの新しん聞ぶんだった。

「亜あ衣いに真ま衣い、ここ見みてよ、ここ！」

　地ち方ほう版ばんの新しん年ねん特とく集しゅう記き事じをわたしたちに見みせる。そこには、『新しん年ねんの抱ほう負ふ──四人にんの天てん才さい児じに聞きく』と、大おおきな見み出だしがでている。

「ほら、このひとりめの女おんなの子こ。」

　美み衣いがゆびさしたのは、ピアノの前まえにすわって、顔かおをカメラにむけている女おんなの子こ。かたわらには、お母かあさんらしい女じょ性せいが立たっている。

　たしかに、今日きょう、舞ぶ台たいにあがった女おんなの子こだ。

　写しゃ真しんの解かい説せつには、『カマリナ・コンクールに小しょう学がく生せいで出しゅつ場じょうをみとめられる：百年ねんにひとりのピアニスト、大おお野のみさ（十歳さい）』と書かかれていた。

「カマリナ・コンクールって、なんなの？」

　わたしが美み衣いにきくと、そんなことも知しらないの？　はずかしい、という目めで見みられた。

「世せ界かい的てきなピアノコンクールよ。大人おとなだって、出しゅつ場じょうできるだけで、すごく名めい誉よなことなのよ。なのに、小しょう学がく生せいで出しゅつ場じょうできるなんて……。」

　ふーん。あまりに住すむ世せ界かいがちがいすぎて、わたしには実じっ感かんとしてわかりにくい。

「あら、わたしだって、商しょう店てん街がいの草くさ野や球きゅうに助すけっ人ととして出しゅつ場じょうしてくれって、しょっちゅういわれるよ。」

　真ま衣いが、話はなしをいっきに身み近ぢかなものにしてくれる。

　写しゃ真しんの下したには、みさちゃんへのインタビュー。




──ピアノは何なん歳さいのころから？




三歳さい。




──一日にちに練れん習しゅうは何なん時じ間かん？




学がっ校こうのあるときは、六時じ間かんぐらい。土ど曜よう日びや日にち曜よう日びは、ずっと練れん習しゅうします。




──いちばん好すきな曲きょくは？




ショパンの夜想曲ノクターン第だい二番ばん。




──カマリナ・コンクールに出しゅつ場じょうできることについて、どうですか？




夢ゆめのようです。どれだけやれるかわかりませんが、がんばります。




──将しょう来らいの夢ゆめは？




世せ界かい一いちのピアニストです。




──いま、いちばんしたいことは？




友ともだちとの長なが電でん話わ。





　一いち問もん一いっ答とう式しきのインタビュー。

　わたしはそれを読よんで、とても感かん心しんした。毎まい日にち六時じ間かんもピアノの練れん習しゅうをするなんて……。

　わたしなんか、本ほんを読よむのは好すきだけど、それでも六時じ間かんも読よめない。

「みさちゃんって、えらいね。」

　真ま衣いがつぶやく。わたしとおなじことを感かんじてるみたいだ。

「ねえ、みさちゃんの記き事じも大だい事じなんだけど、こっちも見みてよ。」

　美み衣いが、ほかの三人にんの写しゃ真しんをゆびさす。

「この子こたちが、どうかしたの？」

「伯はく爵しゃくはどうして、誘ゆう拐かいの対たい象しょうにみさちゃんをえらんだの？　ひょっとしたら、伯はく爵しゃくもこの記き事じを見みてて、みさちゃんを誘ゆう拐かいしようって決きめたんじゃないかな。そしたら、ここにのってるほかの子こたちも……。」

　たしかに伯はく爵しゃくは、こういった。「あと四人にんの人にん間げんを、このオムラ・アミューズメント・パークで消けしてみせよう。」って。

　そう、まだ事じ件けんは、はじまったばかりなんだ。

「でも、それだったら、おかしいじゃない。」

　真ま衣いが右みぎ手ての指ゆびをかぞえながらいう。

「伯はく爵しゃくは今日きょう、みさちゃんを消けして、あと四人にん消けすっていったんでしょ。だったら、ぜんぶで五人にんよね。でも、この新しん聞ぶんには四人にんしかのってないよ。ひとり、数かずがあわない。」

　たしかに真ま衣いのいうとおりだ。

「だけど、まだ、この子こたちが消けされるって決きまったわけじゃないし……。」

　わたしは気き楽らくにそういったけど、なんとなくイヤな予よ感かんがした。

　大おお野のみさちゃん以い外がいの三人にんの天てん才さい児じたち──


・平へい均きん台だいでみごとな転てん回かいを決きめている『つぎのオリンピックで金きんメダル確かく実じつ：体たい操そう界かいのホープ、高たか橋はし真しん一いち（十二歳さい）』

・ドラキュラのマスクをつくっている『ハリウッドのＳエスＦエフＸエックス界かいから誘さそいの手て：天てん才さいモデラー、加か藤とう和かず夫お（十一歳さい）』

・将しょう棋ぎ盤ばんを前まえに考かんがえている『ジュニア界かいに敵てきなし。読よみの正せい確かくさはコンピュータなみ：少しょう女じょ棋き士し、鈴すず木き智とも子こ（八歳さい）』



　そして、この子こたちのインタビューも、みさちゃんのと似にたりよったりだった。

　フー……。

　思おもわず、ため息いきがでた。世よの中なか、努ど力りょくしてる人ひとは、やっぱり努ど力りょくしてるのね。

　わたしの思おもいをよそに、真ま衣いと美み衣いは、人にん数ずうの問もん題だいをずっと考かんがえている。

「それだけ考かんがえてもわかんないときは、とる手ては一ひとつよ。教きょう授じゅにききましょ。」

　わたしは窓まどぎわにいって、『テレフォン』という札ふだのついたひもをひいた。そして、糸いと電でん話わのカップを口くちにあてる。

　教きょう授じゅの洋よう館かんは、なまじっか近ちかいだけに、連れん絡らくをとるのがおっくうだ。電でん話わをするほどの遠とおさではないし（もっとも、教きょう授じゅの家いえに電でん話わはないけど）、かといって、玄げん関かんをでて、わざわざいくのもめんどくさい──そんな位い置ちにある。だから、わたしたちは糸いと電でん話わをひいたの。

　ひもをひくと、教きょう授じゅの部へ屋やで呼よび出だしのカウベルがガラゴロと鳴なる。あとは、糸いと電でん話わで話はなせばいい。

　でも、教きょう授じゅはなかなかでない。寝ねちゃったのかな……。

　教きょう授じゅの生せい活かつは、とっても不ふ規き則そく。就しゅう寝しん時じ間かん、食しょく事じ時じ間かん──そんなもの、ぜんぜん決きめてない。ねむりたいときに寝ねて、思おもいだしたらごはんを食たべる。そういう生せい活かつをしている。

　まあ、夏なつ休やすみにはいってからは、わたしたちが目めを光ひからせてるから、お昼ひるには起おきるけどね。

　二分ふんほど、ガラゴロとカウベルを鳴ならしたら、ようやく糸いと電でん話わに返へん事じがあった。

「……はい。」

　すごくねむそうな声こえ。やっぱり寝ねてたみたい。

「あっ、教きょう授じゅ。誘ゆう拐かいされた子こについて、新あたらしい情じょう報ほうを見みつけたのよ！」

「夢ゆめ水みずは、ただいま寝ねております。ピーという発はっ信しん音おんのあと、お名な前まえ、ご用よう件けんをおっしゃってください。のちほど、こちらから連れん絡らくさせていただきます。……ピー。」

　まったく……。

　糸いと電でん話わで留る守す番ばん電でん話わをするんじゃない！　おまけに、自じ分ぶんで「ピー」といったりして、みょうなとこで几き帳ちょう面めんなんだから。

　わたしは大おおきく息いきをすいこんで、いった。

「教きょう授じゅ、すぐにきて！」

　四分ぷん後ご、ブツブツいいながら、教きょう授じゅはあらわれた。

「なんだい、まったく。今日きょうは遊ゆう園えん地ちでおもいきり遊あそんで、つかれてるっていうのに。」

　この言いい方かただと、今日きょうの事じ件けんをわすれてるみたい。

「教きょう授じゅ、マジックのとき、美み衣いが大おお野のみさちゃんの顔かおに見みおぼえがあるっていってたでしょ。それで、みさちゃんのことがのってる新しん聞ぶんを見みつけたの。」

「オオノミサ……？」

　教きょう授じゅは首くびをひねっている。

「今日きょう、伯はく爵しゃくに消けされた子こよ！」

　真ま衣いの大おお声ごえに、教きょう授じゅはようやく思おもいだした。

「ああ、そうそう。で、どんな記き事じがのってるの？」

　あきれたわたしたちは、なにもいわずに、教きょう授じゅに新しん聞ぶんを見みせた。

　しばらく新しん聞ぶんをながめてから、教きょう授じゅはポツリといった。

「この子こは、ほんとにピアノが好すきなのかなあ？」

「どういうこと？」

「いくら好すきだって、毎まい日にち六時じ間かんも練れん習しゅうできるものかな。それに、土ど、日にちはずっと休やすみなく練れん習しゅうだろ。これじゃあ、ピアノをきらいになっちゃうよ。」

「でも、みさちゃんは天てん才さいピアニストだから。」

　真ま衣いが反はん論ろんする。

「天てん才さいピアニストであるまえに、まだ十歳さいの子こどもだよ。ほらここに、『いま、いちばんしたいことは？』って質しつ問もんがあるだろ。」

　それに対たいする答こたえは、『友ともだちとの長なが電でん話わ』だ。

「ぼくは、きみたち若わかい世せ代だいのことはあんまりわからないけど、友ともだちとの長なが電でん話わなんて、いつでもできる、ふつうのことなんじゃないのかい？」

　わたしたち三人にんは、顔かおを見みあわせて、うなずいた。

　たしかに、長なが電でん話わなんて、しょっちゅうだ。あんまりふつうのことすぎて意い識しきしてないけど、わたし、一週しゅう間かんで通つう算さんどれくらいの時じ間かん、友ともだちに電でん話わしてるんだろう。二時じ間かん？　三時じ間かん？

「わたし、一回かいの電でん話わで五時じ間かんって記き録ろく、持もってる！」

　美み衣いがいう。

「きみたちにとっては、それぐらいあたりまえの『友ともだちとの長なが電でん話わ』を、みさちゃんは、いちばんしたいことの答こたえにえらんでるんだよ。」

「でも、将しょう来らいの夢ゆめには、世せ界かい一いちのピアニストって答こたえてるよ。だから、みさちゃんは、やっぱりピアノが好すきなのよ。」

　真ま衣いが反はん論ろんしたけど、教きょう授じゅは首くびを横よこにふる。

「ここにお母かあさんがうつってなかったら、ぼくもその答こたえを信しんじる気きになるんだけどね。」

　教きょう授じゅが、みさちゃんの横よこにうつってるお母かあさんをゆびさした。

　眼め鏡がねをかけた、やせたお母かあさん。羽う衣い母かあさんとは、ぜんぜんちがった雰ふん囲い気きだ。

「みさちゃんは、お母かあさんがいっしょにいたから、将しょう来らいの夢ゆめは世せ界かい一いちのピアニストって答こたえたみたいな気きがするんだ。そう答こたえないと、お母かあさんをおこらせるだろうから。みさちゃんのほんとの気き持もちは、この最さい後ごの、『友ともだちとの長なが電でん話わ』にこめられてるような気きがするね。」

「…………」

「あした、午ご前ぜん中ちゅうに、みさちゃんの家いえにいってみよう。」

　わたしたちはうなずいた。

　みさちゃんの家いえにいって家か族ぞくに会あったら、なにか新あたらしいことがわかるかもしれない。

「それと、教きょう授じゅ、ここにあと三人にんの子こがのってるでしょ。こんど伯はく爵しゃくがねらうのは、この子こたちじゃない？」

　美み衣いが自じ分ぶんの発はっ見けんを教おしえた。

「それはじゅうぶん考かんがえられるね。すごい着ちゃく眼がんだ。」

　教きょう授じゅが美み衣いの頭あたまをなでなでする。美み衣いは、ほめられてうれしそうだ。

「でも、そうすると、あと四人にん消けすっていった伯はく爵しゃくのことばに、ひとり、たりないんじゃない？」

　わたしがいうと、

「かぞえまちがえたんじゃないかな。」

という教きょう授じゅの答こたえ。

　教きょう授じゅじゃあるまいし。

「とにかく、まだ、この子こたちが伯はく爵しゃくに消けされるって決きまったわけじゃないし。そこまで考かんがえなくてもいいんじゃないかな。それより、今日きょうはもう寝ねようよ。あしたも、昼ひるからはオムラ・アミューズメント・パークにいくつもりなんだから。」

「さっそく、現げん場ばの捜そう査さね。」

「いや。トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターに乗のりたいんだ。なんてったって、こっちには小お村むらさんにもらったフリー・パスがあるから。」

　頭あたまが痛いたい……。






８　ピラニアと水すい牛ぎゅうと爆ばく竹ちく






　八月がつ二ふつ日か。わたしたちは、まず大おお野のみさちゃんの家いえにいってみることにした。

　オムラ・アミューズメント・パークのある山やまのふもと、Ｙワイ市しの中ちゅう心しん部ぶの住じゅう宅たく街がい。みさちゃんの家いえには、まだ朝あさもはやいというのに、三十人にん近ちかくの取しゅ材ざいの人ひとたちがいた。マスコミの人ひとたちも、たいへんね。

　このとき、小しょう学がっ校こう時じ代だいの夏なつ休やすみの約やく束そく、『朝あさは十時じまで遊あそびにいかない。すずしいうちに勉べん強きょうしましょう。』というのを、なぜか、わたしは思おもいだした。

「どうするの、教きょう授じゅ？　こんなにおおぜい取しゅ材ざいの人ひとがいたら、中なかにはいれないわよ。」

　真ま衣いが心しん配ぱいするけど、教きょう授じゅはぜんぜん気きにしてない。

「だいじょうぶだよ。なんてったって、名めい探たん偵ていのこのぼくが、じきじきに捜そう査さしにきたんだよ。じゃまされるはずがない。」

　教きょう授じゅはそういって、どんどん玄げん関かんのほうへ歩あるいていく。

　とたんに、教きょう授じゅに気きづいた取しゅ材ざいの人ひとたちがかけよってくる。

　水すい牛ぎゅうに群むらがるピラニア──わたしは、このあいだ見みた『水すい曜よう大だい特とく番ばん──アマゾン河がわに巨きょ大だいピラニアを見みた！』というテレビ番ばん組ぐみを思おもいだした。

　でも、このピラニアたちは、教きょう授じゅという水すい牛ぎゅうにおそいかかることはできなかった。なぜなら、教きょう授じゅがいきなり爆ばく竹ちくに火ひをつけて、ばらまいたからだ。

　パパパパパパパーン！

「わやわやわややや！」

　取しゅ材ざいの人ひとたちは、びっくりして腰こしをぬかした。いままで、取しゅ材ざい中ちゅうに爆ばく竹ちくを投なげつけられたことがなかったようね。（あたりまえか。）

「だいじょうぶですか、みなさん。」

　そもそもの原げん因いんである教きょう授じゅが、すましていった。

　そして教きょう授じゅは、集あつまってるなかでいちばん美び人じんのレポーターにきく。

「みさちゃんの両りょう親しんは、取しゅ材ざいに応おうじてくれましたか？」

「いっ、いいえ。」

　まだおどろきのおさまらないレポーターが、ことばにつまる。

「むりもありませんね。大だい事じな娘むすめを誘ゆう拐かいされて精せい神しん的てきにまいってるときに、あなたたちにおおぜいおしかけてこられては。でも、ぼくがきたから、ご安あん心しんを。もうすぐ事じ件けんは解かい決けつしますよ。」

　オオー！　というどよめきがもれる。

　だけど、たいしたもんだ。これだけの取しゅ材ざい陣じんを前まえに、教きょう授じゅはまったく自じ分ぶんのペースで、好すきなことをしゃべっている。

「では、名めい探たん偵ていのぼくが、さっそく捜そう査さにのりだしましょう。」

　教きょう授じゅは、門もんをあけて玄げん関かんに進すすむ。そのあとをついていく、わたしたちとレポーターたち。

　教きょう授じゅがインターホンを鳴ならすと、

「新しん聞ぶんもテレビも、取しゅ材ざいはおことわりです！」

という、カリカリした声こえがかえってきた。これが、みさちゃんのお母かあさんだろう。

「いえ、取しゅ材ざいではありません。ぼくは、名めい探たん偵ていの夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうです。」

「ゆめみず……？」

　しばらくの沈ちん黙もくがあって、ドアがあいた。そして、つぎの瞬しゅん間かん──。

　ドバシャーン！

　教きょう授じゅは、頭あたまからバケツの水みずをかけられていた。（わたしたちと取しゅ材ざいの人ひとは、気け配はいを察さっして、ちゃんとよけた。）

　ポタポタとしずくをたらす教きょう授じゅ。

　バケツのむこうからは、さっきの数すう百倍ばいカリカリした、みさちゃんのお母かあさんの声こえ。

「あなたが、ゆめみずきょーしろうね！　よくも、人ひとが不ふ幸こうなめにあってるときに、名めい探たん偵ていごっこをして遊あそぶ気きになれるわね！」

「お母かあさん、ぼくは〝きょーしろう〟ではなく、〝きよしろう〟です。」

　名な前まえを訂てい正せいした教きょう授じゅは、もう一ぱい、バケツの水みずをかけられた。
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「どうでもいいわよ、あんたの名な前まえなんて！　うちのみさちゃんは、もうすぐコンクールなのよ。出しゅつ場じょうできなかったら、どうなると思おもってるの！　いままでの努ど力りょくが水みずのあわよ！」

　ダーツみたいにとがったことばをグサグサ教きょう授じゅにつきさして、玄げん関かんのドアがバタンとしまった。

「…………」

　この日ひの夕ゆう刊かんには、もちろん、教きょう授じゅが頭あたまから水みずをかけられた写しゃ真しんがのった。

「どうして日に本ほん人じんは、名めい探たん偵ていに理り解かいがないんだろうね？」

　みさちゃんの家いえでの捜そう査さをあきらめた教きょう授じゅがいう。

「国こく際さい化かがうたわれる今こん日にち、もっと名めい探たん偵ていという職しょく業ぎょうに理り解かいをしめさないと、日にっ本ぽんは国こく際さい社しゃ会かいからとり残のこされてしまうよ。」

　だけど、アメリカやイギリスの人ひとだって、教きょう授じゅみたいな人ひとがいきなり「名めい探たん偵ていです！」ってやってきたら、水みずをかけるような気きがするけどな……。

　取しゅ材ざいの人ひとたちは、まだ家いえの前まえでねばるつもりだけど、わたしたちは、オムラ・アミューズメント・パークにむかうことにした。

　わたし、真ま衣い、美み衣いからハンカチをとりあげ、からだをふいている教きょう授じゅは、とてもふきげんだ。（教きょう授じゅはハンカチを持もってないし、一枚まいではたりなかったの。）

　そのとき、

「すみません。」

と、だれかに声こえをかけられた。

　見みると、大だい学がく生せいぐらいのお姉ねえさんが立たっている。小こがらで髪かみの長ながい、きれいな人ひとだ。

　とたんに、教きょう授じゅのきげんがよくなった。

「どうかしましたか？」

　口く調ちょうまでかわる。

「あの、わたし、大おお野のみさちゃんにピアノを教おしえている者ものですが……。」

　女おんなの人ひとは、安あん藤どう詩うた子こと名な乗のった。

「夢ゆめ水みずさんは、名めい探たん偵ていなんですよね。」

「はい。」

「じゃあ、おねがいします。みさちゃんを助たすけてください。いえ……助たすけてっていうのは、伯はく爵しゃくから救すくってほしいってことじゃなく……もちろん、伯はく爵しゃくからも救すくってほしいんですが……。」

　詩うた子こさんは混こん乱らんしてるみたいだ。

「おちついて、ゆっくり話はなしてください。」

　教きょう授じゅの声こえは、いつになくやさしい。

「すみません。なにから話はなせばいいか、よくわからないんですが……。みさちゃんは、家いえに帰かえったとしても、幸しあわせじゃありません。」

　えっ、どうして？　誘ゆう拐かいされてた子こが家いえに帰かえれたら、幸しあわせじゃない。

　わたしはそう思おもったけど、教きょう授じゅはちがった。

「でしょうね。」

「気きづかれましたか。」

「はい。さっき、お母かあさんはこういいました。『うちのみさちゃんがコンクールに出しゅつ場じょうできなかったら、どうなると思おもってるの！』って。あのお母かあさんにとって、みさちゃんが誘ゆう拐かいされたことが不ふ幸こうなんじゃありません。みさちゃんがコンクールに出しゅつ場じょうできないことが不ふ幸こうなんです。」

　へえー。さすが教きょう授じゅ。さっき、水みずをかけられながらも、いちおう、推すい理りするところはちゃんと推すい理りしてたんだ。

「安あん藤どう先せん生せい、安あん心しんしてください。」

　教きょう授じゅが、ちゃっかり詩うた子こさんの肩かたに手てをかける。

「ぼくは名めい探たん偵ていです。犯はん人にんをつかまえるだけの警けい察さつとはちがいます。きっと、みさちゃんがいちばん幸しあわせになれるように、事じ件けんを解かい決けつしますよ。」

　このとき、わたしは教きょう授じゅをバカにする気きになれなかった。なんとなく教きょう授じゅのいったことが信しんじられる。教きょう授じゅなら、ほんとうにみんなが幸しあわせになるように事じ件けんを解かい決けつする──そんな気きがした。

　詩うた子こさんも、よく似にたことを思おもったのか、笑え顔がおで帰かえっていった。

「でも教きょう授じゅ、みさちゃんって、不ふ幸しあわせなの？」

　オムラ・アミューズメント・パーク行ゆきの冷れい房ぼうバスの中なかで、真ま衣いがきいた。

「ぼくはそう思おもうけどね。」

　座ざ席せきにこしかけた教きょう授じゅが、タバコをくわえる。わたしは、横よこからさっとうばった。

「車しゃ内ない禁きん煙えん。」

「タバコをすえないぼくもかわいそうだけど、みさちゃんもかわいそうだよ。ふつう、自じ分ぶんの子こが誘ゆう拐かいされたら、親おやは、とにかく無ぶ事じに帰かえってきてほしいって思おもうだろ。でもあのお母かあさんは、娘むすめの無ぶ事じよりも、コンクールのことを心しん配ぱいしてた。」

「…………」

「ピアノは道どう具ぐだよ。でも、それを弾ひく人にん間げんは道どう具ぐじゃない。みさちゃんは、ピアノを弾ひく道どう具ぐじゃない。」

　すこし強つよい口く調ちょうで教きょう授じゅがいう。

「亜あ衣いちゃんも、真ま衣いちゃんも、美み衣いちゃんも、幸しあわせだよ。羽う衣い母かあさんは、とてもいい人ひとだから。」

　おまけに、となりには名めい探たん偵ていが住すんでるしね、と思おもったけど、わたしはなにもいわなかった。






９　長なが年ねんやってる刑けい事じのカン






　オムラ・アミューズメント・パークは、すごい人ひと出でだった。

「なんなの、これ。」

　あきれてしまうくらいの人ひと。いっぱい人ひとがいるのを、よく〝イモを洗あらう〟って表ひょう現げんするけど、こんなに人ひとがいたら、イモも洗あらいようがないわ。

　わたしは、なにも知しらずに東とう京きょうの通つう勤きんラッシュにまきこまれた、地ち方ほう出しゅっ身しんのおばあさんの気き分ぶんだった。

「教きょう授じゅー！」

　さっそくはぐれた美み衣いの悲ひ鳴めい。

　教きょう授じゅはもちろん、わたしも真ま衣いも、美み衣いを助たすけにいこうにも身み動うごきができない。

「とにかく、このままではどうしようもない。一いち度ど、インフォメーションセンターに集あつまろう。」

　インフォメーションセンターは、正しょう面めんゲートをくぐってすぐのところにある。

　どの乗のりものがどれだけこんでいるかとか、迷まい子ごの情じょう報ほうとかを、美び人じんのお姉ねえさんたちが親しん切せつていねいに教おしえてくれる建たて物ものだ。

　今日きょうみたいにこんでいる日ひは迷まい子ごも多おおくて、インフォメーションセンターには十数すう人にんの迷まい子ごがいた。その子こたちの泣なきさけぶ声こえで、ものすごくやかましいけど、さっきまでの〝通つう勤きんラッシュ〟にくらべたら、いくらかましよ。

「すみません。呼よび出だしをしてほしいんですが。」

　教きょう授じゅが、カウンターにすわってニッコリほほえんでいるお姉ねえさんにいう。

「オムラ・アミューズメント・パークじゅうに、最さい大だいボリュームで流ながしてください。『警けい察さつの上じょう越えつ警けい部ぶ、大だい事じ件けん発はっ生せいです。すぐにインフォメーションセンターにきてください。』って。」

「よろしいんですか、警けい察さつのかたに、そのような呼よび出だし方かたをして？」

　お姉ねえさんが、笑え顔がおのままで首くびをかしげる。

　でも、小お村むら英えい二じ郎ろうさんからもらったフリー・パスを見みせると、お姉ねえさんは、ニッコリして呼よび出だしをしてくれた。

「……やっぱり、あんたか。」

　数すう分ふん後ごにあらわれた上じょう越えつ警けい部ぶは、わたしたちを見みて、はきすてるようにいった。きのうとおなじ背せ広びろが、なんとなく悲かなしい。

「あれ、どうして、よびだしたのがぼくだと思おもったんです？」

「かんたんな推すい理りだよ。」

　教きょう授じゅの得とく意いのせりふをとって、上じょう越えつ警けい部ぶがいう。

「われわれ私し服ふくの刑けい事じは、ポケットベルというものを持もっている。事じ件けんが起おこったら、すぐに連れん絡らくがつくようにな。まちがっても、民みん間かん人じんがおおぜいいる中なかで『大だい事じ件けん発はっ生せいです！』なんて呼よび出だしは、しないんだよ。」

「なるほど、なかなかの名めい推すい理りですね。さすが、警けい部ぶ。」

　教きょう授じゅはほめるけど、警けい部ぶはぜんぜん、うれしそうじゃない。

「まあ、あんたには一ひとつだけ礼れいをいっておかないとな。きのうのテレビの件けん。あれだけ派は手でにバカさわぎをやってくれたおかげで、気き球きゅうの目もく撃げき報ほう告こくが山やまのようにきてな。助たすかったよ。」

「いやあ、そんなに感かん謝しゃされても、かえってこまりますよ。」

　教きょう授じゅに皮ひ肉にくはつうじない。

「それで、気き球きゅうは見みつかったんですか？」

「ああ。オムラ・アミューズメント・パークから十キロばかり北きたの山やまん中なかでな。中なかから見みつかったのは、シルクハットに赤あかいマスクをつけた人にん形ぎょうが一ひとつ。」

「やっぱり、あの気き球きゅうはオトリですか。」

　やっぱりってことは、教きょう授じゅは、伯はく爵しゃくが気き球きゅうでにげたんじゃないって知しってたんだ。

「おそらく、ドームのお客きゃくさんが気き球きゅうさわぎでドヤドヤとおもてにでたときに、伯はく爵しゃくはみさちゃんをつれて、人ひとごみにまぎれてにげたんだろうね。」

「そこまで推すい理りしてたんなら、どうしてあのときに、お客きゃくさんを足あし止どめして、伯はく爵しゃくをつかまえなかったのよ！」

　真ま衣いが教きょう授じゅをつつく。

「だって、あのドームには一万まん人にん近ちかいお客きゃくさんがいたんだよ。その人ひとたちの中なかから伯はく爵しゃくとみさちゃんを見みつけるなんて、めんどくさいよ。そういう仕し事ごとは、推すい理り力りょくはないけど機き動どう力りょくのある警けい察さつに、まかせておけばいいのさ。……ああ、警けい部ぶ、いたんですね。」

　こまったもんだ……。目めの前まえに警けい部ぶがいるのに、よくこれだけ警けい察さつをバカにできるね。

「で、わざわざその推すい理り力りょくはないが機き動どう力りょくのあるわしをよびだして、なんの用ようなんだね？」

　まえにも書かいたけど、教きょう授じゅに皮ひ肉にくは通つう用ようしない。

　教きょう授じゅは、あっけらかんとした顔かおで警けい部ぶにきく。

「警けい部ぶ、大おお野のみさちゃんの家いえにいったんでしょ。なにか情じょう報ほうつかめましたか？」

「いいや。」

　警けい部ぶが、だるそうに首くびをふる。

「まったくなんにもなし。まあ、あの伯はく爵しゃくのことだから、身みの代しろ金きんの電でん話わをかけてきたりなどしないと思おもって、期き待たいはしなかったがな。家いえの人ひとの話はなしを聞きいても、伯はく爵しゃくの正しょう体たいをつきとめるような手てがかりはなかったし。」

「水みずをかけられませんでしたか？」

「はっ？　なんの話はなしだ？」

「いえ、たいしたことじゃないんです。」

「だけど、一ひとつだけ気きになることがあったな。」

　警けい部ぶが、鼻はなの頭あたまをかきながらいう。

「わしには娘むすめがいないからよくわからんが、あの親おやは、あんまり娘むすめのことを心しん配ぱいしてないみたいだな。」

　へえー、教きょう授じゅとおなじようなことをいってる。

「どうして、そう思おもったんです？」

「いや、べつに根こん拠きょはないんだけどな。長なが年ねんやってる刑けい事じのカンかな？」

　刑けい事じのカンってのは、バカにできないわね。

「夢ゆめ水みずさん、あんた、子こどもは？」

「……いや、いません。」

　しばらく考かんがえてから、教きょう授じゅは答こたえた。でも教きょう授じゅのことだから、もし子こどもがいたとしても、わすれてる可か能のう性せいもある。

「わしには、元げん気きだけがとりえの息むす子こがふたりいるんだけどな。べつにピアノが天てん才さい的てきに上じょう手ずってわけじゃないけど、あいつらが誘ゆう拐かいされたら……わしは気きが狂くるいそうなくらい心しん配ぱいするだろう。コンクールのことなんか、どうでもよくなるだろうな。」

　つぶやくように、警けい部ぶはいった。それを聞きいて、教きょう授じゅはうれしそうだ。

「それから警けい部ぶ、つぎに伯はく爵しゃくがねらう子こどもですが。」

「鈴すず木き智とも子こ、高たか橋はし真しん一いち、加か藤とう和かず夫お──この三人にんだろ。」

「警けい察さつもなかなか、しらべるべきことはしらべてるんですね。」

「あんたにほめられても、うれしくないな。」

「それで、当とう然ぜん、警けい察さつは、子こどもたちに警けい備びをつけてるんでしょうね。」

「あたりまえだ。それにもうすぐ、三人にんともここにやってくる。」

「なんで？　オムラ・アミューズメント・パークにきたら、あぶないじゃないの。いつ伯はく爵しゃくに消けされるかもわかんないのに！」

　さけぶわたしのほうを見みて、警けい部ぶがつづける。

「わしもそう思おもうよ、おじょうちゃん。こんな遊ゆう園えん地ちの人ひとごみの中なかじゃ、警けい備びするにも限げん度どがある。いちばんいいのは、家いえの中なかにとじこめて、伯はく爵しゃくが手て出だしできないようにすることなんだ。」

「だったらどうして……。」

「高たか橋はし、鈴すず木き、加か藤とうの三人にんは、大おお野のみさとおなじような生せい活かつを送おくってる。毎まい日にち、体たい操そうの練れん習しゅうやら将しょう棋ぎの勉べん強きょうだ。子こどもらしい遊あそびなんて、ぜんぜんしてない。そして三人にんとも、今日きょうのオムラ・アミューズメント・パーク行ゆきを、ずいぶんまえから楽たのしみにしていたそうだ。そんな話はなしを聞きいたら、警けい察さつの面めん目もくにかけても、家いえにとじこめておくわけにはいかんだろ。」

「三人にんが三人にんとも、今日きょう、オムラ・アミューズメント・パーク行ゆきを計けい画かくしてたのは、偶ぐう然ぜんですか？」

　美み衣いがきいた。

「……偶ぐう然ぜんだと信しんじたいな。」

　わたしもそう思おもいたい。もしこれが偶ぐう然ぜんじゃなく、伯はく爵しゃくが計けい画かくした必ひつ然ぜんだったら──。

　すでに伯はく爵しゃくの手ては、三人にんにのびていることになる。すでにわたしたちは、伯はく爵しゃくの脚シナ本リオのとおりに動うごかされる登とう場じょう人じん物ぶつということになる……。

「安あん心しんしなさい、おじょうちゃん。」

　警けい部ぶが、やさしい目めでわたしたち三人にんを見みる。

「この名めい探たん偵ていさんにいわせると、警けい察さつには機き動どう力りょくしかないみたいだが──。」

　警けい部ぶの教きょう授じゅを見みる目めは、とてもキツい。

「その機き動どう力りょくをフルに使つかって、なんとしてでも三人にんを守まもるよ。」

　そのとき、インフォメーションセンターに小お村むらさんがやってきた。

「警けい部ぶさん、夢ゆめ水みずさん、伯はく爵しゃくからメッセージがとどきました。」

　とたんに、警けい部ぶの顔かおからやさしさが消きえた。

「手て紙がみですか？」

　そうきく教きょう授じゅは、いつもどおりの無む表ひょう情じょう。

「いえ。きのうとおなじ、電でん光こう掲けい示じ板ばんです。メッセージの内ない容ようは──。」

　手てにしたメモを、小お村むらさんは読よみあげる。

「『本ほん日じつ、三人にんの子こどもを消けしてごらんにいれよう。警けい察さつは消けされる子こどもの情じょう報ほうを得えているかもしれないが、ここにきちんともうしあげる。三人にんのうちのひとりは高たか橋はし真しん一いち、もうひとりは加か藤とう和かず夫お、さいごのひとりは鈴すず木き智とも子こ。すでに舞ぶ台たいの幕まくはあいている。まもなく三人にんは、このオムラ・アミューズメント・パークにあらわれ、そして消きえるだろう。わたしをとめることは、だれにもできない。』──以い上じょうです。このメッセージを見みて、お客きゃくさんは大おおさわぎ──というか、大おおよろこびです。」

「みんな、昨さく夜やのニュースを見みて、オムラ・アミューズメント・パークにきた人ひとばっかりでしょうから。」

　教きょう授じゅがひややかにいう。

「人ひとの不ふ幸こうを見みにくるゲス野や郎ろうどもめ！」

　警けい部ぶはおこっている。

「一いっ般ぱんの人ひとたちにとっては、この事じ件けんも、遊ゆう園えん地ちのイベントの一ひとつみたいなものなんです、自じ分ぶんに火ひの粉こがふりかかるまでは、他た人にんの不ふ幸こうを笑わらって見みていられる人ひとたちばかりですよ。警けい部ぶ、その人ひとごみの中なかで、三人にんの子こどもを守まもりきれますか？」

「あんたはどうなんだい？」

　しばらくのあいだ、にらみあう教きょう授じゅと警けい部ぶ。

　さきに口くちをひらいたのは教きょう授じゅのほうだった。

「ぼくは、さっきからの警けい部ぶの話はなしを聞きいていて、あなたとなら協きょう力りょくしてもいいって気きになってるんですけどね。」

「わしは、あんたみたいな生なま意い気きな男おとこは好すかんが、あんたがかなりの推すい理り力りょくを持もってることは、総そう監かんの話はなしを聞きいてわかってる。」

「手てを組くみますか？」

　教きょう授じゅが右みぎ手てをさしだす。

「今日きょうのところだけはな。」

　警けい部ぶが、その手てをパンとたたいた。






10　ふたりめと三人にんめと四人にんめの消しょう失しつ






　いた！

　正しょう面めんゲートでチケットを見みせて、高たか橋はし真しん一いちくんがはいってくる。

　白しろいＴティーシャツにジーパンというありふれたファッションだけど、ピシッとキマッテル。白しろいＴシャツなんて、ベーシック中ちゅうのベーシックで、着きこなすの、むずかしいのにね。

　そして背せ中なかには、黒くろいデイパック。

　十二歳さいっていうことは、わたしより一ひとつ下したなんだけど、そうは見みえない。体たい操そうをやってるだけあって、からだはしまってるし、背せも高たかい。（わたしとおなじくらいかな。）

　高たか橋はしくんは人ひとごみの中なかを、流ながされることなく、スイスイ移い動どうする。男おとこの子こにしては長ながい髪かみがなびいている。

　高たか橋はしくんを警けい備びしている警けい察さつの人ひとは、すぐにわかった。高たか橋はしくんの動うごきをまねして人ひとごみの中なかを泳およごうとしてるんだけど、運うん動どう神しん経けいのちがいか、おぼれている。そんな人ひとが、ひとり、ふたり……ぜんぶで四人にん。

　わたしは、五人にんめのガードマンとして、高たか橋はしくんのあとを追おった。




　警けい部ぶと協きょう力りょくすることになったわたしたちは、それぞれ役やく割わりを決きめた。発はつ案あん者しゃは警けい部ぶだ。

「おじょうちゃんたち、それとなく、子こどもたちのそばについててくれないかな。警けい察さつの人にん間げんもそばにいることはいるんだが、なんせ、イカツイやつばかりだ。子こどもが乗のりものに乗のったとき、そばにいるわけにいかんだろ。」

「どうして？」

「目めつきの悪わるい警けい官かんがそばにいたら、せっかくの楽たのしい気き分ぶんが、だいなしになるだろ。だが、おじょうちゃんたちなら、いっしょに乗のりものに乗のっても、べつに違い和わ感かんがない。」

　なるほど。

「わしはな、今日きょうは三人にんに、できるだけふつうの子こどものように楽たのしんでほしいんだよ。天てん才さい児じなんかじゃなく、遊ゆう園えん地ちを楽たのしみにしてた、ふつうの子こどもみたいにな。」

「警けい部ぶ……やさしいんだ。」

「おじょうちゃんたちも、大おおきくなって子こどもができたら、わしの気き持もちがわかるよ。」

「よし。では、役やく割わり分ぶん担たんを決きめよう！」

　ちっともやさしくなくて、人ひとの気き持もちもわからない教きょう授じゅが、元げん気きにいう。

「亜あ衣いちゃんは高たか橋はし真しん一いちくんのガード。真ま衣いちゃんは加か藤とう和かず夫おくん。美み衣いちゃんは鈴すず木き智とも子こさん。」

「わたしもお手て伝つだいしましょう。」

　小お村むら英えい二じ郎ろうさんがいってくれた。

「では小お村むらさんは、美み衣いちゃんといっしょに、鈴すず木きさんのガードをしてください。」

　教きょう授じゅが、美み衣いに小お村むらさんをくっつけた。

　これは正せい解かいだと思おもう。美み衣いが、わたしたち三人にんのなかで、いちばん心しん配ぱいだ。教きょう授じゅもわけわかんないとこがあるけど、美み衣いもよく似にている。

「美み衣いちゃん、よろしく。」

　小お村むらさんが美み衣いと握あく手しゅする。まったく、ていねいな人ひとだ。（なんてったって、この暑あついのに、キチンと背せ広びろの上うわ着ぎを着きてるんだからね。）

「では三人にんに、これをわたしておこう。」

　警けい部ぶが小こ型がた通つう信しん機きを、ひとりずつにわたす。

「有ゆう効こう通つう信しん距きょ離りは二十キロ。オムラ・アミューズメント・パークの中なかにいるかぎり、だいじょうぶだよ。」

「警けい部ぶは、どこにいるんです？」

「わしは、きのうのドームの中なかにつくった、警けい察さつの本ほん部ぶにいるよ。なにかあったら、１番ばんのボタンをおせば、わしと連れん絡らくがとれる。」

　警けい部ぶが通つう信しん機きの使つかい方かたを教おしえてくれる。

「よし、これで役やく割わり分ぶん担たんはかんぺきだ！　さあ、いよいよ、きみたち肉にく体たい労ろう働どう派はの活かつ躍やくするときがきた。真ま夏なつのふりそそぐ日ひざしのもと、がんばってきてくれたまえ！」

　気き合あいのはいった教きょう授じゅの声こえ。

「そういう教きょう授じゅは、どうするの？」

「ぼくは、冷れい房ぼうのきいたこのインフォメーションセンターで、灰はい色いろの脳のう細さい胞ぼうをひやしておくからね。」

　……こまったもんだ。




　さすがに体たい操そう界かいのホープ、高たか橋はしくんはよく動うごく。ゲームコーナー、みやげもの屋や、世せ界かいの人にん形ぎょう展てんのイベント会かい場じょう……。つかれを知しらない高たか橋はしくんについていくだけで、わたしはふらふらよ。（でも、警けい察さつの人ひとたちは、もっとふらふらみたい。）

　そして高たか橋はしくんは、オムラ・アミューズメント・パークの超ちょう人にん気き乗のりものの一ひとつ、トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターの列れつにならんだ。

　バイトのお兄にいさんが、『待まち時じ間かん二十分ぷん』と書かいた看かん板ばんを持もっている。

　警けい察さつの人ひとたちは、ならぼうかどうしようかと、まよっている感かんじ。

　わたしは、通つう信しん機きの１番ばんのボタンをおした。

「もしもし、警けい部ぶですか？」

　──はい、こちら上じょう越えつ警けい部ぶ。

「こちら亜あ衣いです。高たか橋はしくんはいま、トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターの列れつにならびました。わたしは、どうしましょうか？」

　──なんだね、その、トリケラトプスナンタラカタラってのは？

「ジェットコースターです。」

　──大人おとなが乗のると目め立だつものかね？

「あんまり大人おとなは乗のってませんね。」（よろこんで乗のってるのは、うちの教きょう授じゅくらいだ。）

　──わかった。警けい察さつの者ものは、そのまわりで待たい機きさせよう。で、亜あ衣いちゃんは、目め立だたないように高たか橋はしくんのそばに乗のってくれないかね。

「わかりました。」

　──だが、あぶなくなったら、すぐににげるんだよ。

「わかってます。」

　走はしってるジェットコースターからどうやってにげるのよ、と思おもったけど、わたしは、警けい部ぶのやさしい心こころづかいがうれしかった。

　高たか橋はしくんのうしろに数すう人にんがならんだのを見みて、わたしはそのあとについた。

　警けい察さつの人ひとたちに目めくばせすると、警けい部ぶからの連れん絡らくがいってるのか、かるくうなずいて、ジェットコースターのまわりに散ちっていった。

　順じゅん番ばん待まちの列れつは、ひからびる寸すん前ぜんのミミズみたいに、ジリジリ進すすんでいく。そのうち、ならぶのに耐たえられなくなったのか、高たか橋はしくんとわたしのあいだにいた人ひとは、ひとりへり、ふたりへりして、背せの高たかい男おとこの人ひとがひとりだけになってしまった。

　わたしは、その男おとこの人ひとが伯はく爵しゃくじゃないかと思おもって、さりげなく顔かおをのぞきこんだ。

　背せかっこうはよく似にてるんだけど、顔かおがちがった。三十歳さいくらいのおじさん。おまけに、目めも銀ぎん色いろじゃない。

　やがて、わたしたちの乗のる順じゅん番ばんがやってきた。

　トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターは、ふたり乗のりの車しゃ両りょうがぜんぶで十両りょうある、二十人にん乗のりのジェットコースターだ。

　高たか橋はしくんとさっきのおじさんが、わたしの前まえの九両りょうめの車しゃ両りょうに乗のる。

　頭あたまの上うえからセーフティレバーをおろし、からだを固こ定ていする。

　このセーフティレバーは、いったん走はしりだすと、とまるまではぜったいにはずせない。それぐらいしっかりしたものじゃないと、命いのちがいくつあってもたりないのよ、このトリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターってのは。

　わたしも、セーフティレバーでからだをとめる。その瞬しゅん間かん、もう自じ分ぶんはにげられないんだなと思おもって、おなかの下したがスッとした。

　だいたいわたしは、こういった乗のりものが苦にが手てだ。とくにトリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターっていうのは、わたしたち三人にんのなかでいちばん運うん動どう神しん経けいのいい真ま衣いに、「二に度どと乗のりたくない。」といわせるほどのもので、みんなはこのジェットコースターを、恐きょう怖ふの念ねんをこめて、〝悪あく魔まの絶ぜっ叫きょうコースター〟とよぶ。

　最さい高こう速そく度どが時じ速そく四百キロをこえるこのジェットコースター。乗じょう客きゃくの半はん分ぶんは気きをうしなう。これによろこんで何なん回かいも乗のれるのは、教きょう授じゅくらいのもんだ。

　いよいよ、そのジェットコースターが動うごきだす。




　最さい初しょ、トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターは、うしろ向むきに百メートルの高たかさまでのぼる。そして、百メートルの高たかさにさかさまで宙ちゅうづりにされてから、いっきに全ぜん長ちょう六キロのコースをかけぬける。

　ガタンゴタン、ガタンゴタン……。

　このときは、ゆっくりゆっくり進すすむ。この進すすみ方かたが、かえってこわい。ほーら、だんだんこわくなるぞ、もうすぐだぞ！　って、このジェットコースターがいってるみたいで、おへそがムズムズする。

　最さい初しょは水すい平へいだった車しゃ両りょうが、だんだん逆さか立だちしていく。

　ガタンゴタン、ガタンゴタン……。

　ふと、思おもった。

　もし……もし伯はく爵しゃくが、事じ前ぜんにジェットコースターで高たか橋はしくんを消けす細さい工くをしていたら……。

　ビクッとからだがふるえる。恐きょう怖ふが二乗じょうになって、わたしをおそう。（恐きょう怖ふ×恐きょう怖ふ！）

　そして、もうすぐ百メートルの高たかさになろうというとき、前まえのおじさんのあたりから、パリペリという音おとが聞きこえた。

　……なんの音おと？

　おじさんを見みると、パックをはがすみたいに顔かおの皮かわをはいでいる。
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　つぎに、目めに指ゆびをあてる。まるで、コンタクトレンズをはずすときみたいに。

　そしておじさんは、わたしのほうにふりむいた。

　銀ぎん色いろの瞳ひとみ。その顔かおは──。

「はっ、はくしゃく～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～う！」

　いっきに自由落下フリーフォールするジェットコースターのせいで、わたしの悲ひ鳴めいも自由落下フリーフォールする。

　うわわわわわわわわ～～～～～～～～！

　わたしは、これからの人じん生せいで、ぜったいに飛とびおり自じ殺さつをしないだろう。断だん言げんしてもいい。だって、トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターの自由落下フリーフォールは、むちゃくちゃこわいんだもん。こんなこわい思おもいするぐらいなら、死しんだほうがマシよ！　っていうくらい、こわい。（あー、もう思し考こうもメタメタよ！）

　そして、つづけざまに大だい小しょうのコーナー！

　右みぎ、左ひだり、大おおきく右みぎ、そして左ひだり。

　ちょっと右みぎのつぎに、大おおきく右みぎ、みぎ、みぎゃ～～！

　いっ、息いきができない！

　悲ひ鳴めいをあげようにも、肺はいからは空くう気きがみんなにげてしまって、さけぶこともできやしない。

　がまんよ、なにも永えい遠えんにこのジェットコースターが走はしりつづけるわけじゃなし、ほら、もうつぎの二回かいのループがおわれば、半はん分ぶんすぎるんだもん。

　ほーら、二回かいのル～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～プ！

　せっ、世せ界かいがグチャグチャよ～～！

　血ちは逆ぎゃく流りゅうし、髪かみの毛けは逆さか立だつ。恐きょう怖ふで髪かみの毛けが白しろくなってないことを祈いのるわ。

　そのとき、わたしは聞きいた。前まえのおじさん──伯はく爵しゃくが、楽たのしそうにクックックッと笑わらっているのを。

　狂くるってるわ。やっぱり伯はく爵しゃくは狂くるってる。どうして、このジェットコースターに乗のって、楽たのしそうに笑わらえるのよ！

　ダブルループがおわって直ちょく線せん。ここで、ジェットコースターは時じ速そく四百キロをこえる。

　顔かおの筋きん肉にくが、風ふう圧あつでうしろにひっぱられる。（真ま衣いや美み衣いにはこの顔かお、見みせられない。）

　そして、とつぜんの闇やみ。

　トンネルにはいったのね。とつぜん、視し界かいがまっ暗くらになり、恐きょう怖ふが三乗じょうになる。（恐きょう怖ふ×恐きょう怖ふ×恐きょう怖ふ！）

　かけくだり、またのぼりながら約やく五百メートルのトンネルをぬけ、ジェットコースターは、ふたたび百メートルの高たかさへ。

　そして最さい後ごに、真ま横よこへの三回かい転てん。

　一いち度ど、停てい止しに近ちかいスピードまで減げん速そくし、そこから五十メートルをいっきにかけおりる。そして、そのスピードのまま、真ま横よこに大おおきな円えんをえがくように三回かい転てんする。

　五十メートルの上じょう空くうで、遠えん心しん力りょくでふっとばされそうになる恐きょう怖ふ──想そう像ぞうできる？

　まえに乗のったときは、トンネルのところで気きをうしなったので、この真ま横よこ三回かい転てんは、はじめての経けい験けん。

　ぎゃわわわわわわ～～～～～～～～～！

　右みぎ目めに地じ面めんが、左ひだり目めに青あお空ぞらがうつる。気き分ぶんは、脱だっ水すい機きの中なかの洗せん濯たく物ものよ！

　そして……ジェットコースターはとまった。

　フー。

　なにはともあれ、わたしは大おおきく深しん呼こ吸きゅうした。息いきができることのよろこび。生いきていることのすばらしさ。目めに見みえるものすべてが新しん鮮せんだ。

　このとき、わたしは詩し人じんだった。

　セーフティレバーが自じ動どう的てきにあがる。わたしは、なにげなく前まえを見みて、そして、ジェットコースターに乗のってたとき以い上じょうの恐きょう怖ふを感かんじた。

　高たか橋はしくんと伯はく爵しゃくがいない！

　わたしは足あしをもつれさせながらジェットコースターから飛とびおりて、前まえの人ひとの顔かおをのぞきこんだ。

　ちがう。前まえに乗のってたのは、中ちゅう学がく生せいくらいのカップルだ。高たか橋はしくんと伯はく爵しゃくじゃない……。

　わたしは、いそいそとジェットコースターからおりる人ひとたちをながめた。（そういえば、だれも気き絶ぜつしてないな。）

　……いない。

　わたしは車しゃ両りょうの数かずをかぞえてみた。一、二……九。九両りょうしかない！

　高たか橋はしくんと伯はく爵しゃくは、自じ分ぶんたちの乗のった車しゃ両りょうごと、煙けむりのように消きえてしまった……。

　くらくらする頭あたまで、わたしは腕うで時ど計けいを見みる。ミッキーマウスの右みぎ手てと左ひだり手てが、２と12をさしていた。

　午ご後ご二時じ──高たか橋はしくんが消きえた。




　あー、まったく運うんがない！

　なんでわたしが、加か藤とう和かず夫おの警けい備びなのよ。どうせなら、高たか橋はしくんの警けい備びをしたかった。高たか橋はしくんは体たい操そう選せん手しゅ。わたしもスポーツ万ばん能のうだから、きっと話はなしがあったのに……。

　それがなんで、〝人にん形ぎょうオタク〟みたいな加か藤とうを警けい備びしなくちゃいけないんだ！

　加か藤とうが目めの前まえを、ひょこひょこ歩あるいていく。ふだんの運うん動どう不ぶ足そくがたたってるのか、その動うごきはトロい。まあ、どこにいっても目め立だつかっこうをしてるから、すぐにわかるけどね。

　加か藤とうのファッションは、モスグリーンの迷めい彩さい服ふくの上じょう下げ、足あしもとは編あみあげのブーツ、それから、戦せん争そうごっこ（サバイバルゲームっていうんだっけ？）で使つかう、ゴーグルみたいな眼め鏡がね──はっきりいって、これは遊ゆう園えん地ちに遊あそびにくるようなかっこうじゃない。

　加か藤とうは、この手てのタイプに多おおい小こ太ぶとりの体たい型けいではない。背せも、わたしとおなじくらいだから、小しょう学がく生せいにしては高たかいほうだ。もっとファッションに気きをつけたら、女おんなの子こにモテるのに。

　ほかの人ひとと目めをあわすのをこわがっているのか、うつむきかげんに、加か藤とうは人ひとごみの中なかを歩あるいていく。

　ゲームコーナーで三十分ぷんくらいシューティングゲームをする加か藤とう。

　せっかく遊ゆう園えん地ちにきたんだから、もっと太たい陽ようの下したで元げん気きに乗のりものにでも乗のって、活かつ動どう的てきにすごさんかい！　──とどなりたくなるのをがまんして、じっとつきあうわたし。

　わたしのそばで四人にんの私し服ふく警けい官かんが、ちらちらと加か藤とうを見みている。

　時と計けいを見みると、もう午ご後ご二時じ。

　加か藤とうはハンバーガーショップへいって、チーズバーガーを三個こも食たべる。こんなによく食たべるのに太ふとらないのは、きっと、栄えい養よう吸きゅう収しゅう率りつが悪わるいんだろう──とかいいながら、わたしも、しっかりフィッシュバーガーを四よっつ食たべる。

　そのあと、トイレへいってから（食たべたら、だす──じつに本ほん能のう的てきな行こう動どうね）、加か藤とうはミラーハウスにむかった。

　オムラ・アミューズメント・パークのミラーハウスは、ほかの遊ゆう園えん地ちのとすこしちがっている。（こう書かくと、ほかの施し設せつはかわってないように思おもうでしょうけど、はっきりいって、オムラ・アミューズメント・パークに、ふつうの遊ゆう園えん地ちにあるまともな施し設せつはない。）

　ミラーハウス自じ体たいが巨きょ大だいな迷めい路ろになっていて、迷めい路ろだけでもずいぶん複ふく雑ざつなつくりになってるのに、そこへ鏡かがみがくわわっているので、なかなかでてこられない。

　入いり口ぐちと出で口ぐちにはカウンターがついていて、はいった人ひととでた人ひとの数かずが正せい確かくにわかるようになっている。だから、閉へい館かん時じ間かんになっても入いり口ぐちと出で口ぐちのカウンターの数かずがあわないときは、捜そう索さく隊たいが出しゅっ発ぱつする。

　いままでに最さい短たん時じ間かんでこのミラーハウスをでた記き録ろくは、二十分ぷん三十一秒びょう。加か藤とうの警けい備びがなかったら、わたしも記き録ろくに挑ちょう戦せんしたいんだけどな。

　加か藤とうが、入いり口ぐちのカウンターで入にゅう館かん時じ間かんをチェックする。警けい察さつの人ひとたちは、入いり口ぐちと出で口ぐちにふたりずつわかれた。

　では、わたしは、加か藤とうを追おって中なかへはいることにしよう。




　中なかは暗くらい。ぎりぎり、まわりが見みえるくらいに、照しょう明めいがしぼってある。

　鏡かがみとガラスの迷めい路ろ──通つう路ろの幅はばは一メートルもない。高たかさも二メートルちょっと。閉へい所しょ恐きょう怖ふ症しょうぎみの人ひとなら、たまらない。

　とつぜん、目めの前まえに美み衣いがあらわれる。……それとも、亜あ衣い？

　ちがった。それは、鏡かがみにうつった真衣わたしだった。

　わたしをとりかこむように鏡かがみがおかれていて、わたしがふたりいたかとおもうと、場ば所しょをすこし動うごかすと、六人にんになったりする。いっつも自じ分ぶんとおなじ顔かおの亜あ衣いや美み衣いにかこまれてるから、わたしはたいしておどろかないけど、はじめての人ひとならびっくりするでしょうね。

　えっと、いまはそんなことを考かんがえてるときじゃない。加か藤とうの警けい備びをしてるのよ。集しゅう中ちゅうしなくちゃ。

　でも、このミラーハウス、どっちにいったら出で口ぐちにいけるのかも、よくわからない。

　道みちが六むっつにわかれている。わたしは目めをつぶって、適てき当とうに指ゆびをさし、方ほう向こうを決きめた。

　動うごくたびに、鏡かがみにうつったわたしが、ふえたりへったりする。

　でられるのかな……。

　イヤな考かんがえが頭あたまをよぎる。

　そのときわたしは、足あしでなにかをけった。

　カツッ。

　あれ、これは……？

　強きょう化かプラスチック製せいの、ゴーグルみたいな眼め鏡がね。加か藤とうがかけてたものだ。その眼め鏡がねが落おちてるってことは……。

　ゾワッと首くびすじの毛けが逆さか立だつ。さっき感かんじたイヤな考かんがえとはくらべものにならないくらいの不ふ安あんが、わたしをおそう。

「おーい、加か藤とうくーん！」

　よんでみたけど、返へん事じはない。わたしの声こえは、迷めい路ろのかべにすいこまれて消きえる。

　そのかわりに聞きこえてきたのは、ピアノの音おとだった。鏡かがみとガラスの迷めい路ろにしずかに流ながれるピアノの澄すんだ音おと。わたしは音おん楽がくの知ち識しきがないからよくわかんないけど、どんなにクラシックが好すきな人ひとでも、まっ暗くらなミラーハウスで、ピアノ曲きょくなんかききたいとは思おもわないよね！

　カミソリで背せ中なかをなでられてるみたいに、不ぶ気き味みな雰ふん囲い気き。

　で、こわくなったわたしは、やみくもに走はしりだした。

　とちゅう、なにもないと思おもってつっこんだところにガラスがはってあって、三回かい頭あたまを打うったけど、わたしはなんとか、おもてにとびだした。時じ間かんは三十四分ぷん。新しん記き録ろくにはならないけど、なかなかはやかったじゃない。

　そしてわたしは、出で口ぐちで見み張はっていた警けい察さつの人ひとにきく。

「ねえ、加か藤とうくんは？」

「えっ、いや、まだでてきてないよ。」

　本ほんなんかによくでてくる〝血ちの気けがひく〟ってのを実じっ感かんする。

　わたしは、あわてていった。

「入いり口ぐちで見み張はってる人ひとにいって。もうだれもミラーハウスの中なかにいれさせないようにって。ひょっとすると加か藤とうくんは、もう、伯はく爵しゃくに消けされてるかもしれない。」

　警けい察さつの人ひとが、びっくりして通つう信しん機きをだす。

　わたしは出で口ぐちの人にん数ずうカウンターを見みた。

　七百四十六人にん。

　そして、ミラーハウスの外そとを走はしって入いり口ぐちにまわった。中なかを通とおると三十四分ぷんだけど、外そと側がわを走はしれば五分ふんだ。

　入いり口ぐちでは、大おおきなからだの警けい察さつの人ひとがどっしり立たって、だれも中なかへいれないようにしていた。

「ねえ、加か藤とうくんが、こっちからでてこなかった？」

「いや、入いり口ぐちからでてきた者ものはいないな。」

　わたしは人にん数ずうカウンターを見みる。

　七百五十八人にん。

　フーッ。なんか、すごくつかれた気き分ぶん。わたしは日ひかげをさがして、すわりこんだ。

　空そらを見みると、今日きょうも元げん気きに入にゅう道どう雲ぐもがでている。

　夏なつ休やすみなんだ。

　腕うで時ど計けいの針はりは、午ご後ご三時じ三十分ぷん。




　午ご後ご四時じ三十分ぷんになって、ミラーハウスの客きゃくがぜんぶでたと、出で口ぐちのほうから連れん絡らくがはいった。でてきた人にん数ずうは七百五十八人にん。だけど、そのなかに加か藤とうはいなかった。

　はいった人ひとは七百五十八人にん。でてきたのも七百五十八人にん。きちんと数かずはあう。でも、そのなかに加か藤とうはいなかった……。




　わたしは運うんがいい！

「ほら、美み衣いちゃん、アイスクリーム。」

　小お村むらさんが、『氷ひょう菓か』と書かかれた自じ販はん機きロボットからアイスクリームを買かって、わたしてくれる。とっても冷つめたくて、あまい。

　わたしが見み張はってる鈴すず木きさんは、おとなしそうな女おんなの子こだった。モノトーンのワンピースに水みず玉たまのスカート。長ながいサラサラのストレートヘアに丸まる眼め鏡がね。ちょっと見みには、将しょう棋ぎの天てん才さい少しょう女じょにはちっとも見みえない。（じゃあ、どんなスタイルなら将しょう棋ぎの天てん才さい少しょう女じょらしいんだときかれても、こまるけどね。）

　鈴すず木きさんがオムラ・アミューズメント・パークにあらわれたのは、午ご後ご三時じ。亜あ衣いや真ま衣いは、はやくからこの暑あつい中なかを見み張はりにいってるけど、わたしは、インフォメーションセンターでのんびりできた。

　で、警けい察さつの人ひとから鈴すず木きさんがきたって報ほう告こくをもらって、小お村むらさんとわたしが出しゅつ陣じんしてきたってわけ。

　鈴すず木きさんの見み張はりは、のんびりしたもの。彼かの女じょは、乗のりものに乗のるでもなく、ふらりふらりといろんなイベントを見みている。だから、それにつきあうわたしと小お村むらさんも、ふらりふらりとあとをつける。

　警けい察さつの人ひとは、警けい部ぶから連れん絡らくをもらって、姿すがたを消けした。どうやら、高たか橋はしくんと加か藤とうくんが消きえた現げん場ばへむかったみたいだ。だから、鈴すず木きさんの見み張はりは、わたしと小お村むらさんのふたりだけ。

　でも、こののんびりした見み張はりも、鈴すず木きさんが『サマー・ロック・フェスティバル』の会かい場じょうにいくまでのことだった。

　会かい場じょうは、すごい人ひと出で。黄き色いろの髪かみをしたニワトリみたいにやせたお兄にいさんが、舞ぶ台たいにでている。どこがいいのか、何なに語ごかわからない歌うたにキャーキャー夢む中ちゅうになってる女おんなの人ひとの群むれ、群むれ、群むれ……。

　わたしは、鈴すず木きさんをすぐに見みうしなった。鈴すず木きさんだけでなく、小お村むらさんまで見みうしないかける。

「美み衣いちゃん、こっち、こっち！」

　背せの高たかい小お村むらさんが背せのびして、人ひとごみの中なかから鈴すず木きさんを見みつけてくれた。でも、わたしに見みえるのは、のびあがってうでをふりあげる、お姉ねえさんたちの背せ中なかやわき腹ばらだけ。

「こっち、こっち。」

　小お村むらさんに手てをひいてもらいながら、わたしは人ひとごみの中なかを進すすんだ。

　いつのまにかわたしたちは、『サマー・ロック・フェスティバル』の会かい場じょうをぬけだしていた。

「ほら、鈴すず木きさんはこの中なかにはいったよ。」

　小お村むらさんが、会かい場じょうの横よこにある小ちいさな二階かい建だての蠟ろう人にん形ぎょう館かんをゆびさす。

　ちょっとした建たて売うり住じゅう宅たくくらいの大おおきさ。おもてに『世せ界かいの蠟ろう人にん形ぎょう展てん』と派は手でに書かかれているけど、あんまりお客きゃくははいってないみたいだった。二階かいにはヨーロッパふうの外そとびらきの窓まどがついていて、そこからすこしだけ、中なかにならんでいる蠟ろう人にん形ぎょうが見みえる。入いり口ぐちから、Ｂビー・Ｇジー・Ｍエムに使つかわれているピアノのピロンペロンという音おとがこぼれてくる。

　なんで鈴すず木きさんは、こんなイベントばっかり見みるんだろう。

「はいってみますか？」

　小お村むらさんにいうと、

「いや。いきちがいになってもこまるからね。この建たて物ものは、一階かいに入いり口ぐちが一ひとつあるだけだから、ふたりでそこを見み張はってることにしよう。」

　さすが、オムラ・アミューズメント・パークをつくった小お村むらさん。どの建たて物ものがどうなってるか、ちゃんと知しってるんだ。

　蠟ろう人にん形ぎょう館かんの入いり口ぐちが見みえる日ひかげに腰こしをおろして、小お村むらさんとわたしは、のんびり待まつことにした。

　ときおり前まえを通とおる自じ販はん機きロボットから、小お村むらさんが、タコ焼やきやジュースを買かってくれる。ああ、ほんとにわたしは運うんがいい。

　高たか橋はしくんや加か藤とうくんの見み張はりについた亜あ衣いや真ま衣いは、なんて不ふ幸こうなんだろう。これも、わたしの日ひごろの行おこないがいいせいね──なんて、ほんわかしていられたのも、午ご後ご五時じの蠟ろう人にん形ぎょう館かんの閉へい館かん時じ間かんがくるまでだった。

　閉へい館かん時じ間かんになっても、鈴すず木きさんはでてこなかった！

　係かかりの人ひとが、蠟ろう人にん形ぎょう館かんの入いり口ぐちにかぎをかけようとしている。

　わたしと小お村むらさんは、あわてて係かかりの人ひとにきいた。

「ちょっと、まだ中なかに人ひとがいるはずですが。」

　すると、係かかりの人ひとはびっくりして、

「そんなはずはありませんよ。わたしは中なかを、ぜんぶしらべてきたんですから。」

といった。

「でも、はいった女おんなの子こがひとり、まだでてきてないんだ。」

　小お村むらさんがいう。係かかりの人ひとは、小お村むらさんがいるのにびっくりして（小お村むらさんはオムラ・アミューズメント・パークのオーナーだもん）、ほんとに中なかにはだれもいないってことを、くりかえした。

「よし、じゃあ、わたしが見みてこよう。」

　小お村むらさんが中なかにはいろうとする。

　いっしょにいこうとしたわたしは、小お村むらさんにとめられた。

「あぶないから、美み衣いちゃんは、ここで待まっていてくれないか。」

　そして、わたしの耳みみに口くちをよせて、小こ声ごえでいった。

「係かかりの人ひとから目めをはなすんじゃないよ。ひょっとすると、彼かれが伯はく爵しゃくかもしれない。」

　わたしは、おどろいて係かかりの人ひとを見みた。この、どこにでもいる人ひとのよさそうな四十歳さいくらいのおじさんが、伯はく爵しゃく……？

「じゃあ、しらべてくる。」

　背せ広びろの上うわ着ぎのすそをきちんとととのえて、小お村むらさんは中なかにはいっていった。

　わたしは、係かかりの人ひとがにげださないように、彼かれのシャツのすそをつかんで待まった。係かかりの人ひとは、なんでわたしがシャツをつかんでいるのかわからないので、不ふ思し議ぎそうにわたしを見みている。

　小お村むらさんがはいって二分ふんぐらいして、蠟ろう人にん形ぎょう館かんの窓まどに、だれかの顔かおがうつった。

　小お村むらさんかな？　いや、ちがう。小お村むらさんにしては、ずいぶん小ちいさい。

　よく見みると、それは鈴すず木きさんだった。鈴すず木きさんの無む表ひょう情じょうな顔かおが、わたしたちを見みおろしていた。
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「鈴すず木きさん……。」

　声こえをかけようとしたら、その顔かおはスッと中なかに消きえてしまった。

　やっぱり、鈴すず木きさんは中なかにいるんだ。

　でも、しばらくして蠟ろう人にん形ぎょう館かんからでてきたのは、小お村むらさんだけだった。

「小お村むらさん、鈴すず木きさんは？」

「いや、やっぱり、中なかにはだれもいなかった。」

　そんなバカな！

「わたしはさっき、鈴すず木きさんが中なかにいるのをちゃんと見みたの。わたしだけじゃない。係かかりの人ひとだって、ちゃんと見みてる。あれは、ぜったいに見みまちがいじゃない。」

　わたしは小お村むらさんにいった。

「だけどほんとに、中なかにはだれもいないんだよ。」

　小お村むらさんもくりかえす。

　じゃあ、鈴すず木きさんは、この蠟ろう人にん形ぎょう館かんで消きえてしまったことになる。

　たくさんの蠟ろう人にん形ぎょうたちにかこまれた鈴すず木きさんが、だんだん蠟ろう人にん形ぎょうになってしまって、ほかの蠟ろう人にん形ぎょうといっしょにならんでいる──そんな不ぶ気き味みなイメージを、頭あたまをふって追おいやる。

　そしてわたしは、通つう信しん機きをだして警けい部ぶに連れん絡らくをとった。

　──はい、こちら上じょう越えつ警けい部ぶ。

「美み衣いです。鈴すず木きさんが消きえました。いえ、中なかにいるんですけど、いないんです。」

　わたしのこの、よくわかる説せつ明めいを、警けい部ぶは、さっぱりわからないといった。

「とにかく、すぐに蠟ろう人にん形ぎょう館かんへきてください。小お村むらさんと待まってます。あとそれから、インフォメーションセンターでゴロゴロしているうちの教きょう授じゅも、ひっぱってきてください。よくひえた教きょう授じゅの脳のう細さい胞ぼうを使つかうときがきたからって。」

　わたしは、小お村むらさんの右みぎうでにはめられた腕うで時ど計けいを見みせてもらう。

　時じ刻こくは午ご後ご五時じ三十分ぷん。






11　名めい探たん偵てい病びょうと蠟ろう人にん形ぎょう館かんの惨さん劇げき






　ああ、美み衣いが手てをふってる。

　わたしと真ま衣い、上じょう越えつ警けい部ぶに警けい察さつ関かん係けい者しゃ、それから、まだ寝ねぼけてる教きょう授じゅは、蠟ろう人にん形ぎょう館かんにいそいだ。

　高たか橋はしくんが伯はく爵しゃくに消けされるとすぐに、わたしは真ま衣いに合ごう流りゅうした。でもその真ま衣いも、警けい備びしていた加か藤とうくんに消きえられていて、けっきょく、残のこるのは美み衣いだけになった。

　美み衣いには小お村むらさんがついてるからだいじょうぶよね……と思おもってた。だけど、やっぱり美み衣いも、だいじょうぶじゃなかった。

　わたしと真ま衣いが警けい部ぶのところにもどると、美み衣いからの無む線せん連れん絡らく。鈴すず木きさんが蠟ろう人にん形ぎょう館かんの中なかで消きえてしまったから、すぐに教きょう授じゅを起おこしてきてくれって。

　で、寝ね起おきの悪わるい教きょう授じゅをひきずって、こうして蠟ろう人にん形ぎょう館かんにやってきたってわけ。

　でも、この近きん代だい的てきなオムラ・アミューズメント・パークに、なんでこんな前ぜん近きん代だい的てきな蠟ろう人にん形ぎょう館かんがあるんだろう？

　そもそも、蠟ろう人にん形ぎょう館かんなんて、みんな知しってるのかな。東とう京きょうタワーにもあるから、見みたことがある人ひともいるでしょうけど、有ゆう名めいなのは、イギリスはロンドンの、マダム・タッソーの蠟ろう人にん形ぎょう館かんで、かんたんに説せつ明めいすると、いろんな有ゆう名めい人じんの、蠟ろうでつくった人にん形ぎょうがおいてある展てん示じ館かんのこと（これで、説せつ明めい、あってるかな？）。いまは、ホログラフィーやロボットの技ぎ術じゅつが進すすんでるから、なにも、こんな動うごかないマネキンみたいな人にん形ぎょうを展てん示じしなくてもいいのにね。

　さて、わたしたちが到とう着ちゃくするのを待まちかねて、美み衣いが報ほう告こくしてくる。

「あのね、まだこの中なかには、鈴すず木きさんがいるはずなの。それなのに、中なかにはいったら、いないの！」

　わたしと真ま衣いは、十三年ねん間かん、美み衣いの論ろん理りをこえる感かん覚かく的てき言げん語ごになれているから、いいたいことはわかった。でも、それ以い外がいの人ひとには……。

　あんのじょう、警けい部ぶが首くびをひねる。

　そこで、小お村むらさんと蠟ろう人にん形ぎょう館かんの係かかりの人ひともまじえて、くわしい説せつ明めいが、もう一いち度どされた。だけど、どんなにくわしい説せつ明めいがあっても、鈴すず木きさんがいなくなったという事じ実じつはかわらない。

「よし、なにはともあれ、中なかにはいってみよう。」

　警けい部ぶが、ふところの拳けん銃じゅうの弾だん丸がんをチェックする。それをまねして、警けい察さつ官かん数すう人にんが、拳けん銃じゅうのケースのストッパーをはずした。伯はく爵しゃくが中なかにいるんだからしょうがないかもしれないけど、それにしても、ぶっそうなおまわりさんたちだ。

「いきますか。」

　こののんびりした声こえは、まだボーッとしている教きょう授じゅだ。（教きょう授じゅは低てい血けつ圧あつなの。それに、一いち度ど寝ねると、満まん足ぞくするまで目めをさましたくないってタイプ。）

　警けい官かん二名めいを入いり口ぐちに残のこして、わたしたちは蠟ろう人にん形ぎょう館かんの中なかにはいった。

　蠟ろう人にん形ぎょう館かんの中なかは、いくつかのコーナーにわかれている。

「ミュージシャン」のコーナーでは、マイケル[image: ]ジャクソンやマドンナの人にん形ぎょうにまじって、モーツァルトが、大おお口ぐちあけて笑わらいながら、ピアノを弾ひいている。「映えい画が」のコーナーには、ガンマン姿すがたのスティーブ[image: ]マックイーンの横よこにＲアール２ツー‐Ｄディー２ツーがいて、それがなんとなくおかしかった。（映えい画が好ずきの真ま衣いをこのコーナーからひきはなすのに、ひと苦く労ろうした。）

　そのほかにも「物もの語がたり」とか「怪かい物ぶつ」とか「偉い人じん」とか、会かい場じょうの中なかに、たくさんのコーナーがつくられていた。

「ほら、ここよ。この窓まどから、鈴すず木きさんが顔かおをだしたの。」

　美み衣いが二階かいの窓まどをゆびさす。

　わたしたちは、そこから外そとを見みた。入いり口ぐちのところで拳けん銃じゅうをかまえて立たっている、ふたりの警けい官かんが見みえる。

「小お村むらさん、この蠟ろう人にん形ぎょう館かんは、この窓まどと入いり口ぐち以い外がいに、どこか出で入はいりできるところはありますか？」

　警けい部ぶが、窓まどにかぎがかかっているのをたしかめて、小お村むらさんにきく。

「いいえ、ありません。」

「ふーむ……。」

　小お村むらさんの返へん事じを聞きいて、警けい部ぶはしばらく、あごをなでて考かんがえた。そして、手てをポンと打うつと、いった。

「わかった！　鈴すず木き智とも子こは、まだこの蠟ろう人にん形ぎょう館かんの中なかにいる！」

　たしかに、中なかにはいったままで外そとにでてきてないのなら、論ろん理り的てきに、鈴すず木きさんはまだこの蠟ろう人にん形ぎょう館かんの中なかにいることになる。でも……。

「警けい部ぶ、いま見みてきたけど、鈴すず木きさんはどこにもいませんでしたよ。」

「フッフッフ。」

　わたしの疑ぎ問もんを無む視しして、警けい部ぶが不ぶ気き味みに笑わらう。

　この笑わらいは教きょう授じゅとおなじ。教きょう授じゅがなにか謎なぞを解かい明めいするときに使つかう、「こんなかんたんなことに気きづかないのかね、ワトソンくん。」という意い味みをこめた〝名めい探たん偵てい笑わらい〟だ。

「たしかに、わしたちは一階かいからこの蠟ろう人にん形ぎょう館かんの中なかをしらべてきて、鈴すず木き智とも子こがいないのをたしかめた。」

　ひとりごとのようにつぶやく警けい部ぶのことばに、わたしたちはうなずく。

「でも、わしたちは、重じゅう要ようなことを見みのがしている！」

　ここでことばを切きり、人ひとさし指ゆびでピッと警けい官かんのひとりをゆびさす警けい部ぶ。謎なぞ解ときをする名めい探たん偵ていとしては、なかなかの演えん出しゅつだ。（指ゆびをさされた警けい官かんが、反はん射しゃ的てきに両りょう手てを高たかくあげたのがマヌケだけどね。）

「それがなにか、わかるかね？」

「人にん形ぎょうの内ない部ぶを見みてないってことを、いいたいんでしょ。」

　教きょう授じゅがボソッという。

「うっ、まあ、そのとおりだ。」

　教きょう授じゅにじゃまされたとはいえ、まだ警けい部ぶの〝名めい探たん偵ていポーズ〟はくずれない。

「伯はく爵しゃくは、蠟ろう人にん形ぎょうの中なかに、鈴すず木き智とも子こをかくしたんです。」

　そうか！　蠟ろう人にん形ぎょうの中なかに鈴すず木きさんがかくされていたら、いくら蠟ろう人にん形ぎょう館かんをしらべても、見みつけることはできない。

　え、でも、ちょっと待まってよ……。

　私わたしは美み衣いにきく。

「美み衣い、鈴すず木きさんが窓まどから顔かおをだしたとき、この蠟ろう人にん形ぎょう館かんにいたのは？」

「小お村むらさんだけ。」

「小お村むらさんは、鈴すず木きさんといっしょにでてきたんじゃないのね。」

「うん、小お村むらさんだけ。」

　ということは……。

　わたしは小お村むらさんの顔かおを見みた。小お村むらさんの顔かおが青あおざめる。

「そう。伯はく爵しゃくの正しょう体たいは、小お村むら英えい二じ郎ろう──あなたです！」

　警けい部ぶの太ふとい指ゆびが、小お村むらさんをビッとさした。

「小お村むらさんは、鈴すず木きさんを蠟ろう人にん形ぎょうの中なかにおしこめてから、なにくわぬ顔かおで外そとへでたんです。そして、美み衣いちゃんたちにこういう。『中なかに鈴すず木きさんはいなかった。』って。これが、蠟ろう人にん形ぎょう館かんから鈴すず木き智とも子こが消きえたトリックです。」

「ちがう、わたしは伯はく爵しゃくじゃない！」

　警けい部ぶの説せつ明めいを、小お村むらさんは必ひっ死しになって否ひ定ていする。

「見み苦ぐるしいですよ、小お村むらさん──いや、伯はく爵しゃくとよんだほうがいいですね。」

　警けい部ぶは、まったく小お村むらさんの話はなしを聞きこうとしない。この点てん、教きょう授じゅといっしょ。人ひとの話はなしを聞きかないってのは、名めい探たん偵ていの共きょう通つう点てんね。

　このとき、いままでだまって警けい部ぶの推すい理りを聞きいていた教きょう授じゅが、パチパチと拍はく手しゅした。

「おもしろい、おもしろい！　じつにおもしろい推すい理りですよ！」

　教きょう授じゅのことばに、警けい部ぶもうれしそうだ。

「いやあ、名めい探たん偵ていのあんたに、そうやってほめてもらえるとはね。」

　そして、ふたりでハッハッハ！　と、楽たのしそうに笑わらっている。

　ぜんぜん楽たのしくなさそうなのは、小お村むらさんだ。なんてったって、このままじゃ、伯はく爵しゃくってことになって、逮たい捕ほされちゃうもんね。

「では伯はく爵しゃく、鈴すず木き智とも子こをかくした蠟ろう人にん形ぎょうがどれか、白はく状じょうしてもらいましょうか。」

「だから、わたしは伯はく爵しゃくじゃない！」

　小お村むらさんの〝血ちのさけび〟も、名めい探たん偵てい病びょうにかかってる警けい部ぶにはつうじない。

「しかたない。一ひとつ残のこらずこわして、中なかをしらべるんだ！」

　警けい部ぶの指し示じが警けい官かんを動うごかす。

「オー！」

　蠟ろう人にん形ぎょうをかたっぱしからこわしはじめる上じょう越えつ警けい部ぶと警けい官かん。そのようすを呆ぼう然ぜんと見みている小お村むらさん。

　教きょう授じゅは口くち笛ぶえをふいているし、わたしたち姉し妹まいは傍ぼう観かん者しゃをきめこむ。だって、へたにこわすのを手て伝つだって、あとで責せき任にんをとらされたらイヤだもん。

　そして十分ぷん後ご──蠟ろう人にん形ぎょう館かんの中なかのすべての蠟ろう人にん形ぎょうが破は壊かいされた。

　もしこれが人にん形ぎょうでなく人にん間げんだったら、それこそ地じ獄ごく！　って光こう景けいになったでしょうね。

　こわれた手て、足あし。ヒビのはいった頭あたま……。（ああ、人にん形ぎょうでも書かくのが気き味み悪わるい。）

　で、けっきょく、鈴すず木き智とも子こは蠟ろう人にん形ぎょうの中なかにはいなかった。

　愕がく然ぜんとする警けい部ぶに、怒いかりを殺ころした小お村むらさんが請せい求きゅう書しょをだす。（たしか蠟ろう人にん形ぎょうって、一いっ体たいつくるのに、六百万まん円えんくらいかかるんじゃなかったかな。）

「きのうの電でん光こう掲けい示じ板ばんのぶんもはいってますからね、あしからず。」

「だいじょうぶですか、警けい部ぶ。ひょっとすると、その請せい求きゅう額がくだけで、警けい部ぶの年ねん収しゅうの五、六年ねん分ぶんになるんじゃないですか。」

　請せい求きゅう書しょをのぞきこんだ教きょう授じゅが、気き楽らくにいう。
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「おまえも、おもしろい、おもしろいといったじゃないか！」

「おもしろいとはいいましたけど、ひとことも、警けい部ぶの推すい理りはあたってるとはいってませんよ。」

　いわれてみれば、そのとおり。

「だいたい、あの派は手で好ずきの伯はく爵しゃくが、蠟ろう人にん形ぎょうの中なかに子こどもをかくすなんて地じ味みなまねを、するわけないでしょ。そんなまねは、昔むかしの子こども向むけ探たん偵てい小しょう説せつにでてくる怪かい人じんのすることですよ。」

　教きょう授じゅが、失しつ意いの警けい部ぶに追おい打うちをかける。

「それに、もし蠟ろう人にん形ぎょうの中なかに鈴すず木き智とも子こがいたとしたら、伯はく爵しゃくの正しょう体たいが小お村むらさんであることが、すぐにバレてしまう。あの伯はく爵しゃくが、そんなバカなことをするはずはない。」

　怒いかりでまっかな顔かおの警けい部ぶのふところで、カチッという音おとがする。

　教きょう授じゅ、気きづいたかな、いまのが拳けん銃じゅうの安あん全ぜん装そう置ちをはずした音おとだってことに。

「まあ、警けい部ぶの推すい理りでは、そのていどでしょう。」

　警けい部ぶが拳けん銃じゅうをぬいた。撃げき鉄てつが起おきていて、銃じゅう口こうはピッタリ、教きょう授じゅの胸むねをねらってる。

　でも教きょう授じゅは、間かん一いっ髪ぱつ、撃うたれなかった。なぜなら、こういったからだ。

「ぼくには、すべてがわかってますけどね。この蠟ろう人にん形ぎょう館かんから鈴すず木き智とも子こが消きえたのも、きのう、つりあげられた箱はこの中なかから大おお野のみさが消きえたのも。それから、まだ現げん場ばを見みてないけど、ミラーハウスから加か藤とう和かず夫おが消きえたり、トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターから高たか橋はし真しん一いちが消きえたりしたのも──ぼくには、すべてがわかってます。」

「ほんとに、すべての謎なぞがわかってるのか？」

　警けい部ぶの銃じゅう口こうは、まだ教きょう授じゅをねらったままだ。

「まえにいいませんでしたか？　ぼくは名めい探たん偵てい、夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうだって。」

「……よし、わかった。」

　警けい部ぶが銃じゅうをしまう。

「この場ばは、ひとまず生いかしておくことにしよう。だが、おまえの推すい理りがまちがってたときは、わしの銃じゅう弾だんが確かく実じつに、その毛けのはえた心しん臓ぞうを撃うちぬくからな！」

「よかったですね。ぼくの推すい理りにまちがいってことはぜったいにないから、警けい部ぶは殺さつ人じん犯はんにならなくてもすみますよ。」

　この憎にくまれ口ぐちに、警けい部ぶは、教きょう授じゅの推すい理りが正ただしかろうがまちがっていようが撃うち殺ころす！　と思おもったみたいだけど、ふたたび銃じゅうをぬくまえに、警けい官かんたちにとめられた。（やっぱり、現げん職しょくの警けい部ぶが殺さつ人じん犯はんになるのを、見みすごすわけにはいかないわよね。）

「よし、わかった……。おちついた。」

　警けい部ぶが警けい官かんたちにいう。

「わかったから、手てをはなしてくれ。もうだいじょうぶだ。こいつを殺ころすのは、推すい理りを聞きいてからにしよう。」

　警けい部ぶが教きょう授じゅをにらみつける。

「さあ、どうやってこの蠟ろう人にん形ぎょう館かんから子こどもが消けされたのかを、説せつ明めいしてもらおうか。」

　すると教きょう授じゅは頭あたまをかいて、のんびりいった。

「いや、こまったな。じつは、まだいえないんですよ。」

「どうしてだ！　さっきおまえは、すべてがわかってるっていったぞ！」

　また、警けい部ぶの手てがふところにのびる。

「そう。たしかに、ぼくにはすべてがわかっています。」

　教きょう授じゅは、わたしたち全ぜん員いんを見みまわす。

「でも、まだ謎なぞ解ときをするには、はやすぎるんです。まだ、五人にんめが消きえていない。ぼくがすべてを話はなすのは、五人にんめの人にん間げんが消きえてからにさせてください。」




　そのあと、わたしたちは、ミラーハウスとトリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターをしらべた。でも、ミラーハウスでは、教きょう授じゅは中なかにはいろうともしなかったし、ほんとにちゃんと見みたのかな？

「ねえ、教きょう授じゅ、もっとしっかりしらべなくていいの？」

　真ま衣いにいわれても、教きょう授じゅは入いり口ぐちと出で口ぐちの人にん数ずうカウンターをチェックしただけ。

「だいじょうぶ。見みなきゃいけないとこは、ちゃんと見みてるから。」

「でも、中なかにはいらないじゃない。中なかにはいらないと、どんな鏡かがみのトリックがあるか、しらべようがないでしょ。」

「だいじょうぶだって。さっき小お村むらさんから、ミラーハウス内ない部ぶの地ち図ずをもらったから。」

　なるほど。いちおう、きちんと捜そう査さはしてるんだ。

　そんな教きょう授じゅだったけど、つぎのトリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターにきたら、人ひとがかわったように積せっ極きょく的てきになった。

「これはやっぱり、ちゃんと乗のってみないとね。」

　すでに閉へい館かん時じ間かんをすぎて、お客きゃくはだれもいない。教きょう授じゅはジェットコースターをひとりじめするつもりだ。

　そして五回かい連れん続ぞくで乗のったときに、わたしたちは、教きょう授じゅが捜そう査さのために乗のってるんじゃなく、自じ分ぶんの楽たのしみのために乗のってるんだという結けつ論ろんに達たっした。

「ちょっと、まだ捜そう査さがたりないよ！」

　六回かいめを乗のろうとする教きょう授じゅをむりやりひきずりおろして、わたしは、小お村むらさんからもらったトリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターの平へい面めん図ずをわたした。

　その図ずには、各かくポイントでの時じ速そくや、トンネルの中なかにある待たい避ひレール（修しゅう理り点てん検けんなんかのときに、車しゃ両りょうを避ひ難なんさせるレール）の位い置ち、また、車しゃ両りょうの大おおきさなどがくわしく書かかれていた。このジェットコースターの速そく度どは、コンピュータで完かん全ぜんに制せい御ぎょされているそうだ。

「教きょう授じゅはもう、高たか橋はしくんがこのコースターからどうやって消けされたのか、わかってるんでしょ。だったら、もう捜そう査さもいらないじゃない！」

　教きょう授じゅは、わたしたち三さん姉し妹まいにひきずられて家いえ路じについた。
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　四人にんの子こどもが消きえた……。

　そしてその夜よる、教きょう授じゅに電でん話わがあった。




「亜あ衣い、清きよ志し郎ろうさんにお電でん話わ！　すぐによんであげて！」

　部へ屋やで寝ねころんでると、羽う衣い母かあさんの声こえがする。

　どうして、真ま衣いや美み衣いではなく、わたしが教きょう授じゅにしなきゃいけないか？　それは、今こん週しゅうの〝教きょう授じゅ係がかり〟が、わたしの番ばんだからだ。

　教きょう授じゅ係がかりのいつもの仕し事ごとは、たまに食しょく事じを運はこんであげたり、洗せん濯たくをしてあげたりすることなんだけどな。

　それにしてもめずらしい。教きょう授じゅに電でん話わがかかるなんて……。

　わたしは階かい下かにおりて、羽う衣い母かあさんにきいた。

「教きょう授じゅに電でん話わって、だれから？」

「さあ……。そんなことより、はやくよんであげなさい。相あい手てをお待またせしたら悪わるいわ。」

「女おんなの人ひと？」

「いいえ、男おとこの人ひとよ。」

「ふーん。」

　きのうのことを思おもいだす。テレビ関かん係けいの人ひとかな？

　とにかく、わたしは教きょう授じゅをよびにいった。




「い～つも、すまないねえ。」

　よぼよぼのおじいさんみたいな口く調ちょうでいって、教きょう授じゅは受じゅ話わ器きをとった。

「はい、夢ゆめ水みずです。」

　教きょう授じゅは、ときおり笑わらい声ごえをまじえながら、楽たのしそうに話はなしている。

　わたしは教きょう授じゅをつっついて、きいてみた。

「ねえ、電でん話わ、だれから？」

「うん？　ああ、伯はく爵しゃくからだよ。」

「ふーん。」

　そう答こたえてから数すう秒びょう後ご、わたしの頭あたまは正せい常じょうな判はん断だんをくだした。つまり、

「伯はく爵しゃく！」

と、おもいきりさけんだの。

　なんで教きょう授じゅに、伯はく爵しゃくから電でん話わがかかってくるのよ！

　わたしのさけび声ごえに、真ま衣いと美み衣いも、ころがるように部へ屋やからおりてきた。

「ちょ、ちょっと、教きょう授じゅ！　ほんとに伯はく爵しゃくからなの？」

　わたしたちは教きょう授じゅのうでにしがみついて、電でん話わの声こえを聞きこうとした。

　教きょう授じゅは無む言ごんでうなずき、電でん話わ機きのスピーカーボタンをおした。これで、わたしたちも電でん話わの相あい手ての声こえを聞きくことができる。

　──ずいぶんさわがしいようですが……。

　スピーカーから聞きこえてくる声こえ。それは、最さい初しょの日ひ、オムラ・アミューズメント・パークでわたしたちに話はなしかけてきたピエロと、おなじ声こえだった。

「ああ、気きにしないでください。のらねこがさわいでるだけですから。」

　のらねこにされたわたしたち三人にんは、教きょう授じゅのうでに抗こう議ぎのつめをたてる。

　──ずいぶん、のんびりしたムードですね。いいんですか、もう四人にんの子こどもが消きえてるんですよ。

　そして、クックックという笑わらい声ごえ。どこか調ちょう子しの狂くるった、聞きいてる人ひとを不ふ安あんにさせる笑わらい声ごえ。

　たしかに、電でん話わの相あい手ては伯はく爵しゃくだ。

　おっどろき！　ほんとに教きょう授じゅときたら、伯はく爵しゃくと話はなしてるんだ。

　でも、わたしたちの興こう奮ふんにはおかまいなく、教きょう授じゅの声こえは冷れい静せいだ。

「あなたこそ、ずいぶんリラックスしてますね。」

　──警けい察さつには、わたしをつかまえることはできないでしょうから。

「たしかにそうですね。警けい察さつに、そんな有ゆう能のうな人にん間げんがいるとは思おもえない。」

　そして、ふたりそろってハッハッハと笑わらう。

　いいのかな。探たん偵ていが犯はん罪ざい者しゃといっしょに、警けい察さつの無む能のうさを笑わらってて……。

「でも伯はく爵しゃく、わすれてませんか？」

　──なにを？

「この事じ件けんには、ぼくが参さん加かしてるんですよ。名めい探たん偵ていの、この夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうがね。」

　空くう気きがピンと凍こおりついたような緊きん張ちょうが走はしる。

　教きょう授じゅの声こえはおだやかだけど、えものにとびかかるまえのライオンのような殺さっ気きを感かんじさせる。

　──じつはそれを、いちばんおそれてるんですよ。

　伯はく爵しゃくがいう。

　──無む断だんで、あなたについては、ずいぶんしらべさせてもらいました。いままでに、警けい察さつの手てにおえなかった事じ件けんを、ずいぶん解かい決けつしてますね。瀬せ戸と内ない海かいの孤こ島とうで、七人にんの人にん間げんがつぎつぎに姿すがたを消けした『神かみ隠かく島しま事じ件けん』。Ｎエヌ県けんＳエス湖このほとりで起おきた、嵐あらしの中なかでの密みっ室しつ殺さつ人じん事じ件けんを解かい決けつしたのもあなたです。死しんだ人にん間げんが百キロの道みちのりを歩あるいた事じ件けん。犯はん人にんがどこから銃じゅうを撃うったかわからない密みっ室しつ射しゃ殺さつ事じ件けん。……ほかにも、たくさんの事じ件けんを解かい決けつしている。

　伯はく爵しゃくのことばを、教きょう授じゅは無む表ひょう情じょうで聞きいている。反はん応のうしないのは、伯はく爵しゃくのいった事じ件けんの多おおくを、教きょう授じゅがわすれているからだろう。

　──だから、こうしてお電でん話わをさしあげてるんです。夢ゆめ水みずくん、きみは、わたしの犯はん行こうのどれぐらいを解かい明めいしてるんです？

　なんて大だい胆たんな……。伯はく爵しゃくは、探たん偵ていである教きょう授じゅに捜そう査さの進しん行こう状じょう況きょうをきくために電でん話わしてきたんだ。

「方ほう法ほうなら、すべてわかってます。」

　──ほう……。

　伯はく爵しゃくの声こえは、なんだかうれしそうだ。

「よくわからないというか、理り解かいできないことが一ひとつだけありますけどね。それは、動どう機きです。伯はく爵しゃく、あなたがなぜ子こどもを消けすのか──それが、ぼくには理り解かいできない。」

　──…………。

「それも、現げん代だいの天てん才さい児じとよばれる子こどもばかりを。」

　──理り解かいできないってことは、あるていどわかってるってことですね。

「あくまでも、証しょう拠このない推すい理りですけどね。キーワードは『夏なつ休やすみ』──ちがいますか？」

　電でん話わのむこうで、伯はく爵しゃくがクックックと笑わらう。

　──メルヴェイユー、夢ゆめ水みずくん！

　わたしと真ま衣いは、美み衣いに伯はく爵しゃくのことばの意い味みをきく。

「『おみごと！』っていう意い味みよ。」

　──じゃあ、もっと情じょう報ほうをあげましょう。あしたの夜よるは、オムラ・アミューズメント・パークでカーニバルがあります。そのとき、カーニバルの中ちゅう心しん部ぶ、センターパレスで、五人にんめの人にん間げんを消けしてみせましょう。時じ刻こくは午ご後ご九時じちょうど。

　大だい胆たん！　またしても犯はん罪ざい予よ告こくじゃない。

「それは、ぼくへの挑ちょう戦せん状じょうと解かい釈しゃくしてもかまいませんね。」

　──きみに勝かちめがあるとは思おもえませんが。

　なんて自じ信しん！　教きょう授じゅ以い外がいにも、〝自じ信しん銀ぎん行こう〟に自じ信しんの定てい期き預よ金きんをしてる人ひとがいたんだ。

「そのせりふ、そのままおかえししますよ。」

　──フッ。じゃあ、あした。

「ええ、あした。」

　そして電でん話わはきれた。

　そのあと、わたしたちは、伯はく爵しゃくが四人にんの子こどもをどうやって消けしたかを教きょう授じゅにきいたけど、教きょう授じゅは教おしえてくれなかった。

「ねえ、さっきの『夏なつ休やすみ』ってのは？」

「それがキーワードだよ。答こたえは、そのことばにかくされてる。」

　えー、わかんない。なんで〝夏なつ休やすみ〟が、子こどもたちの消きえた謎なぞにつながるのよ。

「もうちょっとキーワードをあげるとね、『受じゅ動どう態たいと能のう動どう態たい』さ。」

　ジュドウタイ……ノウドウタイ……？

「『柔じゅう道どうやって、のどが痛いたい。』って、どういう意い味みよ？」

　真ま衣いが、むちゃくちゃなかんちがいをする。

「きみたちも、夏なつ休やすみだからって遊あそんでばかりいないで、すこしは勉べん強きょうしなさい、勉べん強きょう！」

　まったく似に合あわないことをいって、教きょう授じゅは洋よう館かんに帰かえっていった。

　部へ屋やにもどったわたしたちは、さっそく辞じ書しょをひく。


じゅどうたい【受動態】文ぶん法ぽうで、行こう為いをうける側がわを主しゅ語ごに立たてたとき、述じゅつ語ごがとる表ひょう現げん形けい式しき。受うけ身み。[image: ]能のう動どう態たい。

のうどうたい【能動態】文ぶん法ぽうで、行こう為いをする側がわを主しゅ語ごに立たてたとき、述じゅつ語ごがとる表ひょう現げん形けい式しき。[image: ]受じゅ動どう態たい。






　……ダメだ。辞じ書しょをひいたら、よけいにわからなくなった。






13　お祭まつり娘むすめと和わ風ふうカーニバル






　わたしたちは、八月がつ三みっ日かの朝あさはやく、高たか橋はし、加か藤とう、鈴すず木きの家いえに、順じゅんにいくことにした。

　それぞれの家いえは、大おお野のみさちゃんの家いえとおなじような感かんじ──つまり、家いえのまわりには取しゅ材ざい陣じんの群むれ。家か族ぞくは悲かなしみにくれる。教きょう授じゅは頭あたまから水みずをかけられるという、きのうの朝あさとおなじパターンのくりかえし。そして、家か族ぞくの印いん象しょうも、みさちゃんのときとおなじような感かんじだった。

「つまりあの人ひとたちは、消きえた子こどものことをほんとうに心しん配ぱいしてるんじゃないね。いや、心しん配ぱいはしてるんだろうけど、いちばん心しん配ぱいなのは──。」

　すこし悲かなしそうに、教きょう授じゅはタバコに火ひをつける。

「高たか橋はしくんのところでは、体たい操そうのトレーニングのこと。加か藤とうくんのところでは、いま製せい作さく中ちゅうのＳエスＦエフＸエックスのマスク。鈴すず木きさんとこでは、つぎの棋き戦せん。こんなことが、子こどもよりも心しん配ぱいなんだろうね。」

「わたしたち、ふつうの子こどもでよかった。」

　美み衣いが大おおきくのびをする。

　教きょう授じゅがそれを聞きいて、首くびをひねっている。目めが、きみたち三さん姉し妹まいはふつうじゃない！　っていってる。

「きみたちが伯はく爵しゃくに消けされたら、羽う衣い母かあさんは、きっと第だい一いちに、きみたちのことを心しん配ぱいするさ。塾じゅくの時じ間かんにまにあわないとか、成せい績せきがさがるなんてことよりね。」

　教きょう授じゅはそういうけど、どうかなあ……。

　羽う衣い母かあさんなら、

「あらあら、誘ゆう拐かいされちゃったの、こまったわね。」

と、たいしてこまったふうでもなくいって、

「どうしましょう。夕ゆう食しょくの材ざい料りょう、あまっちゃうわ。」

と、わたしたちのことより、夕ゆう食しょくのことを心しん配ぱいしそうだ。そして教きょう授じゅが、

「だいじょうぶです。ぼくが彼かの女じょたちのぶんまで食たべてあげましょう。」

とかなんとかいって、わが家やで夕ゆう飯はんを食たべちらかしていきそうな気きがする。

　あー、いやだ、いやだ。どうして、わたしのまわりにいる大人おとなは、みんな、へんな人ひとばかりなんだろう。

　でも、こんどの事じ件けんの被ひ害がい者しゃ──大おお野のみさ、高たか橋はし真しん一いち、加か藤とう和かず夫お、鈴すず木き智とも子こにくらべたら、わたしたち三さん姉し妹まいは、まわりからなんの期き待たいもされてないから、そのぶん、とっても気き楽らくだけどね。

　将しょう来らいのことはぜんぜんわからないけど、まだまだ時じ間かんがあるんだもん。ゆっくり決きめたらいいよね。それに、大人おとなに決きめてもらったコースじゃなく、自じ分ぶんで自じ分ぶんの未み来らいは決きめたいもん。へたに期き待たいされたら、うっとうしい！

「ねえ、教きょう授じゅ。教きょう授じゅが子こどものとき、夏なつ休やすみをどんなふうにすごしてたの？」

　真ま衣いがきく。

「夏なつ休やすみか……。」

　教きょう授じゅの目めが、家いえ並なみのむこうにそびえる、アルプスみたいな入にゅう道どう雲ぐもを見みる。

「朝あさのラジオ体たい操そうは、一回かいもいったことないな。だいたい昼ひるごろ起おきて、本ほん屋やにいって本ほんを読よんで、冷ひや麦むぎ食たべて、そうめん食たべて、スイカを食たべて、かき氷ごおりを食たべて……。」

「あー、わかった、わかった！」

　えんえんと食たべものの話はなしになりそうなので、わたしは教きょう授じゅの口くちをおさえた。

　昼ひるごろに起おきて、本ほんを読よんでゴロゴロしてるなんて、いまの生せい活かつとかわらないじゃない。つまり、夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうは、昔むかしから夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうだったってことね。

「教きょう授じゅ。」

「なんだい？」

「いまの子こどもと昔むかしの子こどもと、どっちが幸しあわせだと思おもう？」

　わたしがきくと、教きょう授じゅはあっさり答こたえた。

「どっちも幸しあわせだよ。子こどもは、いつの時じ代だいだって幸しあわせなんだ。また、幸しあわせでなくちゃいけないんだ。」

　そういって教きょう授じゅは、オムラ・アミューズメント・パークにむかった。




　カーニバル──このことばを聞きいた人ひとの多おおくは、リオのカーニバルを思おもいうかべるだろう。ブラジルの人ひとたちは、このカーニバルのために、一年ねん間かんいっしょうけんめいはたらいて、衣い装しょうや化け粧しょう道どう具ぐなどを買かって、準じゅん備びする。『カーニバル』ということばには、徹てっ底てい的てきなお祭まつりさわぎというイメージがある。

　だけど、オムラ・アミューズメント・パークのカーニバルは、とても日に本ほん的てきなもので、熱ねっ狂きょう的てきなサンバのリズムに祭まつりだいこをミックスしたような不ふ思し議ぎな感かんじがあった。

　ギンギラのコスチューム集しゅう団だんがねり歩あるく横よこで、ゆかたのお姉ねえさんたちが、手てにうちわを持もって盆ぼんおどりをしてたり、なぜか夜よ店みせなんかもでていて、タコ焼やきや綿わた菓が子しが売うられてたりする。

　空そらにバンバン、三さん尺じゃく玉だまの花はな火びが打うちあげられてるあいだはまだよかったけど、道どう路ろで爆ばく竹ちくがババババババババ！　と破は裂れつするようになると、だんだんカーニバルというイメージからは遠とおざかってきた。気き分ぶんは、香ホン港コンからの新しん年ねんのよろこびをつたえる『ゆく年としくる年とし』だ。

　まあ、いろいろケチをつけたけど、そうはいっても、わたしたち三さん姉し妹まいは〝お祭まつり大だい好すき少しょう女じょ〟だから、心こころの底そこから、この和わ風ふうカーニバルを楽たのしんでいた。

「きゃー、金きん魚ぎょすくいよ！　やろう、やろう！」

　なかでもいちばん楽たのしんでるのが、美み衣い。朝あさ顔がおの赤あかい花はなが散ちってるレモン色いろのゆかたに、浅あさ黄ぎ色いろの帯おびをしめている。

「ダメよ、美み衣いはドンくさいんだから。すぐにやぶいて、お金かねがもったいないわ。わたしに貸かしなさい。」

　そういってあみをとりあげるのは、真ま衣い。ばら色いろのゆかたが、とってもあざやかだ。

「ふたりとも、おこづかいをもらったばかりだからって、ゆだんして浪ろう費ひしちゃダメよ。これからは、着ちゃく実じつに貯ちょ蓄ちくしなくちゃいけない時じ代だいなんだから。」

と、ふたりをたしなめるわりに、わたしの頭あたまにはセルロイドのお面めんがかぶさっている。「亜あ衣いったら、お面めんなんか買かうの。ガキー！」という、からかいのことばを浴あびながら、それにも負まけずに買かったお面めんだ。るり色いろのゆかたにセルロイドのお面めん──これこそ、日にっ本ぽんのお祭まつりむすめのファッションだと、わたしは思おもう。





[image: ]





　しつこかった夏なつの太たい陽ようも、ようやく山やまのむこうに姿すがたを消けした。空くう気きはすこししめっぽいけど、こうして夜よるの遊ゆう園えん地ちを歩あるけるってだけで、気き分ぶんはさわやかだ。

　それにしても、どうして大人おとなは子こどもに、夜よるははやく寝ねろって、うるさくいうのかな。夜よるの闇やみの中なかで光ひかる色いろとりどりのイルミネーションは、こんなにもきれいなのに。きっと、ケチな大人おとなは、このすてきな風ふう景けいを、子こどもに見みせたくないのね。

「さあ、はやくセンターパレスにいこう。もうすぐ、伯はく爵しゃくのいった九時じになる。」

　教きょう授じゅが時と計けい塔とうを見みあげる。

　いつも黒くろい背せ広びろを着きている教きょう授じゅも、今こん夜やはゆかた。ただし、サングラスはあいかわらずだけどね。（しかし、どう見みても、名めい探たん偵ていには見みえないかっこうだわ。）

「ねえ、教きょう授じゅ。伯はく爵しゃくは、いったい五人にんめに、だれを消けすつもりなの？」

　美み衣いが、教きょう授じゅのゆかたのそでをひく。

　大おお野のみさちゃんたちをとりあげた新しん聞ぶんには、『四人にんの天てん才さい児じ』と書かかれていた。そして、その四人にんともが伯はく爵しゃくに消けされた。そうすると、つぎに伯はく爵しゃくが消けす五人にんめの人にん間げんは、いったいだれなんだろう？

「九時じになったらわかるよ。」

　そりゃそうだ。でも、そのときにはおそいじゃない。

　わたしは、まわりを見みまわした。

　夜よるだというのに、オムラ・アミューズメント・パークは、すごい人ひと出で。伯はく爵しゃくの事じ件けんが宣せん伝でんになってることはたしかだ。そして、その人ひと出でのなかには、わたしたちみたいな子こどもも少すくなくない。

　いったい伯はく爵しゃくは、だれを消けすつもりだろう。

「教きょう授じゅは、伯はく爵しゃくがだれを消けすのか、知しってるの？」

　真ま衣いの質しつ問もんに、教きょう授じゅは笑わらったまま答こたえなかった。




　センターパレスには、八時じ三十分ぷんについた。

　センターパレスの建たて物ものは、ふたのない大おおきなどんぶりを想そう像ぞうしてもらえばいい。どんぶりの底そこは、半はん径けい百メートルの円えん形けいの演えん技ぎ場じょう。そこで、サーカスやラグビーの試し合あいがおこなわれたりする。どんぶりのななめになっているところが観かん客きゃく席せきなので、どこにすわっても、お客きゃくさんは演えん技ぎ場じょうがよく見みえる。

　いま演えん技ぎ場じょうでは、本ほん場ば、リオのサンバチームが、にぎやかにおどっている。それを照てらしだしているのは、どんぶりのふちをぐるっとかこむ照しょう明めい器き具ぐ。

　ここで伯はく爵しゃくは、だれを、どのような方ほう法ほうで消けすというんだろう……。

　事じ件けんは、いよいよ最さい終しゅう楽がく章しょうにはいろうとしている。






14　五人にんめの消しょう失しつ






　センターパレスについて、わたしたちがどこにすわろうかとまよってると、

「おーい、こっち、こっち。」

と、上じょう越えつ警けい部ぶが手てをふっていた。その横よこには小お村むらさん。

　小お村むらさんは、やっぱり今こん夜やも、背せ広びろの上じょう下げをちゃんと着きこんでいる。

　きのうの夜よる、伯はく爵しゃくからの電でん話わのあと、教きょう授じゅは警けい部ぶと小お村むらさんに連れん絡らくした。ほんとはマスコミ関かん係けいにも連れん絡らくするつもりだったんだけど、それは小お村むらさんにとめられた。テレビや新しん聞ぶんの取しゅ材ざいの人ひとたちがたくさんくると、カーニバルを楽たのしみにオムラ・アミューズメント・パークにきた多おおくのお客きゃくさんに、めいわくがかかるからだそうだ。

「ああ、どうも。」

　わたしたちも、警けい部ぶの横よこに腰こしをおろす。そこは、どんぶりでいったら中ちゅう段だんのところで、センターパレス全ぜん体たいが見みわたせるし、移い動どうもしやすかった。

「警けい部ぶ、今こん夜やは警けい察さつ官かんを配はい置ちしてないんですか？」

　わたしがきくと、警けい部ぶは人ひとさし指ゆびをチッチッチとふった。（はっきりいって、そういうキザなまねが似に合あう年ねん齢れいじゃない。）

「ぬかりはないよ、おじょうちゃん。センターパレスの周しゅう辺へんにも観かん客きゃく席せきにも、百人にん近ちかい警けい官かんを配はい備びしてある。もちろん、警けい官かんだとわからないように、制せい服ふくじゃなく、ゆかた姿すがただけどね。」

　そういえば、目めつきの悪わるい、そろいの紺こん色いろのゆかたを着きた男おとこの人ひとたちがいたけど、あの人ひとたちが警けい官かんだったのね。なんか、すっごく目め立だってたけど……。

「今こん夜や、伯はく爵しゃくがあらわれたら、もう、にげ道みちはない。つかまえて、この連れん続ぞく誘ゆう拐かい事じ件けんはおわりだよ。」

　警けい部ぶはうれしそうにいうけど、はたして、そんなに単たん純じゅんに事じ件けんは解かい決けつするのかな。

　わたしには、そうは思おもえない。警けい察さつがきびしい警けい備び態たい勢せいをしいてくるのは、伯はく爵しゃくも当とう然ぜん、予よ想そうしてるにちがいない。それなのに、伯はく爵しゃくは犯はん行こう予よ告こくをした。これは、伯はく爵しゃくに百パーセント確かく実じつな自じ信しんがあるからじゃない？

「ほら、サンバチームの演えん技ぎがおわりましたよ。」

　小お村むらさんが演えん技ぎ場じょうをゆびさす。時じ刻こくは八時じ五十五分ふん。

　だれもいなくなった直ちょっ径けい二百メートルの演えん技ぎ場じょう。芝しばがライトに照てらされて、きれいだ。

　その演えん技ぎ場じょうの中ちゅう心しんに、マイクを持もった男おとこがゆっくり歩あゆみでた。

　黒くろいタキシードに黒くろいマント。顔かおの上うえ半はん分ぶんをかくす赤あかいマスク。

　遠とおいけど、わたしには、その男おとこの目めが銀ぎん色いろだってことがはっきりわかった。

　今こん夜やの犯はん行こう予よ告こくを知しらない一いっ般ぱんの観かん客きゃくに、ざわめきが起おこる。

「あいつ、あの男おとこじゃないか……。」

「そうだ、伯はく爵しゃくだ。」

「子こどもを四人にん消けしてる男おとこだ。」

「伯はく爵しゃくだ……。」

「伯はく爵しゃく。」

「伯はく爵しゃく！」

　ざわめきは、だんだん大おおきくなっていく。でも、タキシードの伯はく爵しゃくは、まったく気きにしていない。

　伯はく爵しゃくは、堂どう々どうと演えん技ぎ場じょうの中ちゅう央おうに立たった。ライトが、伯はく爵しゃくを中ちゅう心しんに八やっつの影かげをえがく。

「ボンソワール！」

　伯はく爵しゃくが両りょう手てをあげていうと、ざわめきはピタリとおさまった。

　わたしは美み衣いに「ボンソワール！」の意い味みをきく。

「亜あ衣いも、それぐらいは常じょう識しきでおぼえててよ。『こんばんは！』っていう意い味み。」

　なるほど。そういわれてみれば、聞ききおぼえがある。

「いよいよ、デルニエ・トゥール・ド・マジです！」

「『最さい後ごのマジック』っていう意い味みよ。」

　こんどは、わたしがきかないうちに、美み衣いが教おしえてくれる。

「八時じ五十九分ふんです。」

　左ひだりうでの時と計けいを見みて、小お村むらさんがつぶやく。

　警けい部ぶは警けい部ぶで、立たちあがってさけぶ。

「警けい察さつだ！　伯はく爵しゃく、逮たい捕ほする！」

　そしてつぎの瞬しゅん間かん、観かん客きゃく席せきからワーッと、かすりの紺こん色いろゆかた軍ぐん団だんが演えん技ぎ場じょうにおり立たつ。

　しかし伯はく爵しゃくは、すこしもあせらない。マスクの下したではうすら笑わらいをうかべている。

「五十九分ふん五十九秒びょう！」

　小お村むらさんがいったと同どう時じに、伯はく爵しゃくがするどくさけんだ。

「１アン！　２ドゥ！　３トロワ！」

　その声こえを合あい図ずに、演えん技ぎ場じょうのライトがいっせいに消きえた。




　ライトが消きえた瞬しゅん間かん、わたしはパニックを起おこしかけたけど、小お村むらさんの冷れい静せいな声こえに救すくわれた。

「１、２……。」

　小お村むらさんは、ライトが消きえると同どう時じに夜や光こう塗と料りょうのぬってある秒びょう針しんを見みて、闇やみになってから何なん秒びょうたったかを正せい確かくにカウントしてた。そして小お村むらさんが、

「３。」

とカウントすると同どう時じに、消きえていたライトがパッとついた。

　まぶしい！

　そして目めをあけた瞬しゅん間かん、演えん技ぎ場じょうから伯はく爵しゃくが消きえていた。

　消きえたのは伯はく爵しゃく……。

　伯はく爵しゃくが消けすといっていた五人にんめの人にん間げんは、伯はく爵しゃく自じ身しんだったんだ！

　ずらりとならんで演えん技ぎ場じょうにおり立たった警けい官かんたちも、目もく標ひょうの伯はく爵しゃくが消きえたので、立たちどまる。

　伯はく爵しゃくが観かん客きゃく席せきにまぎれこもうにも、ライトの消きえていた三秒びょうのあいだでは、とてもむりだ。なんてったって、この演えん技ぎ場じょうは半はん径けい百メートル。オリンピックの金きんメダリストでも、三秒びょうのあいだに観かん客きゃく席せきまで走はしることはできない。

　自じ転てん車しゃやローラースケートでも使つかったのかな？

　バカなことを考かんがえたけど、伯はく爵しゃくはなにも持もっていなかった。

　地じ面めんに穴あなを掘ほった？

　まさかね、昔むかしの忍にん者じゃマンガじゃあるまいし。

「ハッハッハ！　ハッハッハ！」

　大おお野のみさちゃんを消けしたときみたいに、センターパレスに伯はく爵しゃくの笑わらい声ごえがひびく。

　そして、またライトが消きえた。しかもこんどは、センターパレスの電でん気きだけじゃない。観かん覧らん車しゃのイルミネーションまで消きえている。

　停てい電でんだ！

　オムラ・アミューズメント・パーク全ぜん体たいを、大おおきな闇やみがつつむ。

　パニックを起おこす観かん客きゃく。

　さっきみたいに、すぐにライトがつけばいいんだけど、こんどはまっ暗くらなままだ。

　花はな火びのスターマインの光ひかりに、恐きょう怖ふにおびえた観かん客きゃくの顔かおがうかびあがる。

「オ・ルヴォワール！　ハッハッハ！」

　花はな火びをバックに、ゆらゆらと黒くろい気き球きゅうがうかんでいる。

「伯はく爵しゃくだー！　追おえー！」

　警けい部ぶがさけんだけど、警けい官かんたちは暗くら闇やみにパニックを起おこして、まったく指し揮き系けい統とうが麻ま痺ひしていた。

「あのね、『オ・ルヴォワール』ってのは、『さようなら』って意い味みね。」

　暗くら闇やみの中なかで、美み衣いがわたしの耳みみに口くちをよせて教おしえてくれた。




　こうして、伯はく爵しゃくと四人にんの天てん才さい児じは、わたしたちの前まえから完かん全ぜんに姿すがたを消けした。




　事じ件けんが起おこってからしばらくのあいだ、マスコミを中ちゅう心しんに、世せ間けんはこの話わ題だいで持もちきりだったけど、だれもがこの事じ件けんを、みょうに現げん実じつ味みのないものととらえていた。

　わたしだって、現げん実じつに自じ分ぶんが事じ件けんにまきこまれていなかったら、とても信しん用ようできないようなことばかりだった。

　犯はん人にんは、タキシードにマスク、銀ぎん色いろの目めの、伯はく爵しゃくと名な乗のる怪かい人じん。

　ひとりめは舞ぶ台たいにつりさげられた箱はこの中なかから──。

　ふたりめは猛もうスピードで走はしるジェットコースターから──。

　三人にんめはミラーハウス──。

　四人にんめは蠟ろう人にん形ぎょう館かんで──。

　そして最さい後ごに自じ分ぶん自じ身しん──。

　伯はく爵しゃくは、まったく不ふ可か能のうな状じょう況きょうで、五人にんの人にん間げんを、わたしたちの目めの前まえから消けした。

　黒くろい気き球きゅうが空そらを泳およぐ。

　ほんとうに、すべてが真ま夏なつの夜よるの悪あく夢むのような事じ件けん。警けい察さつも、手てがかりが少すくないので捜そう査さのしようがないという状じょう況きょう。

　伯はく爵しゃく自じ身しんが消きえて以い来らい、伯はく爵しゃくからの連れん絡らくはまったくない。また、子こどもたちの家いえに身みの代しろ金きんを要よう求きゅうする電でん話わもなかった。

　遺い留りゅう品ひんは、マジックショーで使つかわれた、炭たん化かした箱はこ。それに、加か藤とうくんのゴーグルみたいな眼め鏡がね。

　手てのでない警けい察さつに対たいして、世せ間けんの目めはきびしかった。そして、それ以い上じょうに風かぜあたりが強つよかったのが、教きょう授じゅに対たいしてだった。




「ほら、教きょう授じゅ、今日きょうはこれだけきてたよ。」

　わたしは、玄げん関かんのところに郵ゆう便びん屋やさんがおいていった段だんボール箱ばこを、ソファーで寝ねている教きょう授じゅの横よこにおく。

　箱はこの中なか身みは、ぜんぶ、抗こう議ぎの手て紙がみ。なんてったって、教きょう授じゅはテレビで、「この事じ件けんを解かい決けつすることのできるのは、名めい探たん偵ていの自じ分ぶんだけだ！」っていってるんだからね。

　それが、伯はく爵しゃくが消きえてから、教きょう授じゅはぜんぜん謎なぞ解ときをしようとしない。毎まい日にち毎まい日にち、ソファーでゴロゴロしている。

「ほら、この手て紙がみは『本ほん物ものの名めい探たん偵ていを愛あいする会かい』から。団だん体たいでの抗こう議ぎの手て紙がみは、これもそうね。『にせ名めい探たん偵ていを追つい放ほうし、あわせてＡＩＤＳエ　イ　ズ撲ぼく滅めつを率そっ先せんする会かい』から。ほかにも、いろいろきてるわよ。」

　真ま衣いが、楽たのしそうに箱はこから手て紙がみをだして分ぶん類るいしている。

「いちいち整せい理りしなくてもいいよ。そこらにおいといて。」

　教きょう授じゅは読よんでる『あなたにも解とけるフェルマーの大だい定てい理り』の本ほんから、顔かおもあげない。

　真ま衣いが、部へ屋やのすみに段だんボール箱ばこをうつす。そこには、いままでにきた手て紙がみのはいった箱はこが、すでにいくつも、高たかくつまれている。

「ねえ、教きょう授じゅ、いいの？」

　真ま衣いは教きょう授じゅにいった。

「なにが？」

　教きょう授じゅの返へん事じは、のんきだ。
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「教きょう授じゅ、このあいだ、すべての謎なぞがわかってるっていったよね。」

「うん。」

「だったら、謎なぞ解ときをしてよ。このままじゃ、教きょう授じゅはただの大おおうそつきってことになるわよ。」

「もう、なってるよ。これだけ抗こう議ぎの手て紙がみがきてるんだから。」

「くやしくないの？」

「うん。」

　教きょう授じゅはへいきな顔かおだけど、わたしたちはくやしい。毎まい日にち毎まい日にち、いっぱい、教きょう授じゅをバカにする手て紙がみがくるんだもん。

　くやしい。くやしい。

「どうして、くやしくないのよ！」

　真ま衣いの目めには、なみだがうっすらうかんでいる。

「泣なかないでよ、真ま衣いちゃん。」

　教きょう授じゅが本ほんをとじて、ソファーに起おきあがった。そして、

「どうしてくやしくないかっていわれてもね──。」

と、頭あたまをかきながら、やさしくいう。

「ぼくは名めい探たん偵ていだから、これじゃ、答こたえにならないかな？」

「でも、世よの中なかの人ひとは教きょう授じゅのこと、名めい探たん偵ていだって思おもってないよ。」

　そういう美み衣いにむかって、教きょう授じゅはまじめにこういった。

「べつに、世せ間けんの人ひとがぼくのことをなんて思おもってようが関かん係けいないよ。ぼくは、ぼく──名めい探たん偵ていの夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろう。それは、世せ間けんの人ひとが決きめることじゃない。ぼくがぼくであるってことは、このぼく自じ身しんが決きめることなんだ。」

　……やっとわかった。教きょう授じゅの自じ信しん──教きょう授じゅは、ほんとうに心こころの底そこから自じ分ぶんのことを信しんじてるんだ。だから、まわりの人ひとが教きょう授じゅのことをどういおうと、知しったことじゃないんだ。

「ぼくは名めい探たん偵ていの夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろう──きみたちにはじめて会あったとき、そういっただろ？」

　教きょう授じゅがほほえむ。

「でも、それで、さびしくないの？　まわりから大おおうそつきって思おもわれてて、悲かなしくないの？」

「へいきだよ。さっきもいったように、ぼくが名めい探たん偵ていだってことは、ぼくがいちばんよく知しってる。」

　そうよ……そうよね！　教きょう授じゅは名めい探たん偵ていなんだ。この春はる、教きょう授じゅにはじめて会あったとき、わたしたちもそうみとめたんだ。

「教きょう授じゅが名めい探たん偵ていだってこと知しってるの、教きょう授じゅだけじゃないよ。」

「え？」

　わたしたちは、教きょう授じゅにペトッとくっつく。

「わたしたち三人にんも知しってるよ、夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうは世せ界かい一いちの名めい探たん偵ていだって。」

　そのことばの意い味みをしばらく考かんがえて、教きょう授じゅはポツリといった。

「ありがとう。」






15　夏なつはやっぱり、花はな火びにスイカ……






　時じ間かんだけがすぎていく。でも、事じ件けんはなんの進しん展てんも見みせない。

　あきっぽい世せ間けんの人ひとたちは、しだいに、この不ふ思し議ぎな事じ件けんをわすれていった。

　そのうち、教きょう授じゅの洋よう館かんにとどく抗こう議ぎの手て紙がみもなくなってきて、わたしたちの生せい活かつは、またいつもの退たい屈くつさをとりもどした。

　もっとも、神じん社じゃの御ご神しん木ぼくが歩あるいたり、学がっ校こうのそばに幽ゆう霊れいがでたり、謎なぞに満みちた事じ件けんはいくつかあったけど、そういう謎なぞは、教きょう授じゅが、すでにおわってるロールプレイングゲームを解とくみたいに、かんたんに解かい決けつしてくれた。まあ、こういった事じ件けんについては、そのうち紹しょう介かいするから。

　この事じ件けんをわすれてないのは、警けい察さつ関かん係けい者しゃと、それに、子こどもを消けされた家か族ぞくだった。最さい初しょのころとずいぶんかわって、みさちゃんのお母かあさんなんか、「コンクールなんかどうでもいいから、とにかくはやく帰かえってきて。」といっていた。

　もちろん、わたしたち三さん姉し妹まいと教きょう授じゅも、事じ件けんをわすれてはいない。

　でも、教きょう授じゅに何なん回かい、事じ件けんの謎なぞ解ときをやってといっても、ちっともしゃべってくれなかった。（やっぱり、教きょう授じゅは事じ件けんのこと、わすれちゃったのかな。）

　そして、夏なつ休やすみももうすぐおわりっていう八月がつ二十一日にち。教きょう授じゅが、ひさしぶりに事じ件けんのことを口くちにした。




「いやあ、夏なつはやっぱり、花はな火びに、スイカに、ビールに、ゆかたに、枝えだ豆まめに、うちわに、風ふう鈴りんに、蚊かとり線せん香こうの煙けむりだね！」

　これだけのせりふをひと息いきでいって、ビールをプファーと飲のんで、教きょう授じゅはごきげんだ。

　今こん夜やは、近きん所じょを流ながれるＭエム川がわで、年ねんに一いち度どの花はな火び大たい会かいがおこなわれる。そして、わたしたちの家いえは花はな火び大たい会かいの会かい場じょうに近ちかいので、二階かいからじゅうぶん見みえるってわけ。

　教きょう授じゅは朝あさから、洋よう館かんのバルコニーに縁えん台だいをだしたり、風ふう鈴りんをつけたりして、〝日にっ本ぽんの夏なつ〟を演えん出しゅつするのにいそがしく走はしりまわった。

「亜あ衣いちゃん、真ま衣いちゃん、美み衣いちゃんも、飲のむ？　あっと、きみたちは中ちゅう学がく生せいだったね。」

　その気きもないくせに、教きょう授じゅは羽う衣い母かあさんからの差さし入いれのビールを、わたしたちにすすめる。

　そして、

「残ざん念ねんだったね。もうすこし大人おとなになってからね。」

といって、自じ分ぶんだけプファーとビールを飲のむ。

　こまったもんだ……。

　羽う衣い母かあさんは、一いち太た郎ろう父とうさんといっしょに、河か原わらに花はな火びを見みにいってる。

　あっと、一いち太た郎ろう父とうさんは初はつ登とう場じょうね。羽う衣い母かあさんのだんなさまで、わたしたち三さん姉し妹まいのお父とうさん。

　どうしていままで物もの語がたりにでてこなかったか？　──答こたえはかんたん。ものすごくいそがしかったから。一いち太た郎ろう父とうさんはエリート商しょう社しゃマンで、世せ界かいじゅうを相あい手てに仕し事ごとをしている。だから海かい外がい行ゆきもしょっちゅうで、わたしたちも、なかなか顔かおをあわせるひまがないの。

　それで今日きょうは、ひさしぶりのお休やすみ。羽う衣い母かあさんは、自じ分ぶんを花はな火び大たい会かいにつれてってほしいとダダをこねた。つまり、ふたりっきりでデートしたいってこと。（いい年と齢しして……。）

　そうなってくると、じゃまなのが、わたしたち三さん姉し妹まい。

　で、考かんがえた羽う衣い母かあさんは、ビール一ダースとともに、わたしたちを教きょう授じゅの家いえにおしやった。

「羽う衣い母かあさんたち、楽たのしんでるかな。」

　美み衣いが、差さし入いれのからあげをつまむ。

「楽たのしんでるわよ。バッチリおめかししてたもん。」

　真ま衣いは、さっきからずっと、スイカを食たべている。すでに、まるまる一個こは食たべてるんじゃないかな。

「教きょう授じゅも、だれかいい人ひと見みつけて、花はな火び大たい会かいにいけばよかったのに。」

　わたしにいわれて、教きょう授じゅがビールにむせる。

「そういうきみたちは、どうなんだい？　だれもデートにさそってくれなかったから、ここでぼくに遊あそんでもらってるんだろ。」

　教きょう授じゅの認にん識しきはあまい。わたしたち岩いわ崎さき三さん姉し妹まいがかわいいってことは、まえにも書かいたよね。ほんとは今こん夜やの花はな火び大たい会かいも、デートの申もうしこみがたくさんきた。で、整せい理り券けんをださなければ追おいつかないほどだったから、今こん回かいは全ぜん員いんパス！　（ごめんね、ふられた男おとこの子こたち。）

　それで、わたしたちにふられた男おとこの子こより、もっと孤こ独どくでかわいそうな教きょう授じゅの相あい手てをしにきてあげたってわけ。いってみれば、ボランティア。べつに教きょう授じゅに遊あそんでもらいにきたんじゃない。

「あっ、そうだ、教きょう授じゅ、郵ゆう便びん受うけに手て紙がみがきてたよ。」

　からあげで口くちのまわりを油あぶらだらけにした美み衣いが、ゆかたのたもとからはがきをだす。

「だれからだろう？」

　うけとった教きょう授じゅの手てもとを、みんながのぞきこむ。

　朝あさ顔がおのえがかれた残ざん暑しょ見み舞まいのはがき。その横よこに書かかれた「ありがとう」のやさしい文も字じ。

　差さし出だし人にんは書かいてない。
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「教きょう授じゅ、だれからなの？」

「さあ……。」

「教きょう授じゅにも、恋こい人びといたんだ。」

「いたのかなあ……。」

　教きょう授じゅは、自じ信しんなさそうに首くびをひねってる。

「でも、『ありがとう』って書かいてあるよ。教きょう授じゅ、お礼れいいわれるような、なにかいいことしたの？」

「したのかなあ……。」

　考かんがえこむ教きょう授じゅ。

「そういえば、このあいだ、百円えん落おちてたのをひろって、交こう番ばんにとどけたけど。」

　教授あんたは小しょう学がく生せいか！

　そうやってしばらく考かんがえていた教きょう授じゅは、やがてニッコリ笑わらった。

「ああ、そうか……、わかった。」

「だれからの手て紙がみか、わかったの？」

　わたしがきいても、教きょう授じゅは答こたえてくれない。そして、ひとりごとのようにつぶやいた。

「そうか、もうあれからずいぶんたつんだな……。」

「〝あれ〟って？」

「伯はく爵しゃくの事じ件けんからだよ。」

　伯はく爵しゃく！

　とたんに、わたしの頭あたまに事じ件けんの記き憶おくがよみがえる。

　夜よ空ぞらと花はな火びをバックに、空そらを泳およぐ伯はく爵しゃくの黒くろい気き球きゅう……。

「もう夏なつ休やすみもおわりなんだ。」

　そういった教きょう授じゅに、わたしは、いままでに何なん度どもしたおねがいを、もう一いち度どした。

「ねえ、教きょう授じゅ。あの事じ件けんの謎なぞ解ときをしてよ。」

　すると教きょう授じゅは、いままでとちがって、

「いいよ。」

と、あっさりいった。

「……ほんとに……いいの？」

　信しんじられない気き持もちで、わたしは確かく認にんする。

「うん、いいよ。もう夏なつ休やすみもおわりだからね。」

　そして教きょう授じゅは、もっと信しんじられないようなことをいった。

「もうすぐ、伯はく爵しゃくが消けした子こどもたちがあらわれるから。そしたら、謎なぞ解ときをしてあげるよ。」

　………えっと……。頭あたまがパニックしてて、よくはたらかない。

「悪わるいけど、もう一回かいいってくれない？」

「だから、もうすぐ、伯はく爵しゃくが消けした子こどもたちをかえすから、そしたら、謎なぞ解ときをしてあげるっていったんだよ。」

　そんなバカなって気き持もちをこめて、わたしたち三人にんはいった。

「うっそー。」

「ぼくは、うそをついたことがない！」

　まったくー。そのせりふ自じ体たいがうそじゃないの！

　美み衣いが、指ゆびを折おりながら具ぐ体たい例れいをかぞえあげる。

「ポーカーで負まけた三百円えんを、はらうはらうっていうだけで、まだはらってない。『Ｙワイの悲ひ劇げき』の犯はん人にんがドルリー[image: ]レーンってのも、うそだった。塩しおを天てん日ぴにほしとけば砂さ糖とうになるってのも、うそ。」

「最さい後ごのは、だまされるほうが悪わるい！」

　教きょう授じゅがひらきなおる。

「でもどうして、消きえた子こどもたちがあらわれるって、わかるの？」

　わたしがきくと、教きょう授じゅは、

「それは、夏なつ休やすみがもうすぐおわるからだよ。」

と、謎なぞのようなことばをいった。そして、夜よ空ぞらに大たい輪りんの花はな火びが咲さくと、

「いやー、日にっ本ぽんの夏なつはいい！」

と、ビールをプファーと飲のんだ。




　でも、教きょう授じゅのいったことは、ほんとうだった。

　八月がつ三十日にちの朝あさ、四人にんの子こどもたちは、それぞれの家いえに元げん気きに帰かえった。そして、消きえていたあいだのことを、四人にんの子こどもたちは、口くちをそろえてこういった。

「だれもいない遊ゆう園えん地ちで、ずっと遊あそんでたの。」

　それ以い外がいは、四人にんとも、なにもいわなかった。

　伯はく爵しゃくが、どうやって子こどもを消けしたのかという質しつ問もんにも──。

　消きえているあいだ、どこにいたのかという質しつ問もんにも──。

　もっともかんたんな、毎まい日にちのごはんをどうしていたのかという質しつ問もんにも──。

　子こどもたちは、こういうだけだった。

「わからない。」

　これを警けい察さつは、なにか強きょう力りょくな睡すい眠みん薬やくでも飲のまされていたのではないかと考かんがえた。

　でも、なにはともあれ、子こどもたちは、それぞれの家か族ぞくのもとに帰かえった。

　マスコミは、子こどもたちが帰かえってきたことを報ほう道どうしなかった。すでに伯はく爵しゃくの事じ件けんからニュースとしての価か値ちがなくなっていたというのが大おおきな理り由ゆうだけど、それ以い上じょうに、世せ間けんはこの事じ件けんをわすれていた。また、子こどもたちの家か族ぞくも、そっとしておいてほしいといっていた。

　だれも論ろん理り的てきにきちんと説せつ明めいすることのできない不ふ思し議ぎな事じ件けん──その思おもいとともに、伯はく爵しゃくは人ひと々びとの記き憶おくから、わすれられるところだった。

　しかし──教きょう授じゅが動うごきはじめた。






16　そしてクライマックス！






　八月がつ三十一日にちの朝あさは、いつもとおなじようにやってきた。でも、あした──九月がつ一つい日たちの朝あさとは、ぜんぜんくらべものにならない。

　なんてったって今日きょうは、まだ夏なつ休やすみ。まだ、目めざまし時ど計けいも、あわただしい朝あさの準じゅん備びも、時じ間かんを気きにしながら走はしる通つう学がく路ろも関かん係けいない。

　この残のこされた一日にちを、いかに有ゆう意い義ぎにすごすか？

　ベッドの中なかで、うつらうつらしながら考かんがえる──至し福ふくの時と間き。

　でも、その至し福ふくの時と間きは、教きょう授じゅから糸いと電でん話わがかかってる合あい図ずの、カウベルにやぶられた。

　なんなのよ、もう！

　──おーい、亜あ衣いちゃん、真ま衣いちゃん、美み衣いちゃん。起おきてた？

「起おこされたの！」

　時じ間かんは八時じ。それにしては、教きょう授じゅは元げん気きだ。いつもなら、まだまだ寝ねてる時じ間かんなのに。

　──あのね、今こん夜や、事じ件けんの謎なぞ解ときをするからね。くるだろ。

「なんなの、きゅうに。いままで、どれだけたのんでも、してくれなかったのに。」

　──もう、子こどもたちがでてきたからね。それに、今日きょうで夏なつ休やすみもおわりだから。

　また教きょう授じゅの口くちから、『夏なつ休やすみ』ということばがでる。

　いったい、こんどの事じ件けんと夏なつ休やすみと、どういう関かん係けいがあるんだろう。

　──場ば所しょは、オムラ・アミューズメント・パークの中なかにある展てん望ぼうレストラン。お金かねは心しん配ぱいないよ。小お村むらさんがだしてくれるから。それから、くるのは、いまいった小お村むらさんのほかに、上じょう越えつ警けい部ぶと詩うた子こさん。

「詩うた子こさん？　だれだっけ？」

　──わすれっぽいな。大おお野のみさちゃんのピアノの先せん生せいだよ。

　そういえば、そうだった。（教きょう授じゅにわすれっぽいといわれるなんて、ショック。）

　でも、なんでそんな人ひとまでよぶの？

　──あと、四人にんの子こどもたちも、よぼうかと思おもったんだけど、あしたから学がっ校こうがはじまるだろ。いろいろ準じゅん備びもあるだろうからね。今こん回かいはパス。また機き会かいがあったら、事じ件けんの真しん相そうを話はなしてあげることにするよ。もちろんきみたちは、夏なつ休やすみの宿しゅく題だいを、ぜんぶかたづけてるんだろうね。

　失しつ礼れいね。わたしたちは、とうの昔むかしに、宿しゅく題だいなんてかたづけてあるのに。

　──それを聞きいて、安あん心しんしたよ。それから服ふく装そうは、ちゃんとしたものをたのむよ。小お村むらさんの話はなしでは、かなりりっぱなレストランみたいだから。

　そして教きょう授じゅは、自じ分ぶんで「ガチャン！」といって、糸いと電でん話わをきった。

　いよいよクライマックス！

　その期き待たいに、わたしたちは身みぶるいした。






17　名めい探たん偵ていの鉄てっ則そく






　教きょう授じゅが信しんじきっている『名めい探たん偵ていの鉄てっ則そく』に、つぎのようなものがある。




探たん偵ていが謎なぞ解ときをする場ば合あい、つぎのことばではじめなければならない。




「さて──。」





　教きょう授じゅは、この鉄てっ則そくにしたがった。

「さて──。」

　そういって、集あつまった人ひとたちを見みまわす。

　右みぎうでの時と計けいで午ご後ご六時じを確かく認にんする小お村むらさん。今こん夜やも高こう級きゅうスーツで身みをかためている。

　その横よこに上じょう越えつ警けい部ぶ。小お村むらさんの横よこにすわってるのがかわいそうなほど、背せ広びろがつかれている。

　小お村むらさんと警けい部ぶって、おない年どしくらいじゃないかな。それにしても、このイメージのちがい。

　警けい部ぶのとなりは詩うた子こさん。黒くろのイブニングドレスがとても似に合あってる。でも、なんとなくおちつかない雰ふん囲い気き。どうして自じ分ぶんがこの席せきにいるのか、わからないからだろう。ほんとに、どうして教きょう授じゅは彼かの女じょをよんだのかな。

　そして、わたしたち。おそろいのエレガントなスタンドカラーのワンピース。三人にんがおなじ服ふくを着きるのって、ずいぶんひさしぶりのような気きがする。

　わたしたちを見みまわす教きょう授じゅは、いつもの黒くろい背せ広びろ。「ぼくは、黒くろい背せ広びろを何なん着ちゃくも持もってるの。」といってはいるけど、信しん用ようできない。

　わたしたちのいる場ば所しょは、オムラ・アミューズメント・パークの中ちゅう心しん部ぶにある展てん望ぼうレストラン。地ち上じょう六十メートルの高たかさだ。レストランはタワーの最さい上じょう部ぶにあって、一階かいからは直ちょく通つうのエレベーターであがる。

　店てん内ないには、ショパンの夜想曲ノクターンがしずかに流ながれていた。

　今こん夜や、お客きゃくさんはわたしたちだけ。小お村むらさんが貸かし切きりにしてくれたの。

　そして、わたしたちの前まえにはフランス料りょう理り。たくさんのナイフとフォーク。そして、大おおきなお皿さらに、ちょっとの料りょう理り。まあ、おいしいことはおいしいけどね。

　教きょう授じゅは、血ちのように赤あかいワインをスッと持もちあげ、

「詩うた子こさん、みさちゃんは元げん気きですか？」

と、とつぜん詩うた子こさんにきく。

　詩うた子こさんはびっくりしたけど、それでも、

「はい。誘ゆう拐かいされてたなんて信しんじられないくらい元げん気きです。」

と、はっきり答こたえた。

「そうですか、それはよかった。」

　教きょう授じゅがワイングラスをテーブルにおく。

「はやいもので、あの事じ件けんから一か月げつがすぎようとしています。今こん夜や、こうしてみなさんと会あうのも、ずいぶんひさしぶりのような気きがしますね。」

「あいさつはいいから、はやく事じ件けんの謎なぞ解ときをしてくれないかね。警けい察さつはいそがしいんだ。」

　ワインを酎ちゅうハイのようにガフガフ飲のんでる警けい部ぶがいう。

「無ぶ粋すいですね、警けい部ぶ。せっかくこれから、名めい探たん偵ていが事じ件けんの謎なぞを解かい明めいしようとしてるのに。」

　教きょう授じゅはそういいながら立たちあがり、話はなしはじめた。




「では、第だい一の事じ件けん──大おお野のみさちゃんが、舞ぶ台たいの上うえにつられた箱はこから消きえた事じ件けん。」

　教きょう授じゅがパチンと指ゆびを鳴ならし、ボーイさんに合あい図ずする。

「ぼくは今日きょう、おもしろいテーブルを持もってきました。まずは、それを見みていただきましょう。」

　ボーイさんがわたしたちの前まえに持もってきたのは、白しろい布ぬのがかけられた三本ぼんあしの円えん形けいテーブルだった。それを、長ながいカーテンのかかったかべぎわのコの字じ形がたのくぼみにおいて、布ぬのをとる。あしのあいだからは、うしろのカーテンが見みえている。

　テーブルの上じょう面めんの板いたは、厚あつさ二センチくらい。そして、テーブルの上うえには大おおきな木きの箱はこがおかれている。

「そのテーブルが、どうかしたのか？」

　上じょう越えつ警けい部ぶの問といには答こたえずに、教きょう授じゅがまた指ゆびを鳴ならす。

　それが合あい図ずだったのだろう、室しつ内ないのあかりがふっと消きえて、わたしたちは闇やみにつつまれた。

「みなさん、だいじょうぶです。おちついて。」

　教きょう授じゅの声こえがする。

　すぐにあかりがついた。

　そして、テーブルの上うえを見みたわたしたちは、さけんだ。

「教きょう授じゅ！」

　なんと、テーブルの上うえにおかれた箱はこの正しょう面めんがパッカリひらかれ、その中なかから教きょう授じゅの生なま首くびがニヤニヤ笑わらっている。

「ハッハッハ。おどろきましたか。」

　教きょう授じゅの生なま首くびがしゃべる。

　テーブルの下したに、教きょう授じゅのからだは見みえない。それなのに、テーブルの上うえにはポンと首くびがのっていて、おまけにしゃべっている。

「これは、一八六五年ねんにロンドンで演えんじられた、『スフィンクス』という手て品じなです。」

　得とく意いげにしゃべる生なま首くび。

「トリックの中なか身みはじつに単たん純じゅんなんですけどね。でも、すばらしいマジックです。」

　そういって、箱はこがしまる。

　つづいて、テーブルのうしろからあらわれた教きょう授じゅには……。

　おかしいな？　ちゃんと胴どう体たいがついていた。

「教きょう授じゅ、からだ、どうしたの？　ちゃんとついてるよ。」

　美み衣いがびっくりしてきく。

「あたりまえだよ。ぼくは、あかりが消きえてるあいだにテーブルの下したにかくれて、テーブルの穴あなから箱はこの中なかに首くびをだしただけだからね。図ずにすると、こうなる。」

　ボーイさんが持もってきた移い動どう式しきホワイトボードに、教きょう授じゅが図ずをかく。（図ず１参さん照しょう）
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「で、その古ふるくさい手て品じなが、どうかしたのかね？」

　バカにしたように警けい部ぶがいう。

「あれ、まだわからないんですか？　これが、つりさげられた箱はこの中なかから大おお野のみさちゃんを消けすっていう、不ふ可か能のう犯はん罪ざいに使つかわれたトリックなんですよ。」

　さらにバカにした口く調ちょうで、教きょう授じゅが応おう戦せんする。

「警けい部ぶ、逆さか立だちして、この図ずを見みてください。」

　逆さか立だち？　つまり、この図ずを上じょう下げさかさまに見みろってことね。

　そうすると、テーブルの三本ぼんあしが上うえをむく……。

　わかった！

「伯はく爵しゃくは、マジックで箱はこをつりさげるとき、ロープとロープのあいだに鏡かがみをはったのよ。こうすれば、ロープのあいだに、鏡かがみでかくされた、ぬけ道みちができるわ。箱はこのうしろと左さ右ゆうはおなじカーテンでかこまれていたから、鏡かがみのところにはカーテンがうつって、ロープとロープのあいだに、うしろのカーテンが見みえてるように錯さっ覚かくする。鏡かがみがはられていることには気きづかないんだ。」

「そのとおり。そして、そのぬけ道みちは、だれの目めにも見みえない。」

　教きょう授じゅが、さっきの横よこに新あたらしい図ずをつけたす。（図ず２参さん照しょう）





[image: ]





「警けい部ぶ、箱はこをしらべた鑑かん識しきの人ひとは、箱はこには正しょう面めん以い外がいに、まだ出で入いり口ぐちがあったかもしれないっていってましたね。」

　警けい部ぶが無む言ごんでうなずく。

「たしかに、とびらはあったんです。そしてそのとびらは、ロープのあいだにつくられた通つう路ろへつうじるとびらだったんです。」

　みんな、だまって教きょう授じゅのことばを聞きいている。

「伯はく爵しゃくは、舞ぶ台たいに大おお野のみさちゃんをあげると、すばやく催さい眠みん術じゅつをかけた。『箱はこの中なかにはいったら、鏡かがみの通つう路ろを通とおって脱だっ出しゅつするように。』って。」

　わたしは、伯はく爵しゃくのマジックを思おもいだす。

　スタンドカラーのワンピースを着きたみさちゃんが舞ぶ台たいにあがる。夢む遊ゆう病びょう者しゃのような足あしどり。

　あのとき、もうみさちゃんは、催さい眠みん術じゅつにかかってたっていうわけね。

「ロープというものは、やわらかいというイメージがあります。だからだれも、ロープとロープのあいだに、かたい鏡かがみがはってあるとは想そう像ぞうしにくい。伯はく爵しゃくは、そこに目めをつけたんです。」

　舞ぶ台たいの上うえからスルスルとおりてくる三本ぼんのロープ。

　あのとき、ロープは三本ぼん同どう時じにおりてきた。一本ぽんずつじゃなかった。

「伯はく爵しゃくが箱はこに火ひをつけたのは、観かん客きゃくの目めを箱はこのほうにひきつけて、ロープから目めをそらすためだったんです。そのあと伯はく爵しゃくは、気き球きゅうを飛とばして、みんながさわいでいるうちに、大おお野のみさちゃんをつれてドームから脱だっ出しゅつしたんです。これが、第だい一の事じ件けんのトリックです。」




「では、つづいて第だい二の事じ件けん──。」

　わたしたちは、料りょう理りに手てをつけるのもわすれて、教きょう授じゅの話はなしを聞きいている。

「第だい二の事じ件けんで、伯はく爵しゃくは高たか橋はしくんをジェットコースターの車しゃ両りょうごと消けしています。どうして高たか橋はしくんだけでなく、車しゃ両りょうごと消けしたか？　──それは、そうする必ひつ要ようがあったからなんです。」

　教きょう授じゅが、ホワイトボードのほうをむく。

「あのジェットコースターは一両りょうずつが独どく立りつしていて、その動うごきをコントロールしているのはコンピュータです。だから伯はく爵しゃくは、そのコンピュータのプログラムを操そう作さしたのです。ここで説せつ明めいをわかりやすくするために、伯はく爵しゃくの乗のった車しゃ両りょうをＸエックス、亜あ衣いちゃんの乗のった車しゃ両りょうをＩアイとします。」

　ホワイトボードにかかれる二ふたつの車しゃ両りょう。（図ず３参さん照しょう）
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『トンネルにはいると、Ｘエックスの車しゃ両りょうとＩアイの車しゃ両りょうはすこしスピードを落おとす。そして、待たい避ひレーンにさしかかったとき、ポイントが切きりかわる。Ｘエックスの車しゃ両りょうが待たい避ひレーンにはいると、またポイントは切きりかわり、Ｉアイの車しゃ両りょうはスピードをあげて、前まえの車しゃ両りょうにひっつく。待たい避ひレーンからは、作さ業ぎょう服ふくに着きがえてでれば、だれもあやしむものはいない。」

「猛もうスピードで走はしるジェットコースターで、そんなことができるのかね？」

「そろばんではむりですけどね。コンピュータ制せい御ぎょなら楽らく勝しょうです。」

　警けい部ぶの反はん論ろんに、すまして答こたえる教きょう授じゅ。

「そうしておいて伯はく爵しゃくは、あの日ひ、順じゅん番ばん待まちの列れつに部ぶ下かをならばせて、自じ分ぶんがしかけをした車しゃ両りょうに乗のれるようにしたのです。部ぶ下かの人にん数ずうを調ちょう整せいすれば、目もく的てきの車しゃ両りょうに乗のれますからね。」

　あのとき──。

　わたしは、最さい後ごまで気きをうしなわなかった。わたしだけじゃない。悪あく魔まのコースター──トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターに乗のったはずなのに、だれも気きをうしなわなかった。それは、車しゃ両りょうを一両りょうぬくために、いつものようなスピードがでていなかったからだったんだ。




「つづいて第だい三の事じ件けん──。」

　小お村むらさんがワイングラスを持もちあげた。それをチラッと見みて、教きょう授じゅはつづける。

「ミラーハウスでの人にん間げん消しょう失しつ。こう聞きくとだれでも、鏡かがみを使つかったトリックがあるのではと思おもいます。でも、じつはそうじゃなかった。これは、かんたんな錯さっ覚かくを利り用ようしたトリックなんです。」

　あの事じ件けんのあと、教きょう授じゅはミラーハウスをしらべようとしなかった。それは、ミラーハウス自じ体たいにはトリックがないって考かんがえてたからだった。

「伯はく爵しゃくがあらわれたことにより、オムラ・アミューズメント・パークには、いままでにもまして、たくさんの人ひとがくるようになった。そのたくさんの人ひとごみの中なかで、警けい察さつは加か藤とう和かず夫おくんを見み張はりつづけなければならない。すると、加か藤とうくんのどういうところを注ちゅう意いして見みるか？　それは、顔かおではなく、加か藤とうくんの目め立だつ服ふく装そうになります。」

　加か藤とうくんのファッションは、迷めい彩さい服ふくに編あみあげブーツ。ゴーグルみたいな眼め鏡がね。

「伯はく爵しゃくは、高たか橋はしくんを消けしたあと、加か藤とうくんを催さい眠みん術じゅつにかける。催さい眠みん術じゅつといっても、かんたんなものです。『ミラーハウスにはいったら、服ふくと眼め鏡がねをはずすように。』──これだけです。」

　そういえば、ミラーハウスの中なかに眼め鏡がねが落おちていた。

「出で口ぐちで見み張はってる警けい官かんは、加か藤とうくんが迷めい彩さい服ふくを着きているという先せん入にゅう観かんがある。そこにふつうのかっこうにもどった加か藤とうくんがでてきても、気きづかない。」

　見みえない人ひと──いつも手て紙がみを配はい達たつしてくれる郵ゆう便びん屋やさんは、家いえにきた人ひとの数かずにはいらない。エレベーターの中なかのエレベーターガールもおなじ。

　加か藤とうくんは、そういった空くう気きのような存そん在ざいになったんだ。

「これで、加か藤とうくんは消きえました。では、第だい四の事じ件けん──。」




「これも錯さっ覚かくです。人ひとごみの中なかで鈴すず木き智とも子こさんを見みうしなったとき、美み衣いちゃんは、なんとかして彼かの女じょを見みつけようと強つよく思おもった。その気き持もちが幻げん覚かくを生うんだんです。」

「じゃあ、わたしが見みた蠟ろう人にん形ぎょう館かんの中なかの鈴すず木きさんは……。」

「幻げん覚かくだよ、美み衣いちゃん。」

　教きょう授じゅにいわれても、美み衣いは納なっ得とくしてない。わたしだって、納なっ得とくしがたい。

　どうも、へんだ。とくに加か藤とうくんと鈴すず木きさんの消きえた推すい理りはおかしい。すなおにうなずけない。いつもの教きょう授じゅの推すい理りじゃない。いつもの教きょう授じゅの推すい理りなら、もっと論ろん理り的てきで、わかりやすいはず。なんでだろう……？　これだったら、論ロジ理ックじゃなくて魔マジ法ックだ。

「美み衣いちゃんと小お村むらさんが蠟ろう人にん形ぎょう館かんを見み張はっていても、それはむだなことでした。なぜなら、蠟ろう人にん形ぎょう館かんの中なかに鈴すず木きさんはいなかったんですから。みんなが蠟ろう人にん形ぎょう館かんでさわいでいるあいだに、伯はく爵しゃくは鈴すず木きさんを誘ゆう拐かいすればいい。」

「…………」




「では、最さい後ごに第だい五の事じ件けん──。」

　教きょう授じゅが、強ごう引いんに謎なぞ解ときを進すすめる。

「ここで、もう一いち度ど、センターパレスの演えん技ぎ場じょうを思おもいだしてください。」

　教きょう授じゅが図ずをかく。

「伯はく爵しゃくは、どこにもかくれる場ば所しょのない演えん技ぎ場じょうのまんなかに立たっていました。そして、三秒びょう間かんの暗くら闇やみのあいだに消きえました。三秒びょうのあいだに観かん客きゃく席せきにいってかくれることは不ふ可か能のうです。」

　わたしたちはうなずく。

「不ふ可か能のうです。だから伯はく爵しゃくは、どこにもいかずに、おなじ場ば所しょにいたんですよ。」

「だけど──。」

　わたしがいう。

「おなじ場ば所しょにずっといたのなら、見みえるはずじゃない。」

「見みえなかったんだよ。はじめにライトが消きえて、つぎにライトがついたとき、とてもまぶしかっただろ。あれはね、センターパレスをとりかこむ、すべてのライトがついたからなんだ。すべてのライトが伯はく爵しゃくを照てらしだしたから、ぎゃくに伯はく爵しゃくの姿すがたはどこからも見みえなくなったんだ。」

　また教きょう授じゅが、指ゆびをパチンと鳴ならす。

　ボーイさんが、ワゴンにリンゴを一個このせて持もってきた。それから、たくさんのスポットライト。

「ちょっと実じっ験けんしてみよう。このリンゴが伯はく爵しゃくだとするよ。」

　教きょう授じゅが、リンゴを中ちゅう心しんに、スポットライトを周しゅう囲いにならべる。

「最さい初しょ、伯はく爵しゃくを照てらしていたライトは八台だいだった。」

　八台だいのスポットライトをつけてから、教きょう授じゅは部へ屋やのあかりを消けした。リンゴだけが照てらしだされる。

「よく見みててください。だんだん、ライトの数かずをふやしていきます。」

　スポットライトの数かずがふえていくにつれ、だんだんリンゴの影かげがうすくなっていく。そして、すべてのライトがついたとき……。

「リンゴが消きえた！」

「消きえたんじゃありません。見みえなくなったんです。」

　教きょう授じゅが、警けい部ぶのことばを訂てい正せいする。

「まっ暗くらな中なかで、人ひとはものを見みることはできません。でも、ぎゃくに明あかるすぎても、人にん間げんの目めはなにも見みることができないんです。」




「さあ、これでぼくの話はなしはおわりです。ずいぶん時じ間かんがかかってしまいました。」

　窓まどの外そとはまっ暗くら。星ほしも見みえない。雷らい雲うんでもきているのか、かすかにゴロゴロという音おとがする。

「伯はく爵しゃくをさがしだすのは、機き動どう力りょくのある警けい察さつの仕し事ごとです。あとは警けい部ぶにおまかせしますよ。」

　教きょう授じゅは警けい部ぶに、かるく頭あたまをさげた。

「それから、詩うた子こさんを送おくってあげてくれませんか。時じ間かんもおそいし、雨あめもふってきそうだ。」

　時と計けいの針はりは九時じをさしていた。

　警けい部ぶは、なにかいいたそうだったけど、なにもいわずに立たちあがった。それにつづいて、詩うた子こさんもがちあがる。

　教きょう授じゅが詩うた子こさんにいった。

「おやすみなさい。もう会あうこともないと思おもいますが、みさちゃんによろしく。」

　警けい部ぶと詩うた子こさんがでていって、教きょう授じゅと小お村むらさんと、わたしたち三さん姉し妹まいが残のこった。

「いま、わかりましたよ。」

　小お村むらさんが、ナプキンをたたんでテーブルにおく。

「なにがです？」

　意い地じきたない教きょう授じゅは、しゃべっていて食たべられなかったぶんの料りょう理りを、ガツガツ食たべはじめる。

「あなたが、あまり事じ件けんに関かん係けいのない詩うた子こさんを、この場ばに招しょう待たいした理り由ゆうです。警けい部ぶを、とちゅうで退たい席せきさせるためだったんですね。」

　そういう小お村むらさんの目めは、とてもするどかった。

　どうしたんだろう。いままでの小お村むらさんのイメージは、やさしい遊ゆう園えん地ちのオーナーだったのに……。

　いちばんたくさん食たべものをおごってもらってる美み衣いも、びっくりしている。

「さすが、よくわかりましたね！」

　肉にくにフォークをさしたまま、教きょう授じゅが感かん心しんする。

「これからの話はなしは、あんまり警けい察さつ関かん係けいの人ひとには聞きかせたくないんですよ。」

「これからの話はなし？」

「ええ。」

　窓まどガラスにポツポツあたっていた雨あまつぶの音おとが、はげしくなってきた。遠とおくの空そらで、ピカッと稲いな妻ずまが光ひかる。

「これからの話はなしが、いよいよ本ほん番ばんの謎なぞ解ときです。」






18　キーワードは『夏なつ休やすみ』






　外そとの天てん気きに、教きょう授じゅの食しょく欲よくは無む関かん係けいだ。雷かみなりが鳴なろうが、台たい風ふうがこようが、ゴジラが放ほう射しゃ能のうをはこうが、へいきで食たべている。

「すると、さっきまでのは──。」

「あれは、警けい察さつ用ようにつくったでまかせです。もちろん、あるていどは真しん実じつの部ぶ分ぶんをふくんでますよ。でも、全ぜん体たいをとおして、かなり話はなしてない部ぶ分ぶんがありますね。」

「話はなしてない部ぶ分ぶん？」

「そうです。たとえば、伯はく爵しゃくの正しょう体たいが、いまぼくの前まえにすわっている小お村むらさんであるとかね。」

　ピシャーンと、たたきつけるような音おとがして、雷かみなりが落おちた。

　レストランのあかりが、スッと消きえる。

　小お村むらさんが、ポケットからライターをだしてつける。

「……よくわかりましたね。」

　ゆらめく炎ほのおにうかびあがった小お村むらさんの目めは、銀ぎん色いろにかがやいていた。




　小お村むらさんが伯はく爵しゃく！　えーっ、そんなバカな……。

「ちがう、ちがう。小お村むらさんが伯はく爵しゃくのはずない。教きょう授じゅだって、警けい部ぶが蠟ろう人にん形ぎょう館かんで『伯はく爵しゃくの正しょう体たいは小お村むら英えい二じ郎ろう。』っていったとき、バカにしたじゃない。それに、センターパレスに伯はく爵しゃくがあらわれたとき、小お村むらさんは、ずっとわたしたちの横よこにすわってた。伯はく爵しゃくのはずがない。」

「でも、いまいっしょにいる小お村むらさんは、伯はく爵しゃくなんだよ。」

　わたしの抗こう議ぎに、教きょう授じゅはあっさり答こたえた。

　当とうの小お村むらさんは、ニコニコ笑わらってワイングラスをかたむける。

　非ひ常じょう用ようの自じ家か発はつ電でんがはたらいたのか、消きえていたあかりがつく。

「夢ゆめ水みずさん、どうして、わたしが伯はく爵しゃくだとわかったんです？」

　たしかに……たしかに、そういう小お村むらさんの目めは銀ぎん色いろだった。伯はく爵しゃくとおなじだ。

　でも……どうして？

「また、話はなすと長ながくなります。さきに料りょう理りを食たべてしまってかまいませんか？」

　あくまでも意い地じきたない教きょう授じゅ。

「どうぞ、ごゆっくり。おじょうさんがたは、デセールにボンボン・オ・ショコラでもいかがです？」

　なに、「デセール」って？

「『デセール』ってのは、デザートのこと。『ボンボン・オ・ショコラ』は、チョコレート・ボンボン。」

　美み衣いが、そっと教おしえてくれる。

　それを聞きいて、わたしは思おもった。やっぱり、小お村むらさんのこのキザな言いい方かたは、伯はく爵しゃくとおなじだ。

「でも、どうして夢ゆめ水みずさんは、わたしが伯はく爵しゃくだって、警けい察さつにいわないんです？」

　小お村むらさんが、ひとりごとのようにつぶやく。

　教きょう授じゅは、皿さらから顔かおをあげずに答こたえる。

「べつに深ふかい理り由ゆうはないですよ。ただ、さっき警けい部ぶにあなたの正しょう体たいをいってしまったら、大おおさわぎになって、この料りょう理りを食たべられなかったでしょ。」

　……やっぱり、教きょう授じゅは意い地じきたない。
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「ぼくは名めい探たん偵ていであって、警けい察さつ官かんじゃない。謎なぞが解とければいいんです。犯はん人にんの逮たい捕ほは警けい察さつの仕し事ごとです。それに──。」

　ようやく食たべおわった教きょう授じゅが、ナプキンをおく。

「警けい察さつに真しん実じつを教おしえると、せっかくの子こどもたちの夏なつ休やすみが、だいなしになってしまいますからね。」

　また教きょう授じゅの口くちから、『夏なつ休やすみ』ということばがでてきた。いったい、どういう意い味み？

　でも、小お村むらさん──いえ、本ほん人にんがみとめてるんだから伯はく爵しゃくって書かこう──は、その意い味みがわかってるのか、みょうに感かん心しんしている。

「なるほど。どうやらあなたには、この事じ件けんのすべてがわかってるようですね。」

「ええ。この事じ件けんは、すべて伯はく爵しゃくがおこなったように思おもわれている。また、そのように思おもわせるよう、伯はく爵しゃくもずいぶん派は手でにやりました。マスコミに犯はん行こう声せい明めいを送おくったり、気き球きゅうを飛とばしたり、子こどもたちから目めをそらさせるために自じ分ぶんも消きえたり……。でも、ちがうんです。この事じ件けんをおこなった真しんの主しゅ役やくは、伯はく爵しゃくじゃありません。」

　教きょう授じゅは、ここですこしことばを切きって、はっきりいった。

「ほんとうの主しゅ役やくは、消きえた四人にんの子こどもたちなんです。」




　窓まどガラスにあたる雨あめが、だんだんはげしくなる。

　教きょう授じゅは、わたしたちのほうをむいて、

「つまり、子こどもたちは消けされたんじゃない。自じ分ぶんから消きえたんだよ。」

といった。

　そうか、「受じゅ動どう態たいと能のう動どう態たい」っていうのは、こういうことだったのね……。

「推すい理りするにはデータがたりなくて、想そう像ぞうでおぎなった部ぶ分ぶんもありますが、大おおすじは、いまからぼくが話はなすとおりだと思おもいます。」

「ゆっくり聞きかせていただきましょう。すてきなデセールです。」

　伯はく爵しゃくがワイングラスを、かるく持もちあげる。

　教きょう授じゅがしずかに話はなしはじめた。

「四人にんの子こどもたちが、そろって家いえ出でしようと思おもいたったのは、おそらく新しん聞ぶんの取しゅ材ざいをうけたことが原げん因いんでしょう。彼かれらは、それまで孤こ独どくだった。いくらまわりからは〝天てん才さい児じ〟とほめられても、自じ分ぶんのことをわかってくれる友ともだちはいない。そんなときに仲なか間まに会あったんです、自じ分ぶんとおなじように〝天てん才さい児じ〟とよばれる仲なか間まに。」

〝天てん才さい児じ〟ってよばれるのも、けっこう苦く労ろうがあるのね。

「彼かれらは、自じ分ぶんの生せい活かつに不ふ満まんがある点てんも共きょう通つうしていた。」

　みさちゃんの新しん聞ぶん記き事じ。毎まい日にち、朝あさから晩ばんまで、ピアノの練れん習しゅうばかりの生せい活かつ……。

「そこで彼かれらは考かんがえたんです。なんとかして、ふつうの生せい活かつを送おくれるようにできないかって。この場ば合あいの〝ふつう〟ってのは、ほんとうに、ふつうの生せい活かつのことです。時じ間かんを気きにせず遊あそんだり、友ともだちと長なが電でん話わしたり、ケンカしたり、好すきな子こにラブレターを書かいたり……。そんな、子こどもにとってはあたりまえの生せい活かつを、彼かれらはのぞんだんです。」

　いま教きょう授じゅのいったこと、あまりにふつうすぎて、わたしにはピンとこなかった。

　こんなあたりまえの生せい活かつを、のぞまなければならないなんて……。

　わたしは、四人にんの子こどもたちが、すこしかわいそうになった。

「彼かれらは、自じ分ぶんたちのいそがしい生せい活かつのなかで、ひそかに連れん絡らくをとりあった。内ない容ようは、どうやったら、ふつうの子こどものような生せい活かつを送おくれるか、です。そんなとき、彼かれらに接せっ近きんしたのが、伯はく爵しゃく──あなたです。」

　教きょう授じゅが伯はく爵しゃくをピッとさす。伯はく爵しゃくの表ひょう情じょうに変へん化かはない。

「あなたは、子こどもたちの夢ゆめを聞きいて、それを現げん実じつにした。『わたしがきみたちに、一か月げつの夏なつ休やすみをあげよう。家いえの人ひとは文もん句くをいうことはできない。なぜなら、きみたちは、みんなの目めの前まえで姿すがたを消けしてしまうのだから。』とかいってね。ちがいますか？」

　すると伯はく爵しゃくは、ニヤッと笑わらって、

「そう。あの子こたちに責せき任にんはありません。消けしたのは、わたしです。」

　ああ、そうか。だから教きょう授じゅは、事じ件けんの謎なぞ解ときをしなかったんだ。教きょう授じゅが謎なぞ解ときをすれば、四人にんの子こどもたちの夏なつ休やすみがフイになってしまうから……。

「でも、どうして、子こどもたちが自じ主しゅ的てきに消きえたってわかったんです？」

「大おお野のみさちゃんが消きえたときです。さっきぼくは、伯はく爵しゃくが大おお野のみさちゃんを舞ぶ台たいにあげてから、催さい眠みん術じゅつをかけたっていいましたね。でも、いくら催さい眠みん術じゅつでも、本ほん人にんのいやがる暗あん示じをかけることはできないんです。まして、あの短たん時じ間かんには。するとどうなるか？　答こたえは一ひとつです。つまり、大おお野のみさちゃんは自じ分ぶんから、鏡かがみの通つう路ろを通とおって脱だっ出しゅつしたんです。消けされる側がわの協きょう力りょくがあったから、あのマジックは成せい功こうしたんです。」

　教きょう授じゅが警けい察さつにこの話はなしをしたくないっていう意い味みも、わかった。四人にんの子こどもたちは、伯はく爵しゃくの共きょう犯はんだったんだ。

「つぎの高たか橋はしくんが消きえた事じ件けんも、おなじく高たか橋はしくんが協きょう力りょくしています。待たい避ひレーンに車しゃ両りょうをいれたあとで作さ業ぎょう服ふくに着きがえたとしても、高たか橋はしくんをかかえたままでは、あやしまれます。でも高たか橋はしくん本ほん人にんが犯はん人にんである伯はく爵しゃくに協きょう力りょくしていれば、だいじょうぶです。」

　そりゃそうだ。誘ゆう拐かいされるほうが自じ主しゅ的てきに協きょう力りょくしてくれれば、こんならくな誘ゆう拐かいはないわね。

「高たか橋はしくんは、ジェットコースターから消きえたあと、いそいですることがあったのです。」

「？」

「高たか橋はしくんは、トリプルアクセル・フリーフォール・ダブルループコースターの乗のり場ばをはなれると、トイレにはいり、いそいで着きがえをしました。迷めい彩さい服ふくに編あみあげブーツ。それに、ゴーグルみたいな眼め鏡がね。彼かれは、加か藤とう和かず夫おくんとおなじかっこうに着きがえたんです。」

「どうして？」

「それは、加か藤とうくんといれかわるためさ。いいかい、真ま衣いちゃん。ミラーハウスで消きえたのは加か藤とうくんじゃない。高たか橋はしくんなんだ。」

「でも、だって……わたし、ずっと加か藤とうくんを見み張はってた。いれかわったら、わかるよ。」

　真ま衣いが反はん論ろんする。

「でも、加か藤とうくんはミラーハウスにむかうまえにトイレにはいったって、真ま衣いちゃん、いったじゃないか。トイレの個こ室しつの中なかまでは、見み張はるわけにはいかないからね。そのとき、事じ前ぜんに中なかにいた高たか橋はしくんといれかわったんだ。ふたりは、よく似にた背せかっこうだからね。じゅうぶん、いれかわることは可か能のうだよ。そして、加か藤とうくんに化ばけた高たか橋はしくんは、すばやくミラーハウスにはいった。」

　沈ちん黙もくする真ま衣い。

「あとは、高たか橋はしくんがミラーハウスの中なかで服ふくをぬぐだけでいい。でてくるのは高たか橋はしくんだ。出で口ぐちで見み張はってる警けい官かんは、加か藤とうくんの顔かおは知しってても、高たか橋はしくんの顔かおは知しらない。いくら服ふくをぬいでも、加か藤とうくん本ほん人にんがでてきたのなら、警けい官かんは気きづくよ。彼かれらはプロなんだから。万まんが一いち、警けい官かんが高たか橋はしくんの顔かおを知しってたとしても、彼かれらの意い識しきは、自じ分ぶんたちが警けい備びしなくてはいけない加か藤とうくんにむいている。高たか橋はしくんが気きづかれるわけがない。こうして、加か藤とうくんは消きえてしまった。」

「…………」

「真ま衣いちゃん、その加か藤とうくんの新しん聞ぶん記き事じは？」

「『ハリウッドのＳエスＦエフＸエックス界かいから誘さそいの手て：天てん才さいモデラー』だったかな。」

「加か藤とうくんのＳエスＦエフＸエックスの技ぎ術じゅつは、鈴すず木き智とも子こさんが消きえた事じ件けんでいかされるんだ。」

　たしか新しん聞ぶん記き事じには、ドラキュラのマスクをつくってる加か藤とうくんの写しゃ真しんがのっていた。

「加か藤とうくんは、ずいぶんまえから鈴すず木きさんのマスクをつくっていた。それを使つかって、伯はく爵しゃくは鈴すず木き智とも子こさんを蠟ろう人にん形ぎょう館かんから消けした。そうですね？」

　伯はく爵しゃくが、背せ広びろの内うちポケットからマスクをだす。

「でも、伯はく爵しゃくがマスクをかぶったんだったら、顔かおの大おおきさがちがうから、すぐにわかるよ。」

　美み衣いがいうと、教きょう授じゅはチッチッチと指ゆびをふる。

「マスクをかぶったのは伯はく爵しゃくじゃない。伯はく爵しゃくはマスクを、蠟ろう人にん形ぎょう館かんの中なかにある子こどもの蠟ろう人にん形ぎょうにかぶせたんだ。」

「じゃあ、あのとき、わたしにアイスやタコ焼やきやジュースを買かってくれた小お村むらさんは……。」

「伯はく爵しゃくだよ。」

「ふーん、伯はく爵しゃくって、いい人ひとなんだ。」

　美み衣いのことばに、教きょう授じゅはずっこける。

　美み衣いにとって、自じ分ぶんになにかおごってくれる人ひとは、みんないい人ひとなんだ。

「鈴すず木きさんの消きえた事じ件けんを、もう一いち度ど、最さい初しょから話はなすと、まず鈴すず木きさんは、美み衣いちゃんと小お村むらさん──いや伯はく爵しゃくのふたりを、『サマー・ロック・フェスティバル』の会かい場じょうにひっぱりこむ。これは、美み衣いちゃんに自じ分ぶんの姿すがたを見みうしなわせるため。美み衣いちゃんが鈴すず木きさんを見みうしなったら、こんどは伯はく爵しゃくの番ばんで、『鈴すず木きさんが蠟ろう人にん形ぎょう館かんにはいった。』といって、美み衣いちゃんを蠟ろう人にん形ぎょう館かんにつれていく。そして、ふたりで閉へい館かんまで待まって、蠟ろう人にん形ぎょう館かんにだれもいなくなっても、鈴すず木きさんがでてこないと思おもわせる。美み衣いちゃんと係かかりの人ひとを残のこして、伯はく爵しゃくは中なかにはいり、鈴すず木きさんのマスクを蠟ろう人にん形ぎょうにかぶせて窓まどから見みせる。それを見みた美み衣いちゃんと係かかりの人ひとは、蠟ろう人にん形ぎょう館かんに鈴すず木きさんがいるって思おもう。伯はく爵しゃくは、マスクを背せ広びろにかくして、でてくればいい。あとでどれだけしらべても、蠟ろう人にん形ぎょう館かんから鈴すず木きさんが見みつかるわけがない。」

「どうして、そんなめんどうなことを……？」

「子こどもたちは消きえる必ひつ要ようがあったんだよ。大人おとなの目めのとどかない場ば所しょに。そのために伯はく爵しゃくは、ここまで手てのこんだ消しょう失しつ劇げきを用よう意いした。」

「だけど、ほんとに小お村むらさんが伯はく爵しゃくなの？」

　美み衣いがいう。アイスをおごってくれた小お村むらさんが、伯はく爵しゃくじゃないと信しんじたい気き持もちはよくわかる。

「だって、伯はく爵しゃくがセンターパレスで消きえたとき、小お村むらさんは、わたしたちといっしょに観かん客きゃく席せきにいたわよ。」

「美み衣いちゃん、蠟ろう人にん形ぎょう館かんにいたとき、小お村むらさんは、どっちのうでに時と計けいをはめてた？」

　教きょう授じゅがきくと、美み衣いはすぐに答こたえた。

「右みぎうで！　わたし、警けい部ぶに連れん絡らくしたとき、時じ間かんが知しりたくて、小お村むらさんに時と計けいを見みせてもらったもん。そのとき、たしかに右みぎうでにはめてたわ。」

「では、亜あ衣いちゃん。センターパレスで伯はく爵しゃくが消きえたとき、小お村むらさんは、どっちのうでに時と計けいをはめてた？」

　わたしは思おもいだす。

　あのとき小お村むらさんは、伯はく爵しゃくの登とう場じょうの時じ間かんをずいぶん気きにしていた。しょっちゅう、腕うで時ど計けいをのぞきこんで……。

　そのとき、時と計けいは、たしかに左ひだりうでにはめられていた。

「左ひだりうで……。」

　わたしが答こたえると、教きょう授じゅは、

「そう。ぼくも見みていた。そして、ぼくたちがはじめて小お村むらさんに会あったとき、彼かれは左ひだりうでに時と計けいをはめていた。おかしいと思おもわないかい？　おなじ人にん間げんが、腕うで時ど計けいを右みぎうでにはめたり左ひだりうでにはめたりするなんて。」

　いわれてみれば……。

「そして、ぼくは気きづいたのさ。小お村むらさんはふたりいるってことに。つまり、小お村むらさんは双ふた子ごなんだ。」

　双ふた子ご！　（って、わたしたちがそんなにおどろくことでもないか。なんてったって、わたしたちは三みつ子ごだもんね。）

「教きょう授じゅ、小お村むらさんが双ふた子ごだっていうのは、腕うで時ど計けいからだけの推すい理りなの？」

　真ま衣いがきく。

「いや、名な前まえも気きになったんだ。はじめて会あったとき、左ひだりうでに時と計けいをした小お村むらさんは、『小お村むら英えい二じ郎ろう』って名な乗のったね。このとき、おかしいなって思おもったんだ。ふつう、会かい社しゃのあとつぎって、長ちょう男なんがなるよね。でも、長ちょう男なんにはあんまり『英えい二じ郎ろう』って名な前まえはつけないよ。長ちょう男なんなら、『英えい一いち郎ろう』ってつけるんじゃないかな。そう考かんがえたら、あとは、きみたち岩いわ崎さき三さん姉し妹まいが三みつ子ごだって推すい理りしたときとおなじ。小お村むらさんは、英えい一いち郎ろうと英えい二じ郎ろうの双ふた子ごだってわかった。」

　そのことばを聞きいて、伯はく爵しゃくが拍はく手しゅする。

「さすがです、夢ゆめ水みずさん。あなたは、わたしが思おもってた以い上じょうの名めい探たん偵ていです。」

「ありがとうございます、伯はく爵しゃく──小お村むら英えい一いち郎ろうさん。」

「しかし、弟おとうと──英えい二じ郎ろうには、なんの罪つみもありません。」

　伯はく爵しゃくがいう。

「弟おとうとは小ちいさいときから、まじめに努ど力りょくする子こでした。それにくらべて、わたしは努ど力りょくするのがきらい。手て品じなやサーカスが好すきで、毎まい日にちを遊あそびほうけていた。父ちちが英えい二じ郎ろうにオムラ・カンパニーをつがせたのも当とう然ぜんです。でも、かんちがいしないでください。わたしは、オムラ・カンパニーをついだ英えい二じ郎ろうを、うらんでいるわけじゃありません。」

「わかってますよ。あなたが今こん回かいの事じ件けんを起おこした理り由ゆうの一ひとつは、弟おとうとさんのためです。オムラ・アミューズメント・パークに、たくさんのお客きゃくさんをよびよせるために、これだけの事じ件けんを計けい画かくしたんですね。」

　いわれてみれば……。

　伯はく爵しゃくが大おお野のみさちゃんを消けして、テレビで犯はん行こう声せい明めいをして以い来らい、オムラ・アミューズメント・パークには、連れん日じつたくさんの人ひとがおしかけている。できたばかりの遊ゆう園えん地ちの経けい営えいは、もう完かん全ぜんに軌き道どうにのっているはずだ。

「マスクをしたり、気き球きゅうを使つかったり、われながら、ずいぶん子こどもっぽい考かんがえだと思おもったんですがね。」

　そういってほほえむ伯はく爵しゃくの瞳ひとみは、まるで子こどもの瞳ひとみみたい。夏なつの木こもれ日びをあびてキラキラかがやく銀ぎん色いろのビー玉だま。

「まあ、今こん回かいの事じ件けんで被ひ害がいをうけたのは、この暑あつい夏なつに毎まい日にち、捜そう査さしていた警けい察さつ関かん係けい者しゃ。それに、子こどもがいなくなって心しん配ぱいした家か族ぞく──それぐらいでしょ。オムラ・アミューズメント・パークには、たくさんお客きゃくさんがきたし、四人にんの子こどもたちは、のんびり遊あそぶことができた。ぼくは、おもしろい事じ件けんに出で会あえてうれしかった。だからこの事じ件けんは、もうこれでおわりにしませんか。」

　教きょう授じゅはそういって、立たちあがった。目めの前まえの皿さらには、パセリのかけらすら残のこってない。

「わたしを警けい察さつにひきわたさないんですか？」

　伯はく爵しゃくも立たちあがる。

「最さい初しょにもいいましたね。ぼくは事じ件けんの謎なぞが解とければいいんです。それ以い外がいのことに興きょう味みはありません。」

　伯はく爵しゃくが右みぎ手てをだす。教きょう授じゅがその手てをつかんで握あく手しゅする。

「オ・ルヴォワール、コント！」

　教きょう授じゅが、わかれのあいさつをした。






19　月つき夜よの帰かえり道みち






　おもてにでると、さっきまでの雷らい雨うはあがっていた。

　空そらに星ほしが、百よりたくさん。

　地じ面めんに残のこった水みずたまりに、お月つきさんがゆらゆらうつっている。

「さあ、帰かえろうか。あしたから二学がっ期きだよ。」

「うん！」

　教きょう授じゅの高たかい背せにかくれるようにして、わたしたちはあとからついていく。しぜんに足あしどりがスキップになる。

　うれしかった。やっぱり、教きょう授じゅは名めい探たん偵ていだったんだ。

　世せ間けんの人ひとたちが知しらなくてもいい。わたしたちがいちばんよく知しっている、教きょう授じゅは名めい探たん偵ていだってこと。

　オムラ・アミューズメント・パークの外そとにでると、大おおきな時と計けい塔とうの下したにパトカーがとめてあった。

「夢ゆめ水みずさん。」

　さきに帰かえったと思おもっていた上じょう越えつ警けい部ぶが、パトカーの横よこに立たっている。足あしもとにタバコのすいがらが数すう本ほん落おちているところを見みると、しばらくそこにいたらしい。

「どうしたんです、警けい部ぶ？」

　上じょう越えつ警けい部ぶの背せ広びろは、この一か月げつで、ずいぶんくたびれてしまった。

　警けい部ぶはその内うちポケットからタバコをだし、自じ分ぶんがくわえてから教きょう授じゅにほうる。

「なにかあったんですか？」

　遠えん慮りょなくタバコをもらってから、また教きょう授じゅがきく。

「いや、なに……。星ほしがずいぶんきれいだと思おもってね。」

「ハッハッハッハ！」

　警けい部ぶには悪わるいけど、わたしたちはこのせりふを聞きいて、おもいきり笑わらってしまった。

「そんなにおかしいかね。」

　そういう警けい部ぶの顔かおもまっか。

「だって、似に合あわないもん。」

　美み衣いがはっきりいう。

「まあ、それはいいとして──。」

　警けい部ぶがまじめな顔かおになる。

「夢ゆめ水みずさん、わしはあんたに、一ひとつだけ、ききたいことがあるんだよ。」

「なんです？」

「四人にんの子こどもたちは、楽たのしい夏なつ休やすみをすごせたのかな？」

「えっ？」

　おどろいて警けい部ぶを見みると、警けい部ぶはニコッと笑わらってウィンク。こんどのは、なかなかキマッテル。

「どうなんだい、夢ゆめ水みずさん？」

　そうきく警けい部ぶは、事じ件けんの裏うらの裏うらまで知しってるっていう顔かお。

「だいじょうぶですよ。子こどもたちにとっては、最さい高こうの夏なつ休やすみでした。」

「そうか……。」

　警けい部ぶの肩かたの力ちからがフッとぬける。

「それを聞きいて安あん心しんしたよ。わしのこの一か月げつの努ど力りょくも、むだにはならなかったようだ。」

　そして警けい部ぶは、大だいきくのびをした。

「長ながいこと警けい官かんをやってると、犯はん人にんを逮たい捕ほすることと事じ件けんを解かい決けつするってことが、おなじに思おもえてくる。でも、ほんとうは、そうじゃないんだな。いくら犯はん人にんを逮たい捕ほしても、解かい決けつしない事じ件けんもある。」

　タバコをくわえたまま、警けい部ぶはつぶやく。

「それを、あんたに教おしえてもらったよ。」

「警けい部ぶ……。」

「また、みょうな事じ件けんが起おこったら、いっしょにやってくれるかな？」

　照てれたように警けい部ぶがいう。

「よろこんで！」

　わたしたち三さん姉し妹まいは、警けい部ぶにだきつく。今こん夜やの警けい部ぶ、いままでのなかで最さい高こうにカッコイイ！

　教きょう授じゅもほほえんでいる。

　わたしたちはうでを組くんで、落おちてきそうな星ほし空ぞらのもとを、家いえまで歩あるいた。




　こうして、オムラ・アミューズメント・パークでの連れん続ぞく人にん間げん消しょう失しつ事じ件けんはおわった。

　そして二学がっ期きがはじまると、また教きょう授じゅは、もとの自じ堕だ落らくな生せい活かつにもどった。

　どうやらその生せい活かつは、つぎの難なん事じ件けんが起おこるまでつづきそうな雰ふん囲い気き。（やれやれ……。）





追つい記き：大おお野のみさちゃんは、カマリナ・コンクールで優ゆう秀しゅう賞しょうをもらいました。







〈おわり〉　
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　あとがき





はやみね　かおる　






　どうも、はやみねかおるです。

　名めい探たん偵てい夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうのデビュー作さく『そして五人にんがいなくなる』、いかがでしたか？　作さく者しゃとしては、古ふるき時じ代だいの〝本ほん格かく探たん偵てい小しょう説せつ〟になったのではないかと思おもっています。

　　　　　☆

　ぼくは推すい理り小しょう説せつが大だい好すきです。でも、とくに好すきなものには、いくつかの条じょう件けんがあります。

　それは、


①　名めい探たん偵ていがでてくること

②　とっても不ふ思し議ぎな謎なぞがでてくること

③　〝本ほん格かく〟の二文も字じがついていること



　そして、


④　ＨＡＰＰＹハッピー　ＥエＮンＤドでおわること



　みなさんは、どうですか？

　　　　　☆

　夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうについて、ひとこと──。

　彼かれは、ぼくの頭あたまの中なかにずいぶん古ふるくから住すみついている登とう場じょう人じん物ぶつです。最さい初しょから、黒くろいサングラスに黒くろい背せ広びろで、「ぼくは名めい探たん偵ていなんだよ。」というのが口くちぐせの、かわったキャラクターでした。自じ信しん過か剰じょうで毒どく舌ぜつ家か。自じ分ぶんさえよければ、まわりがどうなってもいい──そんなどうしようもない性せい格かくも、むかしからちっともかわってません。読どく者しゃのみなさんが、この夢ゆめ水みず清きよ志し郎ろうをすこしでも好すきになってくれたら、作さく者しゃとしては、たいへんうれしいです。

　　　　　☆

　では、最さい後ごに感かん謝しゃのことばを──。

　教きょう師しの仕し事ごとがいそがしいぼくの原げん稿こうを、しんぼう強づよく待まっていてくださる講こう談だん社しゃのみなさま。

　そして、かわり者もののぼくをあたたかくはげましてくれる学がっ校こう関かん係けい者しゃのみなさま、かわいい教おしえ子ごたち。（ほんとうに、ありがとう。）

　それから、波は乱らん万ばん丈じょうだったぼくの二十代だいの人じん生せいに。（三十代だいは平へい穏おん無ぶ事じにすごしたいな……。）

　　　　　☆

　では、またお目めにかかりましょう。それまで、お元げん気きで。

　Goodグッド Nightナイト. Aアnンdド Haveハブ A Niceア　ナイス Dreamドリーム.
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